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　　　　　ＡＣＴ１　覚醒～The beginning place～







　始まりは唐とう突とつだった──




　気がつくとおれは巨大な建物の中にいた。覚かく醒せいの瞬しゆん間かんはハッとしたが、すぐにまた夢の中でまどろんでいるようなあやふやな感覚が戻ってきて、その現実と夢が融ゆう合ごうしたかのような奇妙な感覚は未いまだかつて経験したことのない不可思議なものだった。

「えっと……たしか……」

　おれは、うーん、と唸うなりながら覚醒前の記き憶おくを呼び起こす。

　──今日は夏休み初日。

　うん、そうだ。それは間違いない。高校に入って初めての夏休み。その初日だ。

　朝の九時頃目を覚さまして、冷蔵庫の中にあったプリンを一個食べて、その後、自室に戻ってＰＣを立ち上げて、『ファイナルファントム13』の攻略Ｗｉｋｉを覗のぞいて……。

　おれの記憶はそこで途切れていた。

　どんなに頭を揺ゆすってもそれ以後のことは思い出すことができない。

　ちゃんと服も着てるし……靴も履はいてる……。

　安価なジーンズにＴシャツ、スニーカーという高校生にありがちなファストファッションで身を固めたその自分の姿は外出時の定番コーディネート。

　だが、今日は家いえ着ぎのスウェットから私服に着替えた覚おぼえはない。

　変だな……。どうしておれ、こんなところに……？

　目覚めた場所はヨーロッパの大だい聖せい堂どうを思わせる巨大な建造物の中、礼れい拝はい堂どうのような場所で、その天井の高い広々とした空間には自分以外にもたくさんの人がいた。

　どこもかしこも人、人、人。一体どれだけの人間が集まっているのだろうか？

　おれが通っている高校の全校生徒、九百人弱を体育館に集めたような──

　真っ先にそんなシチュエーションが思い浮かんだ。実際、規模もそれに近い。

　ただ、体育館に集まった生徒たちが一いち様ように同じデザインの制服を着ているのに対し、この礼拝堂の中でひしめき合っている人々は一人の例外もなく個性的な衣装に身を包んでいた。

　中世風の鎧よろいを着た髭ひげ面づらの渋い男性とか、黒マントを羽は織おった銀ぎん髪ぱつツインテールの魔ま法ほう使つかいっぽい女の子とか、二メートルはありそうな大おお振ぶりの大だい剣けんを背負っている小こ柄がらな少女……などなど。ファンタジー物のＲＰＧに登場しそうな風ふう貌ぼうの美男美女が勢ぞろいしていた。

　な、なんかすごいな。どの人も美形でタレントぞろいな上に格好も奇抜で。えーと、この人たちってたぶんあれだよな。自分の好きなキャラクターのコスチュームに身を包む、いわゆるコスプレイヤー。略してレイヤーさんって呼んだりもするけど。

　ん？　ってことは……もしかしてここはコスプレ会場？

　おれの頭に最初に浮かんだのはそんな現実的な解釈だった。

　家からここまでどうやって移動してきたのか、っていう肝かん心じんな記き憶おくは抜け落ちているけど、漫画、アニメ、ゲーム、ラノベなんかが好きなおれがこの手のコスプレ会場に足を運ぶのはそれほど不自然なことではない。こういったイベントには写真オタクの友人とカメコとして何度か参加したことがある。とはいえ、今日は家から出る用事なんてなかったはずだけど。

　まさか夏の暑さで記憶がぶっ飛んじゃったとか？　笑えないな、それ……。

「ん、あれは──」

　ともかく現状を把は握あくしようと周囲に目を向けると、見み覚おぼえのある人物が視界に入った。

　あの衣装ってもしかして、『ダーク・エンカウンター』に出てくる魔ま法ほう使つかいのバニラのコスプレかな？　あー、あれもわかるぞ。『ファイナルファントム３』だ。その後ろは『ドラゴンハンティング６』だな。で、その隣となりは『堕だ天てん使しのトワイライト』の──

　周囲にいる人たちはいずれも有名ＲＰＧに登場するキャラクターのコスプレ衣装に身を包んでいた。漫画やアニメ、ラノベなどのキャラクターは見当たらないが、これだけたくさん人がいるのだから中にはＲＰＧ以外のレイヤーさんもいるのではないだろうか。

　これは絶ぜつ景けいだな。ってか、レベル高すぎだろ、このコスプレ会場……。しかも、おれの好きなＲＰＧのキャラクターばっかだし。天国ですか、ここは。

　おれは三、四十人ほどのクラスの中に放り込めばその翌日には「オタク君」というあだ名がついてもおかしくない自他共に認める二次元好きの高校生だが、おれの得意分野は漫画やアニメ、ラノベなどではなく、ゲーム──それもＲＰＧ一ひと筋すじだ。

「ＲＰＧは物語としてもゲームとしても楽しめる最高のエンターテイメント！」だとおれは勝手に思っているのだが、オタク友達の中でＲＰＧを一番に挙げるのはおれだけ。漫画とかアニメとかラノベとかのほうが気軽に楽しめるじゃん。ＲＰＧってクリアに時間かかるし──というみんなの理屈はわからないでもないけど、気軽に楽しめるかどうかってのは「面白い、面白くない」とはまた別次元の問題だ。単純な面白さや満足度でいったらＲＰＧに敵かなうエンタメは他にないと思うんだけどなー、というのがおれの意見。とはいえ、誰だれかに同意を得られるとは思っていない。

　だって友達との会話の最中に話題がＲＰＧに及ぶと──

『裕ゆう貴きはＲＰＧ狂ぐるいだからな』

『もうすぐコレクションが二百本になるんだっけ？』

『ネット上で攻略Ｗｉｋｉの編集とかやってるんだよな』

『ほぼ一人で編集した攻略Ｗｉｋｉが三十本近くあるとかないとか』

『ってか、そもそも裕ゆう貴きは所持してるＲＰＧに登場するキャラクターとかモンスターの詳しよう細さいなプロフィールを全部暗記してるからな』

『うわ、それ勉強の話だったらよかったのに……』

『いわゆる才能の無む駄だ遣づかいってヤツだね』

　と、こんな感じで友達にいつもネタにされるのだ。そして、そんなおれだから、記き憶おくが不確かだっていう肝かん心じんなことを忘れ、せっかくＲＰＧのコスプレが多めなんだからしっかり目に焼きつけて帰ろう、というＲＰＧ優先の思考が働いてしまい──

　お、おおー、あの特徴的な学生服は『いにしえシリーズ』の外伝に出てくる八や重え樫がし桜さくらじゃないか！　改造セーラー服っていうの？　他の一般生徒とは明らかにデザインが違うんだよな。いやー、可愛いなー。髪かみ型がたの再現度も高いし。あ、向こう行っちゃう。

　──っと、そうだ。ここがコスプレ会場なら写真撮とらせてくれるかも……。

　おれは咄とつ嗟さにポケットをまさぐった。

　ところが、おれのポケットにはデジカメはおろかケータイすら入っていなかった。というか財布すら持ってなかった。当然、バッグなどもない。手ぶらだ。

　ってかさ、財布すら持ってないってどういうことだよ？

　おれはため息をつきながら磨みがき抜かれた礼れい拝はい堂どうの床に視線を落とした。

　と、その直後、ドンっ！　と背中に衝しよう撃げきが走った。衝撃といっても痛みを感じるほどではなく、ちょっとバランスを崩くずした程度だったのだが、突然のことだったので「うわっ」とマヌケな声を発してしまった。

「すみません。大丈夫ですか？」

　真後ろで女性の声がした。ざわついた建物の中でもよく通る凜りんとした声だった。

　おれが慌あわてて後ろを振り返ると、

「申し訳ありません。こちらの不注意です。室内を走り回るものではありませんね」

　そう言って礼儀正しく頭を下げたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女だった。

　女の子は青いマントを羽は織おっていて、その下には青、白、赤を基調とした華はなやかな服──見た感じ学校の制服っぽい──を、腰には銀色に輝く長ちよう剣けんを差していて、さらに肩と腕と脚の一部に金属製のアーマーみたいなものを装着していた。フィクション世界に登場する女おんな騎き士しの定番スタイル、目の前の女の子はそれを見事に体現していた。

　残念ながら元ネタはわからない。わからないけど、今すぐネットにアクセスして元ネタについて調べたい、という衝しよう動どうに駆かられるくらい目の前の女の子のコスプレは魅み力りよく的てきだった。

「あの？　お怪け我がはありませんか？」

　女の子は大きな瞳ひとみをパチパチと開閉させながらわずかに姿勢を低くした。十字をあしらったクロスペンダントが彼女の胸むな元もとで光っている。

「えっと……大丈夫です」

　おれは目をそむけながらボリボリと頭を搔かいた。

「あ、申し遅れました。私、シャノン・マールブルクと申します。職しよく業ぎようは騎き士しです」

　女の子が流りゆう暢ちような日本語で自じ己こ紹しよう介かいをし、再び頭を下げた。

「お、おれは……風かざ間ま裕ゆう貴きと言います」

　反射的に名乗り返してしまったのは、女の子──シャノンさん──がいかにもおれの返答を待っているように見えたからだ。しかし、おれは自分の名前を彼女に伝えた直後、「やべ」と思った。というのも──

　今、この子、「職業は騎士です」って言ったよな？　ってことは、シャノン・マールブルクっていう名前はこの子の本名じゃなくてキャラクターの名前なんじゃないのかな？　そうでなければ、「職業は騎士です」なんて真ま顔がおで言わないだろうし……。

　つまり、キャラクターになりきっているのではないだろうか？　と思ったのだ。

　──シャノン・マールブルク。

　おれは脳内にあるＲＰＧフォルダにアクセスし、シャノンという名前で検けん索さくをかけてみたが、該がい当とうするキャラクターは検けん出しゆつされなかった。国内で発売されたＲＰＧは新旧問わずたいていチェックしてるつもりだけど、まあこの世の全すべてのＲＰＧに精せい通つうしてるわけではないからな。いや、他にも漫画とか、アニメとか、ラノベとか可能性は無限にあるけど。

　それはそれとして──

　こういう、キャラクターになりきっちゃう系の人ってちょっと苦手なんだよな。

　どう接すればいいのかわかんないし……。

「風間裕貴さん。裕貴さんですね」

「え？　あ、はぁ……」

　おれが曖あい昧まいに頷うなずくと、シャノンさんがおれの目の前で直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢を数秒間保ち、




「裕貴さんは諸しよ悪あくの根こん源げんが根ね城じろとしている場所をご存ぞん知じですか？」




　と突とつ拍ぴよう子しもないことを口走った。

「…………はい？」

「敵の居い場ば所しよです。敵の」とシャノンさんが凜りんとした声を響ひびかせ、「この世界のどこかに全ての魔ま物ものを統すべる邪じや悪あくな存在が、今もどこかで人々を苦しめているはずなのです」

「…………そ、そうなんですか」

　む、無理だ！　こういう会話マジで無理！　背中が痒かゆくなってくる！

　早いところ退たい散さんしたほうがよさそうだぞ……。

「なかなか有益な情報が手に入らなくて困っているのですよ。……裕貴さん？　何か知っていることがあれば教えて頂きたいのですが？」

「そ、そうだねぇ……」

　おれはまっすぐこちらを見つめてくるシャノンさんから微び妙みように視線を外はずし、「た、助けて。誰だれか助けてー」と心の中でＳＯＳを発した。ス、スタッフ、スタッフの人はどこー。見た目可愛いけどちょっぴり危険な香りが漂ただよう人に絡からまれてるんですー。助けてー。

　──と！

　タイミングがいいのか、悪いのか、ここでちょっとした騒そう動どうが起きた。

「おい？　なんなんだ、その態度は！」

　耳みみ障ざわりなしゃがれ声。

　声を張り上げたのは魔ま法ほう使つかい風の衣装を身につけた線の細い男性だった。

「いちいち好戦的な男ね。さてはあんたバカでしょう？」

「な、なんだと!?」

　再び声を荒あらげる魔法使いの男性。対するは木製の杖つえを手に握った黒くろ髪かみの少女。

　どちらのコスプレ衣装にも見み覚おぼえがある。たしか二人とも『ドラゴンハンティング３』に登場するキャラクターで、最初の酒場で仲間になる「名な無なし」の魔法使いだったと思う。二つ目の街まちにたどり着くと強制的にパーティーから離り脱だつする序じよ盤ばんのお助けキャラだ。

「バカとはなんだ！　バカとは！」

「バカにバカって言って何が悪いわけ？　このバカ男！」

　いざこざの原因はよくわからないが、男性も少女も極きよく端たんに口が悪くて、「なんて不ふ毛もうな口論なんだ」とか「子供かよ」などといった声が周囲から聞こえてきた。

「はた迷惑な人たちだなぁ……」

　おれが眉まゆをひそめながら不満を漏もらすと、「本当ですよ」とシャノンさんがおれに同調し、頰ほおを膨ふくらませた。

　イベント会場で起きたトラブル。男女のいざこざ。……ここまでは「よくある光景」とまでは言えなくとも、現実的に「ありえる光景」だった。しかし──

「くそっ……」

　口くち喧げん嘩かでは少女に勝てないと思ったのか、男性が黒マントをひるがえしながら少女と距きよ離りを取った。そして小声で何やらつぶやいたかと思えば、ボッ！　とロウソクに火を灯ともしたみたいに男性の右手人差し指にオレンジ色の小さな炎ほのおが──

　って、なんだよあれ？　あの人、マッチもライターも持ってないよね……？

「──ちょ、あんた何やってんのよ!?」

　少女が目を丸くして後方にステップする。一方、男性は少女の制止の声を無視し、炎を宿した人差し指を時計回りにぐるりと一回転させた。

　すると──

　小さな炎が徐じよ々じよに大きくなっていき、最終的にソフトボール大ほどの火か球きゆうになった。

　その光景を見て、へあ？　とおれが口を半開きにさせて固まっていると、

「ほら……よ！」

　男性がキャッチボールでもするかのようなノリでその火か球きゆうを少女に向かって放り投げた。

　それはまるでアニメのバトルシーンを切り取ったかのような光景で──

「ふん、こんなもの……っ！」

　錯さく乱らんするおれとは対照的に少女は冷静だった。

「──っ──っ──っ──っ！」

　黒くろ髪かみの少女はごにょごにょと何やらつぶやき、おれがまばたきをするよりも短い時間で、男性が放った火球と同じくらいの大きさの水すい球きゆうを杖つえの先から生み出した。

「──はっ！」

　そして少女が杖を振ると、その無む色しよく透とう明めいな水球が高速で移動し、迫りつつあった火球と空中で正しょう面めん衝しよう突とつ。ドーン、という衝突音のあと、しゅううううううう、と派は手でな水すい蒸じよう気きが舞まい上がり、建物内の湿度が一時的に上昇した。

「ちっ……」と舌打ちする男性。

「ふん」とバカにしたように男性を見る少女。

　一方のおれは──

　え、ええぇ？　い、今の魔ま法ほうみたいなの……何？　本物？　本物の魔法……？

　困惑＆腰が抜けてその場に尻しり餅もちというなんとも情けないリアクション。

　だが常じよう人じんならこんなものだろう。…………だと思うのだが──

　おれ以外の周囲の反応はいろんな意味でツッコミどころ満まん載さいだった。

「ったく、喧けん嘩かなら外でやれよなー」

「おい、こら！　建物の中で魔法なんか使うなよ！」

「しょぼい魔法……」

「さすがにマナー違反だろ。常じよう識しき知らずなヤツらだなぁ」

　いやいやいや！　おかしいだろ、そのリアクションは！　ってか、なんでみんな平然としてんの？　ま、魔法だよ!?　魔法ですよ!?　火の魔法と水の魔法が正面衝突してドーンでしゅうううううううですよ!?　っていうか、この世に魔法なんてものが存在するわけが…………いや、実際にこの目で見ちゃったわけだけども…………つーか、驚いてるのがおれだけなのはなぜゆえ？

　おれが内心で首を傾かしげまくっていると──

「……びっくりしました」

　とシャノンさんがおれの期待するリアクションを見せた。

　だ、だよね！　びっくりだよね！　何しろ魔法だもん、そりゃびっくりするよ！

　うんうん、と頷うなずきつつ、シャノンさんの続く言葉を待っていると、

「まったく……火事にでもなったらどうするつもりなのでしょうか」

「って、おい！」

　おれは盛大にずっこけた。コントのお約束っぽく。

　……というか──

　魔ま法ほうが日にち常じよう茶さ飯はん事じな場所って……ここ一体どこだよ？

　おれはデパートで迷子になった小学生みたいにキョロキョロと視線を彷徨さまよわせた。

　よく見ると……みんな武器を携帯してるんだな。剣に刀に斧おのにハンマーに槍やりに銃じゆう。バズーカみたいな物ぶつ騒そうなものまであるし。そういやシャノンさんも腰に剣を差してたっけ……。

　──ガキーン！

「い!?　こ、今度はなんだ!?」

　突然、響ひびき渡った金属音に思考が阻そ害がいされる。

　──ガキーン！

　再び金属音。

　こっちか!?　と後方を振り返ると、長ちよう髪はつの男と短たん髪ぱつの男がどう見ても本物にしか見えない日本刀と西洋風のサーベルを鞘さやから抜き、互いに殺さつ気きを放ちながら睨にらみ合っていた。

「おいおい。落ち着けよ、お前ら」

「喧けん嘩かは止めようぜー」

　すぐに戦士風の男たちが仲ちゆう裁さいに入る。武器を手に向かい合う二人の男はどちらも不満そうに顔をしかめたが、やがて互いに武器を鞘に収めた。

「うーん。どうやらみなさん、気が立っているみたいですね」

「……え？」

　騒ぎが収まると、ふいにシャノンさんが意い味み深しんなことを言った。

　気が立ってる？　どういう意味だろう？

　おれは膨ふくれ上がる疑問に対する解答を期待してシャノンさんに視線を投じた。

　だが彼女はおれの視線には気づかず、

「うん？」

　と別の何かに気を向けた。彼女は右手でひさしを作り、軽く背せ伸のびをしながら礼れい拝はい堂どうの奥に視線を投じた。なんだろう？　とつられてシャノンさんの視線の先を見やる。

「人だかりができているようですね」

「こ、今度はなんだろう……」

「うーん」と言いながらシャノンさんは背伸びを止め、「ちょっと様子を見てきます」とおれに目め配くばせをしたのち、人だかりに向かって駆かけ出した。

「あ……待っ」

　慌あわてて呼び止めようとしたが、彼女はすぐに人ごみの中に紛まぎれてしまった。

　訊ききたいことが山ほどあったのに、とおれは心中でひとりごちる。

「参ったな……」

　おれは天井に向かって伸びている立派な柱に背中を預け、はぁ、と吐と息いきを漏もらした。周囲には相変わらず現代人とは思えない奇抜な格好をした人々が群れをなしている。先ほどまで剣を交まじえていた長ちよう髪はつの男と短たん髪ぱつの男の姿はいつの間にか見えなくなっていた。

　これからどうすればいいんだろう、と不安な気持ちで聖せい堂どう内を見回していると、

「裕ゆう貴きさん！」

　とシャノンさんがマントをなびかせながら戻ってきた。

「ただいま戻りました」

　シャノンさんはおれの目の前で立ち止まると、「これをどうぞ」と言って筒つつ状じように丸まっている繊せん維い質しつの紙──ファンタジー物の世界でよく見る羊よう皮ひ紙しみたいなもの──を差し出してきた。見た目、卒業証書を丸めたような感じだ。

「これは……地図？」

「はい」とシャノンさんは頷うなずき、「人だかりを搔かき分けてその中心に潜もぐり込んだのですが……えっと、この礼れい拝はい施し設せつの前方に天使像が見えますよね？　あの付近です」

「そこにこの地図が落ちてたの？」

「いえ、宝たから箱ばこの中に入っていたのですよ。それも一枚や二枚ではありません。この建物の中にいる全すべての人々に一枚ずつ配っても問題ないくらいの数でした」

　宝箱。中には地図。全ての人に一枚ずつ配っても差さし支つかえない──

「そんなあからさまな……」とおれは怪け訝げんに思いながら羊皮紙に目を落とす。「……こ、この地図はなんというか……現実ではお目にかかれないタイプの地図だな……」

　地図は東西南北を示すコンパス以外は全て絵で描かれていて、文字や地図記号などは使用されていなかった。やけに整った地形だなぁ、と思いながら眺めたその地図は、十字を描くように、中央に教会みたいな建物が、北に山道が、西に遺い跡せきが、南に森と集落が、そして東には川のようなものが描かれていて、さらに中央の建物と南の集落以外の四ヶ所のスポットにはファンタジーではお馴な染じみのモンスター、ゴブリンのイラストが小さく描かれていた。シャノンさんは、人だかりの中で居い合あわせた人たちが「この中央の建物はおそらく現在地を示しているのだろう」と話していたことをおれに告げ、さらに彼女は地図に描かれている四体の同形のゴブリンのイラストを指差し、「これはきっとモンスターのマークでしょう。この四つのスポットを探たん索さくするときは注意が必要ですね」と真ま顔がおで言った。

　は、はは……ここまで本格的だと笑えてくるな……。

　現実から逸いつ脱だつしつつあるこの現状。笑うなというほうが無理だ。

　火か球きゆうと水すい球きゆう。刀とサーベル。宝箱と地図。そして今度は現在地とモンスター。

　何もかもが現実から乖かい離りしている。まるで夢でも見ているかのようだ。

「今後の方針として、まず情報収集のために南の森を抜けた先にある集落を目指すと。多くの方がそう仰おつしやっておられました。裕ゆう貴きさんはどうしますか？」

「えっと……」

　おれは内心で、「これはごっこ遊びなの？　それとも本当に──」という根本的な疑問を投げかけてみようか？　という誘ゆう惑わくに駆かられたが、本能が「現実を直視するべきではない」とおれを引き止めた結果──

「ち、地図を見てるときも思ったんだけど……その、情報収集が必要ってことは、シャノンさんは……いや、他の人たちもそうなんだろうけど、この建物周辺の地理に疎うといってことでいいんだよね？」

　核心に迫る問いかけから若じやつ干かん遠ざかるような疑問を口にした。

「はい。裕貴さんの仰るとおりです」

　返ってきたのは規則正しい流りゆう麗れいな頷うなずき。

　おれはその流れるような動作を見届けたあと、

「じゃ、じゃあ……シャノンさんたちは──一体どうやってこの建物まで？」

　思わず踏ふみ込んでしまった。ここまでの一連の流れがごっこ遊びなのかどうか、シャノンさんの答え如何いかんによっては「知りたくない現実」を知ってしまう可能性がある。

「あ……すみません。勝手に話を進めてしまって。そうですよね。全すべての方が現状を把は握あくしておられるわけではありませんものね。……私、てっきり裕貴さんは、ここに集まった人々の共通点についてはすでにご存ぞん知じのことと思っていました」

　シャノンさんがぺこりと頭を下げた。

「共通点？」

　みんな電車でやってきたとか、コスプレ歴が長いとか──そういうの？

　……だったらいいんだけど──

「まず私のことからお話ししましょうか。私は所属している騎き士し団だん、聖フォーリア騎士団という名前なのですが、その聖フォーリア騎士団の騎士団長に今朝けさほど『至急向かって欲しい場所がある』との指令を受けたのです──」

　おれの希望とは裏うら腹はらに、シャノンさんが語り出した身みの上うえ話ばなしは突とつ飛ぴで奇異でユニークでとっても非現実的だった。まるでファンタジーＲＰＧのプロローグのような──

「──目的はモンスターの討とう伐ばつ、治ち安あん維い持じなどで、当分の間、現地に駐ちゆう在ざいしてもらうことになるだろう、とのことで、迎えが来るまで現地の人々と協力して任務の遂すい行こうに励はげめ、と騎士団長に叱しつ咤た激げき励れいを受けました。なんでも王様直じき々じきの依頼らしく、普通、私のような下したっ端ぱ騎士は現地まで徒歩で移動するのですが、今回は特別任務ということで、騎士団本部の地下にある『ゲート』──世界各地に繫つながっている魔ま法ほうの扉とびらのことなのですが、これを使ってここまで飛んできたのですよ」

「……飛んできた」

「はい」とシャノンさんは小さく頷うなずき、「それで、騎き士し団だん長ちように『情報は現地で集めるように』と言われていたものですから、最初の仕事はそれだと思って、この大だい聖せい堂どうにいる冒ぼう険けん者しやの方々に片かたっ端ぱしから声をかけたのですよ。残念ながら有益な情報は手に入らなかったのですが、いろんな方々と話しているうちに、ここに集まっている冒険者のみなさんが、大なり小なり使命感を持っていることが──私と似た境きよう遇ぐうの人が多いことがわかってきたのです」

「似た境遇……？」

「ええ。『凶きよう悪あくなモンスターを退たい治じするため』とか『世界平和の実現のため』とかいったようなことですね。……どうしてこんなにたくさんの人が同時にこの場所に集まったのか、それはよくわかりませんが、『モンスターの討とう伐ばつ』や『世界平和の実現』を第一に考えている人が多いようですし、見たところ邪じや悪あくな気け配はいを身にまとっている人はいません。ですから、私たちは同じ目標を掲げた『同志』と言えるのではないでしょうか？　まあ、先ほど幾いく人にんかの人たちが武器や魔ま法ほうをぶつけ合っていましたが、これだけたくさんの人が集まっているのですから、多少のトラブルは仕方ないと思います。ともかく、今の私たちに必要なもの……それは情報に他なりません」

　モンスターの討伐──

　世界平和の実現──

　シャノンさんの何なに気げない言葉がおれに重くのしかかる。

　薄うす々うすそうなんじゃないかとは思ってたけど……。

　やっぱりここは現実とは異なるファンタジーな世界──なのか？

「裕ゆう貴きさん？　どうかしたのですか？」

「あ、いや……」おれはなんとか平静を保とうと顎あごに手をやり、「えっとさ、シャノンさんは、その、西せい暦れきっていう言葉に聞きき覚おぼえある？」

「セイレキ……？　いえ、聞いたことのない言葉ですが……」

「じゃあ、地球とか日本とかアメリカとか」

「う、うう……一つも……全然わからないです。すみません、無知で……」

「いやいやいや、いいんだよ。謝あやまらなくても。今のは、えっと、おれの地元で有名な食べ物の名前なんだ。けっこう有名だと思ってたんだけど、シャノンさんの住んでる地域には伝わってないみたいだね……あはは……」

　おれは落ち込むシャノンさんを慌あわててフォローしたが、内心では「頭を抱えたいのはこっちのほうだよ」と酷ひどく気落ちしていた。しっかりしろ。元気を出せ、と自分を励はげますも、おれの頭は次々に押し寄せる不安の波に完全に飲み込まれてしまっていた。

「…………はぁ……」

　自然とため息が出た。言葉が出てこない。現実を直視したくない、というのが今のおれの正直な気持ちだった。しかし、そんなおれの不安定な心を打うち砕くだくかのような言葉が──活気に満ちた人々の声が否いや応おうなしに耳に入ってきた。

「誰だれかおれとパーティー組んでくれない？」とか「回かい復ふく魔ま法ほう使える人、いませんかー」とか「前ぜん衛えい役やくなら私に任せてください」とか、まるでＭＭＯＲＰＧの「臨りん時じ公平パーティー広場」のような賑にぎわいで、誰もが一いつ端ぱしの冒ぼう険けん者しやとしてこの場に存在しているようだった。

　ホント……なんだってこんなことに──

　おれは再び重苦しいため息を吐き出し、両手で頭を抱え込んだ。







　多くの人々が建物から出ていく中、行動の指し針しんはおろか現状さえ把は握あくしていないおれは、ここがどういう世界なのか、どういう場所なのか、頭を抱えたまま想像を巡めぐらせた。オタク的な思考回路を有するおれが真っ先に思い浮かべたのは「ゲーム世界説」だったが、シャノンさんたちを含めた冒険者っぽい格好をした人々が映画か何かのエキストラで、撮さつ影えいのためにここに集まった、という現実的な可能性をおれはどうしても捨てきれずにいた。

　早く家に帰ってクーラーをガンガンに利きかせてゲームで遊びたい──

　なんの変へん哲てつもない平和な日常を過ごしたい──

　いや、ホント……戻れるものなら、今すぐにでも自分の世界に帰りたいよ。

「裕ゆう貴きさん？」

　そんなおれの不安定な心を安定に導みちびいてくれたのはシャノンさんだった。

「どこか身体からだの調子でも悪いのですか？」

　シャノンさんはおれの正面に移動すると、ゆっくりと膝ひざを曲げて前まえ屈かがみの姿勢を取り、垂たれた前まえ髪がみを手で流しつつ、おれの顔を斜ななめ下から覗のぞき込んできた。

　こ、このボリュームのある胸、張りのある胸……迫力ありすぎだろ。

　おれ、こんな間近で女子の胸とか直視したことないぞ。

　窓から差さし込こむ太陽の光がシャノンさんの胸むな元もとで揺ゆれる十字があしらわれたクロスペンダントをキラキラと光らせている。よく見ると銀色に輝くサビ一つ浮いていないそのペンダントには尻尾しつぽの長い龍りゆうの装そう飾しよくが施ほどこされていた。かなり細かい装飾だ。

「裕貴さん？　本当に大丈夫ですか？　顔が赤いようですが……？」

「え、あ、いやいやいや、全然平気だよ。どこも悪くないよ。た……ただ──」

「ただ？」

「その……これから何をどうすればいいのか……それがよくわからなくて」

　おれは思っていることを正直に口にした。

「よくわからない。えっと、裕貴さん……ご職しよく業ぎようをお訊ききしてもいいですか？」

「おれは……その……一般人？」

「あ、一般の方なのですか」

　正確に言うと高校生なんだけど、たぶん通じないんじゃないかな……。

「ふむふむ。それでは裕ゆう貴きさんは戦いの心こころ得えなどは──」

「うん……ないよ」おれは頷うなずいたあと、自分が一般人であることをアピールするため、「おれは魔ま法ほうなんて使えないし、剣けん術じゆつだって、武ぶ術じゆつだって、魔ま術じゆつだって、ＳＦっぽいビームだって出せない。戦せん闘とうを有利に進めるための特技は何も持ってないよ」

「では戦闘以外では？」

　シャノンさんは「ＳＦっぽいビーム」には触れず、別の角度から問いを投げかけてきた。

「戦闘以外と言われても……おれ、勉強も運動も苦手だし……」

　おれは、うーんうーん、と散さん々ざん悩んだ末に、

「強しいて言えばゲームかな……」

　と小声でつぶやいた。

「ゲーム？　ゲームというのは子供が好む遊ゆう戯ぎ的な戯たわむれのことですか？」

「あー……いや、そういうんじゃないんだけど……」

「ではお互いのコマを取り合う盤ばん上じようゲームのようなもの？」

「えっと……ま、まあ、それが一番近いかな……」

　おれは「不正解」とは言わず曖あい昧まいな表現でお茶を濁にごした。現代人であればゲームと聞いて真っ先に思い浮かべるのはアナログなゲームではなく、ケータイとか専用のゲーム機で遊べるデジタルベースのゲームだと思うんだけど、今のシャノンさんのリアクションを見る限り、彼女の辞書にはそういった現代的な概がい念ねんは登とう録ろくされていないようだ。

　冗談で言ってるようには……見えないなぁ。

　おれは再び、うーん、と頭を抱え込んだ。

　するとシャノンさんがおれの肩をポンポンと優やさしく叩たたき、

「裕貴さん、ともかく南の森を抜けた先にあるという集落を目指しましょう。これ以上、ここにいても有益な情報は得られそうにありませんし」

「……集落、か」

　おれが今やるべきこと──

　それはやはり、「現状の把は握あく」に他ならないだろう。その結果、知りたくないことを知ってしまう可能性はなきにしもあらずだけど……でも、ここでこうしていても何も始まらない。

「裕貴さん？　どうしますか？　私は剣の心得がありますから裕貴さんを南の集落までご案内することができると思いますよ？」

「あ、じゃあ……お願いしてもいいかな？」

「どうぞご遠えん慮りよなく。私は騎き士しです。裕貴さんのような一般の方々の穏おだやかな暮らしを守るのが私に課せられた責せき務む。存分にご活用ください」

「……お、お願いします」

　おれが頭を下げると、シャノンさんはニコっと微笑ほほえんだ。

　その微笑みがおれに安定をもたらしたのは言うまでもない。

　最初に知り合ったのがシャノンさんで本当によかった──

　おれは心の底からそう思った。

「裕ゆう貴きさん。改めまして、よろしくお願いします」

　シャノンさんが白い手て袋ぶくろに包まれた右手を差し出してきた。

　おれ、同年代の女の子と握あく手しゆするのなんて初めてかも……。

　そわそわしながら手を差し出そうとすると、シャノンさんが急に手を引っ込め、

「私としたことが、手袋をつけたままでした」

　所属している騎き士し団だんに『握手をするときは手袋を外はずして』という決まりごとでもあるのか、シャノンさんはそそくさと手袋を外し、

「裕貴さん、すみません」

　と申し訳なさそうな顔で再び右手を差し出してきた。

「シャ、シャノンさん……その手──っ」

「え？　ひゃっ!?　なんですか、裕貴さん!?」

　おれは無意識のうちにシャノンさんのそのしなやかな右手をつかんでいた。

[image: ]

　彼女の右手の甲こうで淡あわく光っている赤い刺青いれずみ──アルファベットの『Ｖ（ブイ）』にも見えるしローマ数字の『Ⅴ（５）』にも見える──に現実との繫つながりを感じたのだ。地球人にはない常識を持ったシャノンさんの右手に地球上の言語が刻きざまれているのはちょっと妙な気がする。

　なんなんだろう、これ──

　って、ちょっと待て！　おれの右手の甲にもなんかあるじゃねーか！

　しかも、これ──

　刻まれてる言語がシャノンさんと違うし、数もおれのほうが多い。

　おいおい、刺青なんて入れた覚おぼえないぞ？　つーか、光る刺青ってなんだよ……。

　おれの右手にはアルファベットのＸ（エックス）、もしくはローマ数字のⅩ（10）と思われる記号がなんと五つも刻まれていた。上に三個、下に二個セットで共に横に並んでいる。

「ゆ、裕ゆう貴きさん？　突然どうしたのですか……？」

「──へ？　……あ、ごめん！」

　思いのほか強く握にぎりしめていたらしい。シャノンさんの頰ほおが赤く染まっていた。怒っているわけではなく、びっくりしているというか、若じやつ干かんはにかんでいるような表情だった。

　おれは慌あわててシャノンさんの手を離し、

「そ、その、シャノンさんの右手のこの赤い刺青が……光ってたから……」

「はい？　刺青？　光っている？　一体なんのことです？」

「や、だから……右手の甲が」

「光ってますか？　私の右手の甲……？」

「う、うん」

「私には光っているようには見えませんが……」

「え？　光ってない？　本当に？」

「……は、はい……」

　再度確認してみたがやはり答えはノー。シャノンさんは自分のも、おれの右手に刻まれている刺青も、どちらも見えていないようだった。何かの冗談かと思ったが、申し訳なさそうな顔で俯うつむくシャノンさんが、おれをからかっているとはとうてい思えなかった。

「どういうことだろう……」

　おれは試ためしに近くで雑談をしている冒ぼう険けん者しやの一団──筋肉質な強面こわもての戦士とかは避さけて、魔ま法ほう使つかいタイプの優やさしそうなお姉さんたちを選んだ──に同様の質問を投げかけてみたが、やはり答えはシャノンさんと同じ。光ってませんけど？　なんの話ですか？　頭、大丈夫？　と変人扱いされてしまった。

「……一体どうなってるんだ……」

　冒険者の一団を離れ、シャノンさんの下もとに引き返すおれ。

「おれ以外には見えてないみたいだけど……一体なんの意味があるんだ、この刺青……」

　うーん、と唸うなりながら右手を引っくり返す。手のひらには何も刻きざまれていない。もちろん反対の手も一緒。左の手のひらも綺き麗れいなものだし、当然、左手の甲こうだって何も──

「──って、左手にも刺青いれずみあるじゃねーか!?」

　おれはへっぴり腰同然のマヌケな姿勢で左手の甲に視線を落とした。

　左手には右手同様に五つの刺青が刻まれていた。五つのうち四つは右手と同じＸ（エックスもしくは10）。残りの一つはＸ（エックスもしくは10）の横にＩ（アイもしくは１）を並べたような記号だった。

　……こ、これアルファベットじゃない！　ローマ数字だ！

　おれがそう判断したのは自分の左手に刻まれているⅨの刺青がローマ数字のⅨ（９）にしか見えなかったからだ。もしこれがアルファベットなのだとしたら「Ｉ」と「Ｘ」がもっと離れていなければおかしい。そして、おれとシャノンさんの手で淡あわく光っている刺青がローマ数字を示しているのだとすると──

　シャノンさんは右手のみで「５」。

　おれは右手が「50」で左手が「49」。

　両手のローマ数字を足すと「99」になる。

「……99。……きゅ、99って──」

　99という数字を聞いておれが真っ先に連想したのはＲＰＧのレベルの上限だった。

「レベル……。いや、まさかな……」

　口から自じ嘲ちようめいた笑いがこぼれ落ちる。

　──なんて都つ合ごうのいい。

「裕ゆう貴きさん？　大丈夫ですかー？」

　ブツブツつぶやいているとシャノンさんが小こ走ばしりで駆かけ寄ってきた。

　……とりあえずこの件は保留にしておこう。

　シャノンさんにまで変人扱いされてはかなわないからな……。







　外に出ると、舗ほ装そうされていない細長い小道がまっすぐ伸びており、その先に鬱うつ蒼そうとした森が広がっていた。地図の真ん中に描かれている建物が現在地を示しているのだとすれば、この大だい聖せい堂どうの出入り口は南側を向いていることになる。

「……って、なんだ……あの月？」

　出てきた建物、遠くに見える森、そして最後に青い空を見上げると、巨大な二つの月が視界に飛び込んできた。昼間なのでどちらも光は反射しておらず、白しらんでいるが、地球上から見える月とは明らかに大きさが異なった。大きいのだ。二倍にも三倍にも見える。そもそも、地球の周まわりを公転している衛えい星せいは──月は一つしかないはずなのだが。

「裕ゆう貴きさん。それでは南の森に向かいましょう」

「あ、うん……」

　おれはシャノンさんの後ろにぴったりくっつく形で小道を歩き出した。

　数百メートルほど歩くと森の入り口が見えてきた。休きゆう憩けいするほど歩いたわけではないので、そのまま森の中に足を踏ふみ入れた。都会育ちなので森の中を歩いた経験なんて数えるほどしかない。たぶん中二のときの林間学校以来だと思う。

　さらに歩くと──育ちに育った背の高い木々が空を覆おおい隠かくす薄うす暗ぐらい一帯に差しかかった。道は平へい坦たんで、それなりに幅はばがあるものの、出っ張りや窪くぼみなどがあるため、歩きやすい道とはとうてい言えない。

　にしても……今にも何か出てきそうな雰ふん囲い気きだよな。こう薄暗いと。

　ビビりのおれが、シャノンさんに寄り添うようにして歩いていると──

　森の奥のほうから女性の悲ひ鳴めいが聞こえてきた。続いて、何かが爆ばく発はつする音、怒ど号ごう、絶ぜつ叫きよう。

　さらに「グルルルル──っ！」という動物の咆ほう哮こうがおれの身をすくませた。

「モンスターの咆哮です……」

「……え、え？　今の動物の咆哮じゃなくて……モンスターの？」

「おそらくは。先に森に向かった冒ぼう険けん者しやのみなさんが戦っているのだと思います」

「モンスター……と戦ってる？」

　そ、そういえば、地図上の四つのスポット──北の山道、西の遺い跡せき、南の森、東の川──の側そばにモンスターらしき絵が描かれていたよな。ゴブリンみたいなのが。シャノンさんが言うにはモンスターのマークだって話だったけど、まさか本当に出てくるとは……。

「ふーむ。ちょっと……普通の戦せん闘とうとは何かが違うような気がします」

「え？　違うって？」

「あ、えっと。違うと言いますか……何か、何か嫌いやな予感がするのです」

　シャノンさんはそう言って森の奥に視線を伸ばした。

　と、その直後──

「強すぎるだろ、あの敵！」

「あれでは回かい復ふく魔ま法ほうが追いつかないわ」

「ありゃ、何人死ぬかわかんないぞ……」

　突とつ如じよ、複数の声が近づいてきた。なんだろう？　と思って声のもとに目を向けると、森の奥から慌あわてたように引き返してくる冒険者の一団が目に入った。誰だれもが駆かけ足で、誰もが泡あわを食ったような顔をしている。大半の人は無む傷きずだったが、中には衣服が破やぶけていたり、傷を負っている人なども見受けられた。

　逃とう走そうを図はかっているのはその一団だけではなかった。すぐに第二グループ、第三グループ、第四グループが姿を現した。そして退たい却きやくしてきた人々の多くが、「ヤバイ。この森はヤバイ」と切せつ羽ぱ詰つまったような顔をしていた。

「おい、お前らも早いところ引き上げな。あれは並なみ大たい抵ていのモンスターじゃねぇ。逃げたほうが身のためだぜ」

　多くの人々がおれとシャノンさんの側そばを素す通どおりしていく中、髭ひげ面づらのガンマンみたいな風ふう貌ぼうの人が親切にも助言を与えてくれた。

「すみません。できたらモンスターの特徴などを教えて頂きたいのですが？」

「吞のん気きなお嬢じようさんだな。んなこと悠ゆう長ちように話してる場合じゃねーぞ？」

「ですが──」

「とにかく逃げろ。話はそれからだ。……いいな？」

　髭面の男性はそう言い残し、早足に去っていった。

「冒ぼう険けん者しやのみなさんの多くが恐れをなすモンスター……これはそうとうですよ」

「な、なんか危ない香りが……」

　これはマジでヤバそうだぞ、と本能的に危き機き感かんを抱いたおれは、数十人、いや、数百人の冒険者が目の前を通り過ぎる中、

「シャ、シャノンさん？　おれたちも大だい聖せい堂どうに引き返したほうがいいんじゃない？」

　と森の奥を凝ぎよう視ししているシャノンさんの横顔に声をかけた。

「そうですね。そうしたほうがよさそう──」




　──きゃあああああああ！




　刹せつ那な、女性の悲ひ鳴めいが響ひびき渡り、シャノンさんが再び森の奥に視線を伸ばした。

「むむっ!?　誰だれかが──誰かが助けを呼んでいます！」

「え？　え？」

「おそらく逃げ遅れた人がいるのでしょう！　こ、こうしてはいられません……！」

「シャノンさん……？」

「裕ゆう貴きさんは今すぐ大聖堂に引き返してください！　他の冒険者のみなさんに混じって行動すれば私といるよりもずっと安全に森から脱出できるはずですから！」

「ま、まさか助けにいくつもりなの!?　あ、危ないよ！　逃げたほうがいいって！」

「ですが私は騎き士しです。助けを求めている人がいるのに逃げ出すわけにはいきません。騎士道精神に反します」

「で、でも……」

「裕貴さん、大丈夫ですよ。私もバカではありません。逃げ遅れた人たちを救出したらすぐに私も大聖堂に踵きびすを返します」

　シャノンさんはそう言うと「では」とおれに目め配くばせし、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく駆かけ出した。

「あ、シャノンさん……待って──」

　慌あわてて声を発したが、走り去るその背中におれの声が届くことはなく──

　彼女は青いマントをなびかせながら森の奥に姿を消した。

　ほ、本当に大丈夫なのかな……？

　屈くつ強きような冒ぼう険けん者しやたちが目を白黒させながら逃げ惑ってるってのに……。

　でも──

　戦いの心こころ得えがないおれにはどうすることもできない。

　逃げるしかない……か。

　おれはその場で回れ右をし、進行方向に視線を伸ばした。

「…………って、みんな足、速っ！」

　もたもたしていたつもりはないのだが、もはやその場に留とどまっているのはおれ一人だけになっていた。視線の先、森の出口付近にちらほらと人影が見える。

「や、やべ。早くみんなのあとを追わないと──」

　おれはドクンドクンと高たか鳴なる心しん臓ぞうの鼓こ動どうを落ち着かせようと深呼吸を繰くり返し、多くの冒険者がそうしているように大だい聖せい堂どうに引き返そうと地面を蹴けった。

　が、おれが足を一歩前に踏ふみ出した直後、

　──ガサガサっ！

　と進行方向の道脇の茂しげみが揺ゆれ動き、今にも何かが飛び出してきそうな雰ふん囲い気きに……。

「な、なんだ……何がいるってんだ？　ま、まさか茂みの中にモンスターが!?」

　おれが立ち止まると、一いつ旦たんは静せい寂じやくが戻ったのだが……。

　──ガサガサっ！

　二度目。茂みが大きく揺れ動いた瞬しゆん間かん、

「グルルルル──っ」

　茂みの中から額ひたいに角つのが生はえた虎とらみたいな動物が飛び出してきた。

「ひ、ひぃ……っ」

　おれはただただ恐きよう怖ふした。目の前の生き物が動物なのかモンスターなのか、そんなことを考える余裕なんてなかった。今にも飛びかかってきそうな獰どう猛もうそうな生き物が目の前にいる。その事実がおれから理性や知性というものを奪うばい取っていた。

「グルルルルルルルルルゥゥゥゥゥ──っ！」

　突然の咆ほう哮こう──

「う、うわああああああ!?」

　気が動転したおれは目の前の形容しがたいモンスターから遠ざかるように森の奥に向かって駆かけ出した。森の出口ではなく、色濃い木々が空を覆おおい隠かくす森のさらに奥に。おれはある程度走ってから「やべっ」と自分が自みずから危険に飛び込んでいることに気づいたが、モンスターが追ってきている以上、引き返すわけにはいかなかった。







「え？」

　異変に気づいたのは道の途中にあった出っ張りを飛び越えたときのことだった。異変というのは周囲の環かん境きようの変化とかではなく、自分の身体からだに関することで──

　な、なんだ今の。軽く飛んだつもりだったのに、なんかすげぇ飛んだような気が。

　というか……これだけ全力で走ってるのに全然疲れない？

　つーか、おれ、こんなに足速かったっけ？

　息がまったく切れないし、足も疲れないし、走りながら後方を振り返る余裕すらある。

　高速で回転する自分の足。高速で流れていく周囲の風景。常じよう軌きを逸いつしたスピード。

　これは本当に自分の身体なのだろうか──

「ゆ、裕ゆう貴きさん!?」

「え？」

　おれは間近から飛んできた甲かん高だかい声に反応し、慌あわてて自分自身にブレーキをかけた。転倒するかと思いきや、全力に近いスピードで疾しつ走そうしていたにもかかわらず、つんのめることなく上手うまく停止することができた。

「あ、シャノンさん……」

「裕貴さん!?　何をしているのですか!?」

「えっと……その……」

「大だい聖せい堂どうに引き返すように、と言ったはずですよね？」

「う、うん……おれもそうするつもりだったんだけど……その、逃げ遅れちゃって……」

　おれはシャノンさんに、みんなに置いてけぼりを食ったこと、ガサガサと揺ゆれ動く茂しげみからモンスターが飛び出してきたこと、気が動転して森の奥に駆かけ出してしまったことなどを震ふるえる声で説明した。おれが言葉を結ぶと途と端たんにシャノンさんの顔色が悪くなり、

「そ、そうだったのですか。……すみません。こちらの判断ミスです。私が先走ってしまったばかりに、裕貴さんを危険な目に……」

「い、いや……そんなシャノンさんが謝あやまらなくても……」

「いえ。私、騎き士し団だん長ちようにもよく言われるのですよ。お前は、剣の腕はたしかだが、状況判断や立ち回りに難なんがある、と。戦せん況きようが複雑化すればするほど周囲が見えなくなってしまうのは間違いなく私の欠点です。助けを求めている人がいるからといって丸まる腰ごしの裕貴さんを森の中に放置して駆け出す……。よくよく考えてみると愚ぐ行こうです」

　シャノンさんはそこまで言うと、はふぅ、とため息を吐はき出した。おれは彼女の物もの憂うげな横顔を眺めながら、真ま面じ目めな人なんだな、と思った。しばらくそうやってシャノンさんの横顔を見つめていると、「裕ゆう貴きさん」とふいにシャノンさんがおれに視線を投じ、

「えっと……この状況で私が言うのもなんですが、この先、森を脱出するまで私の側そばを離れないようにしてくださいね？　一いつ瞬しゆんでも気を抜けば、ここに倒れている人たちと同じ運命が待っているものと思ってください」

「うん？　ここに倒れている人たち……って、うわあ──っ!?」

　今さらのように気づく。足あし下もとにたくさんの人間が横たわっているという現実に。薄うす目めにして足下を確認したところ、転ころがっている人間の数は一人や二人どころではなかった。

「ね、ねえ……シャノンさん。この人たちって……まさかみんな死んでるの……？」

「はい。残念ながら」そう言いながら目を伏せるシャノンさん。

「……そ、そう……なんだ」

　薄目にしたまま地面に目を落とすと、赤い絵の具を撒まき散ちらしたかのような血の海と切断された腕や足が視界に入った。うっ、と声を漏もらし、慌あわてて両目を閉じる。

　現実の死もこんな感じなのかな……。ん……んん？　現実の死？

　ちょっと待て、とおれは思う。

　この世界がファンタジー、とりわけＲＰＧを基準にした世界だとしたら死んだ人間を生き返らせる「蘇そ生せい魔ま法ほう」や「蘇生アイテム」があるのではないだろうか？　大だい聖せい堂どうでパーティー編成をやっていた人たちの中に「回かい復ふく魔法使える人、いませんかー」とかなんとか言ってる人がいた覚おぼえがあるし、魔法で傷きずを癒いやすことができるのなら、同様に「蘇生」を行う手立てだってあるはずだ。あってもおかしくはない。

「ね、ねえ、シャノンさん」おれは「死し後ご硬こう直ちよくが始まる前にせめて目を閉じてあげなければ」と死者を労いたわっているシャノンさんの背中に、「シャノンさんは蘇生魔法が使えたりとか、蘇生アイテムを持ってたりとかしないの……？」と声をかけた。

「蘇生魔法？　蘇生アイテム？」

「う、うん」

「裕貴さん？　そんな夢みたいな魔法やアイテム、あるわけないじゃないですか。死んだ人間は生き返りません。こんなときに冗談を言わないでください。……不ふ謹きん慎しんです」

「え、でも、傷を治す魔法とかは……あるよね？」

「それはもちろん。私自身は魔法を唱となえることができませんが、治ち癒ゆ系けいの魔法を得意とする魔法使いさんは世の中にごまんといるはずです」

「そ……そうなんだ」

　傷を癒す魔法はあるけど、蘇生魔法はない──

　死んだらそこで終わり。コンティニューはない。

　死の概がい念ねんだけは現実と同じ……ってことなのか？

「裕貴さん──」

　ふいにシャノンさんがおれの腕をつかみ、「……こっちです」と言って死体を迂う回かいしつつ古木の陰に移動した。何なに事ごとか、と不思議に思っていると、シャノンさんがひそめた声で、

「この先から……獣けものの唸うなり声のようなものがかすかに……」

「えっ」

　おれは恐る恐るシャノンさんが指差した方角に視線を投じた。すると……。

　──グルルルル──

　視線の先、開けた場所を、先ほどおれが遭そう遇ぐうした虎とらとよく似たモンスターが闊かつ歩ぽしていた。もっとも、皮ひ膚ふの色や模も様ようなどこそ虎そっくりだが額ひたいに一いつ角かく獣じゆうを思わせる長い角つのが生はえているので虎そのものではない。

「……大きいですね。大型犬を二頭並べたくらいはありそうです」

「う、うん。それくらいはありそう……」

　おれは改めてその四本足で闊歩する虎型のモンスターを視界に入れた。

　体毛の色はオレンジというよりは赤せき褐かつ色しよく。全身を横断するその黒い縞しまは非常に太く、ゆえに縞の本数は少ない。と、ここまでは虎そのものだが、額に角が生えている虎など図ず鑑かんでも動物園でも見たことがない。どう見ても目の前のモンスターは空想上の──

「……うん？　額に角の生えた虎？」

　突然の閃ひらめきに、おれは天てん啓けいにうたれたかのように目を見開いた。

　知っている。おれはあのモンスターを知っている──

　あれは『ドラゴンハンティング８』に登場するサーベルホーンだ！　たしかゲーム中では中型に分類される獣けもの系けいのモンスターだったはず。序じよ盤ばんの難なん敵てきで、煮にえ湯ゆを飲まされたプレイヤーは数知れず。おれも初見のときは倒すのに苦労した覚おぼえがある。

　うん、間違いない。あの角の形はまさにサーベルホーンだ。

　古木の陰からおれにとっては馴な染じみ深いモンスターを観察していると、

　──グルルルル！

　急にサーベルホーンが咆ほう哮こうを上げた。

　しまった、存在を気け取どられたか、とシャノンさんと顔を見合せていると──

「くっ、化ばけ物ものめ……血の匂においをたどってきやがったか！」

　茂しげみの中から手て負おいの男戦士が飛び出してきた。その男戦士は左手で腹の傷きず口ぐちを押さえたまま反対の手で腰の鞘さやから剣を抜き取った。無茶だ！　とおれは心の中で叫ぶ。

　──グルルルルルル！

　次の瞬しゆん間かん、サーベルホーンが自じ慢まんの角を前に突き出し、男戦士に向かって突とつ進しんした。

　確率１／４で繰くり出す「突進攻こう撃げき」だ──

　おれは脳内データベースを参照し、サーベルホーンの攻撃パターンを心の中で読み上げた。

「く、くそっ──傷口が開いて……っ」

　手て負おいの戦士はサーベルホーンの突とつ進しん攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでかわしたが、その後、反はん撃げきに転じることなく地面に膝ひざをついてしまった。腹部から流れる大量の血が傷きずの深さを物語っていた。

「大変です……！　あの人を助けないと……！」

　シャノンさんが腰に差している銀色の鞘さやに手を伸ばす。

「シャ、シャノンさん、ヤバイって──」

　おれは今にも飛び出していきそうなシャノンさんを手で制した。

「ですが！　このままではあの方が……！」

「そ、それは……それはわかってるけど──」

　でも、シャノンさんがあのモンスターを倒せるという保証はどこにもない。

　たしかサーベルホーンは適てき正せい討とう伐ばつレベルが14だったはずだ。自じ慢まんの「突進攻撃」は命中率がかなり低く、避けやすい攻撃ではあるが、当たれば大ダメージは避けられない。このハイリスクハイリターンな攻撃は運の要素が絡からむため防ぼう衛えいの戦略を練ねりづらい。

　というのはもちろんゲームの中での話だ。

　目の前を闊かつ歩ぽしているモンスターがおれの脳内データベース通りとは限らない。

　というか……──

　おれは背後に転ころがる無数の死体を思い出し、ブルっと身を震ふるわせた。

　……ど、どう考えたってあれとやり合うのは愚ぐ策さくだ……。

　サーベルホーンがこの世界でどういうモンスターとして位置づけられているのかはわからないが、すでにあれだけの犠ぎ牲せい者しやが出ていて、多くの冒ぼう険けん者しやがこの南の森から引き返しているのだ。たとえおれの辞書の中に出てくるモンスターであろうと、そうでなかろうと、この森に出現するモンスターとの戦せん闘とうは極力避けるべきだ。




「ふん、こいつか。この森を暴あばれ回っているモンスターってのは」

「どうやらそのようじゃのー」




　突然──

　サーベルホーンを挟はさむようにして二人の男女が茂しげみの中から飛び出してきた。

「う、うわ、あの二人は……」

　おれは手で口を押さえながら感かん嘆たんのため息をついた。

　超有名ＲＰＧの登場人物──

　脳内データベースを参照するまでもなかった。

　サーベルホーンの背後を取った青年は『ドラゴンハンティングシリーズ』と双そう璧へきをなす国民的ＲＰＧ『ファイナルファントムシリーズ』の六作目、『ファイナルファントム６』の主人公、マシュー・オリバーだ。口く調ちようが刺とげ々とげしく、軟なん弱じやくな人間を嫌きらう傾向にあるが、「まったく仕方のないヤツだな」と言って結局は弱き者の味方につく。そんなふうなキャラだ。銃じゆうと剣、両方の機能──トリガーを引いて各種属ぞく性せいの魔ま法ほうの弾だん丸がんを放つガンモードと、トリガーを引きながら魔力を込めることで銃口の先に白い半はん透とう明めいの刃やいばを実体化させるブレードモード──を備えた『ホワイトフェンリル』という武器を操あやつる。ブレードモードが物理攻こう撃げき扱いで、ガンモードは魔法攻撃扱いだ。

「おい、ツンツン頭。ワシが回かい復ふく魔法で援えん護ごするからしっかり働くのじゃぞ」

「……あ？　誰だれがツンツン頭だって？」

「お主ぬし以外に誰がおる？」

　もう一人の小こ柄がらで可愛らしい佇たたずまい、可愛らしい声の少女──

　自分のことをワシと呼ぶ古風な喋しやべり方のその少女の名前はアレクサンドリーネ。通称、リーネ。職しよく業ぎようは医者。年齢は十歳。風ふう変がわりな白衣を身にまとった黒くろ髪かみの少女だ。『堕だ天てん使しのトワイライト』という中世ヨーロッパを舞ぶ台たいにした耽たん美び的なストーリーがウリのＲＰＧに登場するメインキャラクターで、医者らしく回復魔法を得意とする。今をときめく人気声せい優ゆうが声を当てていることもあり、幼女！　幼女！　と一部のファンの間で絶大な人気を誇ほこっており、リーネ関連のグッズはバカ売れだという話だ。

「よっと」

　行方ゆくえを見守っていると、マシューがガンマンみたいに素早い動作で腰のホルダーから『ホワイトフェンリル』を抜き取り、銃じゆう口こうの先に白い半はん透とう明めいのブレードを実体化させ、サーベルホーンに正面から斬きりかかった。リーネも懐ふところから取り出したメスを投げて後方から支援する。
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「ちっ！　たいして効いちゃいねぇ！」

「マシュー。もっと頑張らんかー」

「おれは常に全力だ！」

　叫びつつ、サーベルホーンの突とつ進しん攻こう撃げきを横に転ころがってかわすマシュー。

　どうしてこの二人が行動を共にしているのかはわからないが、近距離でも遠距離でも戦えるバランス型のマシューと回かい復ふく専門のリーネという組み合わせはあらゆる戦せん闘とうに対応可能という点ではバランスのいいコンビと言える。ただ『ファイナルファントム６』の登場人物と『堕だ天てん使しのトワイライト』の登場人物が『ドラゴンハンティング８』に出てくるモンスターと戦うその光景は「奇異」と言わざるを得ない。

　──まるでＲＰＧのオールスターだな。

　そんなことを考えながら、マシューとリーネの華か麗れいな立ち回りを鑑かん賞しようしていると、

「あ、刺青いれずみが……」

　二人の右手の甲こうが淡あわく光っていることに遅まきながら気づいた。

　じっと目を凝こらすと、数字が浮かんできて──

　リーネがシャノンさんと同じ、『Ⅴ』で、マシューのほうは……あれは『Ⅵ』だな。

　ⅤとⅥ。アラビア数字に直すと５と６だ。

　うん？　リーネが５で……マシューが６？

　そ、それって二人の初期レベルじゃないか！

　ってことは手の甲の刺青はその人の強さ、レベルを示している……？

　……どうなんだろう。たまたま刺青の数字が二人の初期レベルと重なっただけかもしれないし。いや、二人の手の甲に刺青があるなんて設定は聞いたことがない。そもそも、おれやシャノンさんの手にも同じ刺青があるのだから、少なくとも手の刺青はこの世界固有のものと見て間違いないはずだ。そしてこの数字がレベルを示しているのだとすれば──マシューが６、シャノンさんとリーネが５、そしておれはまさかの99……。

　いやいやいや、待て待て待て。なんでレベルカンストしてんだよ、おれ。

　何かの間違いなんじゃないのか？

　ってか、数字だけじゃ証明にはならないわけで……。

　おれは落としていた視線をわずかに上げ、再び目の前の戦いに意識を集中させた。

　そういえば……昔、レベル７でサーベルホーンに挑いどんだことがあったっけ……。

　適てき正せい討とう伐ばつレベル14のサーベルホーンに対し、マシューのレベル６、リーネのレベル５。

　……刺青の数字がまだレベルと決まったわけではないが、他のゲームに比べて初期レベルが高く設定されているマシューとリーネだからこそ、多大な犠ぎ牲せい者しやを出し、多くの冒ぼう険けん者しやが逃げ出したサーベルホーンとなんとかやり合えている、という見方もできるんじゃないのか？

　ちょっと信しん憑ぴよう性せいが増したような気がする……。

　あ、いや、でも──

　仮にマシューやサーベルホーンがオリジナルのゲームと同等のステータスを有しているとしたら、味方のＨＰの上限が９９９のＲＰＧに登場するサーベルホーンの攻こう撃げきは、ＨＰの上限が９９９９と四よん桁けたに設定されている『ファイナルファントムシリーズ』出身のマシューにはたいして効かないはずだ。レベルは強さのパラメーター。たとえ同じレベルであったとしても『ファイナルファントムシリーズ』と『ドラゴンハンティングシリーズ』では攻撃時のダメージ計算からして違うし、今言ったようにＨＰの上限だって異なる。詳しよう細さいなステータスを覗のぞけば、そこには各ゲームの仕し様ように準じた数値情報が展開されているはず。

　……なのだが。

「おい！　おれがヤツの攻撃を一発でも食らったら即回かい復ふくしろ！　連続でダメージを受けたらおれもお前も命はないと思え！」

「うむっ！　了解じゃ！」

　マシューだけが特に戦せん闘とうを有利に進めている──というようには見えない。

　レベル６のマシューとレベル５のリーネ。二人は適てき正せい討とう伐ばつレベル14の敵であるサーベルホーンとボス戦じみた激しい戦いを繰くり広げている。その戦いはまるでマシューとリーネが『ドラゴンハンティング８』の世界に身を投じ、『ドラゴンハンティング８』のステータス基準でサーベルホーンと戦っているような──おれの目にはそのように見える。……いや、でも、どうなんだろう。この世界に独自のステータス基準があって、それに沿そってパラメーターの桁が統一されているのかもしれないわけで……。

　おれが新作のＲＰＧを考察するような気持ちで思考を巡めぐらせていると、

「裕ゆう貴きさん！　私、もう我慢できません！」

　とシャノンさんが古木の陰から飛び出した。

「……え？」

「このままでは遅かれ早かれ勝負はつきます。一見、対等に戦えているように見えますが、敵はほとんどダメージを受けていません」

　そう言って鞘さやから銀色に輝く剣を引き抜くシャノンさん。

「私はお二人に加勢します！　裕貴さんは茂しげみの中に隠れていてください！」

「え、いや、ちょっと、待っ……」

　おれの制止の声など正義感の強いシャノンさんに届くはずもなく──

「聖フォーリア騎き士し団だん所属、シャノン・マールブルク！　助すけ太刀だちいたします！」

　彼女はサーベルホーンをマシューたちと挟はさみ込む形で戦闘に加わった。

「名乗るのはいいが……そこは黙だまって背後から斬きりつけとけよ！　アホか！」

「むほー。助すけ太刀だち感謝なのじゃー」

　マシューとリーネが原作の性格に準じたリアクションを見せる。

　ビジュアルといい振ふる舞まいといい本物と相違ない。

「やああああ──っ！」

　シャノンさんがサーベルホーンの背中目がけて大おお振ぶりの剣を振り下ろす。攻こう撃げきは命中。ツーっとサーベルホーンの縞しま模も様ようの皮ひ膚ふから赤い血が流れ出した。

「……なかなかやるな」

「ほー、ほー。ヘタレのマシューとは大違いじゃー。マシューはこやつに傷きず一つつけることができないでいたのじゃからなー」

「……黙だまれ。チビ助」

「お二人とも！　まだ仕し留とめたわけではありません！　気を抜かないでください！」

　チッとマシューが舌打ちする。その後ろでリーネが白衣の裾すそをなびかせながら、「お主ぬしがいればなんとか倒せそうじゃのー」と言いながら両手にメスをかまえる。

　倒せる？　いや、ちょっと待て。たしかサーベルホーンって……。

　おれはパラパラと高速で脳内辞書をめくる。

　……しまった。肝かん心じんなことを忘れてた──

　まずいぞ。このままじゃ勝てない。レベル差がありすぎるとかそういう問題ではなく……。

　おれは背の高い茅かやの群生を搔かき分けながら少しずつ前に進んでいく。

　シャノンさんがサーベルホーンにそれまでにない大きなダメージを与えることができたのは「運」の要素が大きい。なぜならサーベルホーンは、攻撃時以外は防ぼう御ぎよ態たい勢せいを取るのが常つねだからだ。その状態ではたとえ適てき正せい討とう伐ばつレベルに達していたとしてもたいしたダメージを与えることができない。ただ、サーベルホーンはたまに防御態勢を解とくことがあり──

「きゃっ！」

　シャノンさんがおれの視界を横切り、悲ひ鳴めいを上げながら派は手でに地面を転ころがった。二転三転したところで、マシューが片手でシャノンさんの背中を支え、「おい、どうした？　さっきのはたまたまか？」とハッパをかけ、もう一方の手で持っている『ホワイトフェンリル』のトリガーを引いて火属ぞく性せいの魔ま法ほうの弾だん丸がんでサーベルホーンを牽けん制せいした。それを見て、後方で待機していたリーネが慌あわててシャノンさんに駆かけ寄り、「うーむ。こりゃまずいのー。まずいのー」と言いながら回かい復ふく魔法を唱となえる。

「……うっ」

　戦せん闘とう地帯に近づけば近づくほど冷静な思考が奪うばわれていく。目の前の戦いはＲＰＧを連想する要素が多いが、この三次元空間で繰くり広げられている戦闘は、画面越しに見る形式的な戦闘とは比べ物にならないくらいリアルで、そして恐ろしいものだった。

　──だけど……黙って見ているわけには──

　おれの脳のう裏りにシャノンさんたちが地に伏ふす姿が再生された。

　背筋が凍こおるような感覚。そのまま全身にじわじわと広がっていく。

　おれはゾッとするような思いで茂しげみを搔かき分けた。闇やみ雲くもに。でたらめに。

　そして強く強く拳こぶしを握にぎり締しめながら茂みの中から抜け出し、

「さ、三人とも尻尾しつぽだ！　尻尾を見るんだ！」

　と腹の底から叫んだ。

「ゆ、裕ゆう貴きさん!?　出てきちゃダメですよ!?」

　シャノンさんが声を裏返させる。だがおれはかまわずに話を続け、

「サーベルホーンは尻尾を左右に振っているときは防ぼう御ぎよ態たい勢せいを取っているんだ！　だから攻こう撃げきするなら尻尾が動いていないとき──防御態勢を解といた瞬しゆん間かんを狙ねらったほうがいい！」

　最後まで言いきると、マシューとリーネが「ほう」と顔を見合せた。

「どこの誰だれかは知らないが、その話、本当なんだろうな？」

　早口で言葉を投げるマシューにおれは何度も何度も頷うなずいてみせた。

「尻尾が動いていないとき……」

　シャノンさんが長ちよう剣けんをかまえながらその場から立ち上がると、

「来るぞ！」

　サーベルホーンがシャノンさんに向かって突とつ進しんしてきた。

　シャノンさんはその突進攻撃を横っ飛びでかわす。その後、マシューが敵の背後を取る形となったが、彼はブレードを実体化させるに留とどめた。尻尾が左右に揺ゆれ動いていたからだ。

　──グルルルルル──

　体勢を整えたサーベルホーンが今度はマシューに通常攻撃を仕し掛かけてきた。

　前足を上げ、首を搔っきるようなモーションを見せる。

「くっ──」

　マシューはその鋭い前足をブレードで受け流した。

　サーベルホーンは体勢を若じやつ干かん崩くずしながらもどうにか前足を地面に着地させる。

　と、次の瞬間、後方で尻尾の動きを観察していたリーネが、

「今じゃ！」

　と叫び、その声に合わせるようにシャノンさんとマシューが同時に動いた。

「やああああ──っ！」「はああああ──っ！」

　長剣装備のシャノンさんはサーベルホーンの後ろ足を薙なぎ払はらうように、マシューは正面から前足の付け根あたりを狙って斜め上からブレードを振り下ろした。

　──ぷしゅうううー。

　大量の血がサーベルホーンの身体からだから噴ふき出した。サーベルホーンは防御態勢を解くとその防御力が「０」になる。以前、『ドラゴンハンティング８』の低レベルクリアを目もく論ろんだとき、おれはサーベルホーンとレベル７で戦った。主人公一人のみで戦うシチュエーションだったからか、そのときはあえなく全滅してしまったが、防ぼう御ぎよ力が「０」の瞬しゆん間かんを狙ねらって攻こう撃げきすればレベル７でも四回か五回程度の通常攻撃で倒せる計算だった。上手うまく弱点を突けば低いレベルでも撃げき破はできる──というレポートを攻略ＷｉＫｉに掲載した記き憶おくがある。

「そろそろ死にやがれ！」

　マシューが武器をガンモードに切り替え、火属ぞく性せいの弾だん丸がんを射しや出しゆつする。

　これでマシューが二回、シャノンさんが二回。攻撃回数のことだ。

　──グルルルルル……っ──

　威い嚇かくするような咆ほう哮こう。だが当初ほどの勢いや迫力は感じられない。

　これはいけるか……？

「一気にケリをつけましょう！」

「ふん……言われるまでもねー！」

　マシューが再び接近攻撃用のブレードモードに切り替える。

　二人はサーベルホーンが尻尾しつぽの動きを止めたのを見るや否いなや、同時に地面を蹴けり、途中で左右に散った。グルルル、と喉のどを鳴らすサーベルホーンはその場から動こうとしない。いや、動けないでいるのか。

「これで最後──っ！」「トドメだ、喰くらえ──っ！」

　シャノンさんの鋭い斬ざん撃げきとマシューの目にも留とまらぬ速さの切り返しをその身で受けたサーベルホーンは、グルルルルルゥゥゥゥゥ──っ！　と耳をつんざくような悲ひ鳴めいを響ひびかせた。

「や、やったのか？」

　妙なフラグが立ちそうな声を上げてしまったおれだったが、幸いにしてサーベルホーンのその悲痛な叫びは断だん末まつ魔まだったようで、絶ぜつ叫きようの直後、地面に倒れ込み、動かなくなった。

「終わった……か」

　おれは、ふぅ、と気の抜けるようなため息を吐はき出し、ピクリとも動かないサーベルホーンを見やった。……と、地面に横おう臥がしたサーベルホーンの身体からだが虹にじ色いろに輝き出した。なんだ、なんだ？　と行方ゆくえを見守っていると、パァ、と周囲に光を発散しながらサーベルホーンの身体が泡あわのように弾はじけ飛とんだ。その光景を目にして驚きの声を上げたのはおれだけで、他の三人と古木を背にして休んでいる瀕ひん死しの戦士は「ようやく死んだか」という顔をしていた。

　まあ……国産のＲＰＧの場合、ＨＰがゼロになったモンスターは存在そのものが消失する、っていうか、画面内からフェードアウトするのが普通だけど……。でも、現実ではありえない光景だよな。こういうのって。

「ん、戦利品か」

　マシューが地面に片かた膝ひざをつく。何かと思えば、サーベルホーンが消失した場所に鈍にぶい光を放はなつ鉱こう石せきが落ちていて、マシューはそれを拾っているようだった。

　あれは、サーベルホーンが落としたのか？　なんだか高価そうに見えるけど……。

　おれはマシューを横目に見ながらとりあえずシャノンさんの側そばに移動した。するとシャノンさんはもちろんのことマシューとリーネの視線も自然とおれに集まった。

「え、えーと……」

　なんて言えばいいんだろう。こういうときって。

　三人ともおれが何か言うのを待ってるっぽいけど……。

　困り果てたおれは、チラチラ、とシャノンさんに視線を送った。

　助けを求めたつもりだったのだが、彼女にはこちらの意い図とが伝わらなかったようで、

「うん？」

　と逆に疑問を抱かせてしまった。

　……これは自力で何とかするしかなさそうだぞ。

　おれは初対面のようで初対面ではないマシューとリーネに視線を向ける。

　二人と目が合い、あはは……と愛あい想そ笑いを浮かべたそのとき、

「う、うわあああああ──っ！」

　古木にもたれかかって休んでいた戦士が悲ひ鳴めいを上げた。なんだ？　とおれを含めた四人が一いつ斉せいに同じ方向に視線を投げると、なんとそこには先ほどと同じ形状のモンスターが一体──つまり、新あら手てのサーベルホーンが戦士の間近で咆ほう哮こうを上げていた。

「ちっ！　またこいつか！」とマシュー。

「うーむ。魔ま力りよくが残り少ないというのに」とリーネ。

「とにかくあの方を助けないと！」とシャノンさん。

　三人は新手のサーベルホーンを撃げき退たいするため地面を蹴けった。

　大丈夫かな……。さっきの一体を倒すのだってそうとう苦労してたと思うんだけど……。

　──ガサガサ。

　一人その場に留とどまっていると背後で茂しげみが揺ゆれる音がした。

「なっ!?　もう一体!?　いや、二体いる!?」

　茂みの中から飛び出してきたのは紛まごうことなきサーベルホーンだった。

　しかも二体。シャノンさんたちが戦っているのも含めれば三体だ。

　エンカウント率高すぎだろ！　とおれは心の中で叫ぶ。

「ゆ、裕ゆう貴きさんっ！　逃げてください！」

　シャノンさんの絶ぜつ叫きようが背中に届く。不用意にも後方に目を向けると、三対一でサーベルホーンに挑いどむシャノンさんたちの姿が目に入った。

　さすがにあの一体だけで手て一いつ杯ぱい……だよな。

　おれは恐る恐る前を向く。すると──

　──グルルルル！

　神に祈いのる暇ひまもなく、サーベルホーンが二体同時に突とつ進しん攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

「う、うわああ──」

　おれは目を瞑つむりながら顔の前で両手を交差させた。

『裕ゆう貴きは１０００ポイントのダメージを受けた。裕貴は死んでしまった──』

　そんなシュールなシステムメッセージが脳のう裏りをよぎる中、おれの顔や腹にサーベルホーンの鋭い角つのが突き刺さ──らなかった……！

「……え？　痛くない？」

　目を開けると、眼前にサーベルホーンの角が二本あり、おれはその二本の角を顔の前でクロスした二つの手でつかんでいた。サーベルホーンの突進攻撃は当たれば防ぼう御ぎよ無視で大ダメージを与えるはずなのだが、おれはなんらダメージを受けていなかった。

　──あ、この淡あわい光は──

　そのとき、おれは両手の甲こうで赤い光を放つ不思議な刺青いれずみの存在に気づいた。

　いや、思い出したというべきだろう──

　……そうか。やっぱりこの刺青はレベルを示していて──

　そして、おれはレベル99 ！　レベルの上限値──カンストしている！

　──グルルルル！

　おれが手の刺青に気を取られている間に二体のサーベルホーンがおれの手を振り払い、後方に引いていた。だが間かん髪ぱつ入れずに一方のサーベルホーンが突進攻撃を仕掛けてきた。今度は目を開けたまま、攻撃の一いち部ぶ始し終じゆうを観察する余裕があった。サーベルホーンはかなりのスピードで突っ込んできたが、その攻撃はおれにとっては赤子のパンチを受け止めるようなもの。この程度の攻撃だったら何千回受けても死ぬことはないだろう。

　そして、このレベル99の恩恵は防御面だけではなく、おそらく攻撃面でも──

　おれはサーベルホーンの何度目かの突進攻撃のあと、二体のうち近いほうのサーベルホーンの尻尾しつぽの動きに注目した。今は動いている。防御態たい勢せいを取っているようだ。

　──グルルルル！

　馬鹿の一つ覚おぼえのような突進攻撃。おれは軽いステップでその攻撃をかわす。そして素早くサーベルホーンの背後に回り、尻尾が動いていないのを確認し──

「……よし、今だ！」

　静止状態から一いつ瞬しゆんでトップスピードに達したおれは背後からサーベルホーンのお尻しりを、サッカーボールを蹴けり上げるような要よう領りようで適当にキックした。

　──グ、グルルルル……っ！

　サーベルホーンが宙を舞まう。一回、二回、三回と体たい操そう選手のようにきりもみ回転した。

　──グルルルルル──っ！

　直後、もう一体のサーベルホーンが襲おそいかかってきたが、これも同じように軽いステップで攻こう撃げきをかわしてから反撃を加えた。今度は尻尾しつぽが動いているときに攻撃してしまったが、レベル99の恩恵なのか、防ぼう御ぎよ態たい勢せいにもかかわらず、サーベルホーンはおれの前まえ蹴げりを腹で受けた瞬しゆん間かん、後方に吹っ飛んだ。その後、ドスン、と仰あお向むけの格好で地面に着地したサーベルホーンは、先の一体共々、虹にじ色いろの光を発しながら泡あわのように弾はじけ飛とんだ。
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　おれは、よっし、と小さく拳こぶしを握にぎり、チリと化したモンスターたちに背を向けた。

　あ、そうだ。シャノンさんたちは──

「え？」

　──グルルルルル──っ！

　最後の一体、シャノンさんたちが相対していたはずのもう一匹のサーベルホーンが急にターゲットをおれに切り替え、猛もうスピードで飛びかかってきた。危ない！　とシャノンさんの叫ぶ声が聞こえたが、おれは慌あわてず、動じず、軽く腰を落とし──

「はああああああ──っ！」

　と飛びかかってきたサーベルホーンの顔面を雑なフォームで力任せに殴なぐりつけた。おれの渾こん身しんの一撃を受けた縞しま模も様ようの虎とら型がたモンスターは弧こを描きながら後方に吹っ飛んでいき、シャノンさんたちの頭上を超え、遥はるか向こうに見える大木に激げき突とつした。

　虹色の粒りゆう子しが遠目に見える。

　どうやら先ほどの二体と同じようにこの世から消滅したようだ。

「ゆ、裕ゆう貴きさん！　すごいじゃないですか！」

　おれが額ひたいの汗あせを拭ぬぐっていると、シャノンさんが満面の笑みで駆かけ寄ってきた。

「むおー。びっくりなのじゃー。お主ぬし、すごいのー？」

　シャノンさんに続き、リーネも小走りでおれのもとに駆けてきた。

　彼女も心底感心しているようで目をキラキラさせている。

「一撃かよ……」

　腰に手を当て、首を傾かたむけながらため息をつくマシュー。

　こちらは感心しているというよりは呆あつ気けに取られているといった感じのリアクション。

　おれは、いやいや全然たいしたことありませんよ的な謙けん遜そんのかまえで三人に視線を投げた。

　もっとも内心では天てん狗ぐになっていた。鼻が伸びる伸びる。

　体育の時間にサッカーをやっていて「お前、ゴールキーパーな」と厄やつ介かい払ばらいされたり、おれの百メートル走のタイムを見て、「あいつ女子より足遅いぜ」と笑い者にされたり、運動面ではまったくいい思い出がない自分だけど、この世界でなら……もしかしたら英雄になれるかも。

　どんどん妄もう想そうが膨ふくらんでいく。たぶんおれは頰ほおが緩ゆるんでいた。

「お前、全然強そうに見えないが……一体どこにあんな強さが隠されてるんだ」

　マシューがゆったりとした歩調で接近してきた。表情はどこか楽しげ。おれという存在に興きよう味みが湧わいたのかもしれない。マシューは強い者に興味を抱く傾向がある。

「そもそもなんの武器も持たずに素手で敵を倒すってのが……──」

　ふいに……目前まで迫っていたマシューが足を止めた。

　足を止めただけじゃない。やけに表情が険けわしい。

「──お、おい……後ろ」

　マシューがおれの背後を指差す。眉まゆをピクピクと引きつらせながら。

「なんじゃ……あれは──」

「あ、あの光は……」

　シャノンさんとリーネもすぐに血けつ相そうを変えた。

　二人のリアクションはモンスターが出現したという感じではなかった。

　……なんだか、嫌いやな予感が……するんですけど──

　おれはおずおず後ろを振り返った。

　すると──そこにはおれの願望を……ウハウハな青写真を台だい無なしにする悪夢のような現象が展開されていた。先ほど空気中に泡あわのように弾はじけ散ちった七色の粒りゆう子し──サーベルホーンを構成していたと思われる光の粒子が一ヶ所に集まり、その消滅したはずのサーベルホーンが無む傷きずの姿で再構成されたのだ。

　一体だけじゃない。三体ともだ。

　それはまるでビデオの巻き戻しのような光景で──

　ふ、復活した……？　い、いや……復活したと判断するのは早計だ。おれはまだモンスターが湧わく瞬しゆん間かんを目もく撃げきしていない。今のはその演出かもしれないし……。

「裕ゆう貴きさん！」

「………………っと！」

　シャノンさんの声で我に返ったおれは慌あわてて横にステップした。

　──グルルルル！

　飽あき飽きするほど目にしたサーベルホーンの突とつ進しん攻こう撃げき。おれはその単調な攻撃を片手で受け止めると、即反はん撃げきの拳こぶしをお見み舞まいした。さらに右方向から通常攻撃を仕し掛かけてきたもう一体にもがむしゃらな素人しろうとキックをぶちかました。

　──グルルルル……っ！

　今度も一撃で撃破。レベル99だから当然と言えば当然。

　しかし──

「お、おいおい！　また復活したぞ！　どうなってんだ!?」

　マシューの声でおれは確信する。

　や、やっぱり復活なんだ、これ。……マシューたちはモンスターが消滅する演出を当たり前のこととして受け止めているみたいだし、この巻き戻しみたいな一連の現象が新たなモンスターが湧いた演出ではないことも同時に理解している、か。

　で、でも、なんで復活するんだ？　誰だれかが蘇そ生せい魔ま法ほうを唱となえている？

　いや……この世界に蘇生魔法はないってたしかシャノンさんが……。

「──く、くそっ！　どうなってるんだよ！」

　おれは八つ当たりするような気持ちでサーベルホーンを再度蹴けり上げた。

　だが消滅──直後、復活。何度やっても同じことの繰くり返し。

「は、はは……こんなのって……こんなのって……」

　乾かわいた笑いが鬱うつ蒼そうとした森の中で不気味に響ひびく。

「おい、お前！　ボーッとしてんな！」マシューの怒ど声せいがおれの鼓こ膜まくを震ふるわせる。「お前、とりあえず右手の二体に攻撃を加え続けろ！　復活してもかまわねぇから、おれたちが残り一体と戦ってる間、そいつらと遊んでろ！」

　あ、遊んでろって……。引きつけておけってことか？

「おい？　聞いてんのかよ？」

　と言いながら半はん透とう明めいのブレードを実体化させるマシュー。

　おれはコクリと無言で頷うなずき、サーベルホーンと向かい合った。

　……と、とにかく今はこの場を凌しのぐことを考えないと──
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「…………ハァ」

　おれは礼れい拝はい堂どう内の冷たい柱に背中を預け、周囲を見回した。スタート地点である大だい聖せい堂どうには南の森から逃げ戻ってきた冒ぼう険けん者しやたちが待機している。出発前はもうちょっと活気に満ちていたように思うが、今はほとんどの人が難むずかしい顔をしている。

　あのあと──結局、おれの攻こう撃げきではサーベルホーンを仕し留とめることはできなかった。撃げき退たいにはシャノンさんたちの力を借りた。何度も復活するサーベルホーン。もしやこの三体だけ特別な能力を持った変かわり種だねなのではないだろうか？　というおれの予想はあっさり外れ、シャノンさんとマシューによる攻撃でサーベルホーンは三体とも今度こそ消滅した。

　どういう理屈なんだろう……。

　ここが様々なＲＰＧをベースにした世界なのはまず間違いない。手の甲こうで淡あわく光る刺青いれずみの数字は各おの々おののレベルを示していて、おそらく敵にもレベルがある。今のところ戦いの目安はレベル以外に存在せず、詳しよう細さいなステータスは敵も味方も知ることができない。

　そして……おれはなぜかレベル99。素早く動けるし、敵の攻撃もたいして痛くない。パンチや蹴けり、素手による攻撃を一発でも加えると目の前のモンスターは雲うん散さん霧む消しようしてしまう。だが、すぐに復活。原因は今のところ不明。

　もちろん他の敵でも同じことが起きるかどうか検証してみる必要はあるだろう。ただ他の冒険者たちと自分は明らかに境きよう遇ぐうが異なる。「シャノン」という名前の女おんな騎き士しが登場するＲＰＧには正直心当たりはないが、マシューとリーネは間違いなくＲＰＧの登場人物。決してコスプレ衣装に身を包んでいるわけではない。彼らはこの世界の事情に精せい通つうしているわけではないようだけど、当たり前のようにモンスターと戦い、当たり前のように剣を振るい、当たり前のように魔ま法ほうを唱となえている。そして冒険者の多くは「モンスターの討とう伐ばつ」や「世界平和の実現」といった行動の指し針しんを持っている。

　ではおれは？　おれはこの世界で一体何をすればいい？

　現実世界からやってきた自分は明らかに異い端たん者しや。

　本来、ここにいるはずのない人間──イレギュラーな存在……。

「ハァ……」

　多数の冒険者が待機する大聖堂の中でおれは不安のため息をついた。

「ふーむ。裕ゆう貴きは実に興味深いのぉ～」

「強いのか弱いのか、一体どっちなんだ、お前は？」

　あれこれ考えごとをしていると、リーネとマシューがおれに好奇の視線を向けてきた。

　リーネは早くも呼び捨て。こういうキャラだということは心こころ得えているけど、これまで画面越しでしか見ることができなかったお気に入りのキャラクターが目の前にいるという現実はどうも違和感がある。嬉うれしいというよりは戸と惑まどいのほうが今は大きい。

「カザマユウキ。妙な響ひびきの名前だ。お前、一体どこの国の人間だ？」

「ど、どこの国って……日本だけど」

　たぶん通じないだろうな、と思いながら答えると、案あんの定じようマシューが首を傾かしげ、

「ニホンねぇ。聞いたことねーな」

　……変な感じだ。よく知ってるゲームのキャラクターとこうして会話するってのは……。

　ちなみに南の森でモンスターを撃げき破はしたあと、「どうしてモンスターが復活を？」とみんなに問いただされたのだが、「さあ……」と視線をそらしながら首を振った。おれにとってもそうだがみんなにとってもこの世界は未知な部分が多いみたいだから今のところ必要以上に怪あやしまれてはいないけど、疑うたがい深いキャラ設定のマシューを筆ひつ頭とうに、職しよく業ぎよう柄がら、人の生態に興味のあるリーネ、根が素直なシャノンさん……そのうち鋭するどい質問をおれにぶつけてきそうだ。

「──みなさんっ」

　二人の好奇の視線に耐たえられず顔を伏ふせてモジモジしていると、情報収集のため大だい聖せい堂どう内を走り回っていたシャノンさんがおれたちのもとに戻ってきた。

　さっき行動の指し針しんがどうのと言ったけど、シャノンさんたちとパーティーを組み、ここまで戻ってきたおれたちは、この先、どこに進めばいいのかわからず途と方ほうに暮れた。それは他の冒ぼう険けん者しやも同じのようで、現在、人々の多くは地図を広げて意見交換を行っている。南の森を抜けた先にあると目もくされている集落を目指すのはあまりにも危険だ。現時点で確認されている死者の数は約二十名。南の森で死体を目もく撃げきしたときは、もっとたくさんの人間が転ころがっているような気がしたけど、よくよく考えてみると二十という数はかなり重い数字だ。現実世界でそれだけの数の人間が同時に亡なくなったとなれば連日連夜テレビで報道されてもおかしくない。

「何か有益な情報あった？」

　おれがそう尋たずねるとシャノンさんは気をつけの姿勢で頷うなずき、「二つほど」と言ってから、まず懐ふところから複数のモンスターのイラストが描かれた白い用紙を何枚か取り出した。

「索さく敵てき系けいのスキルを持った方々が東西南北、四つのスポットに出現するモンスターを絵に起こしてくださいまして、その絵が描かれた紙を魔ま法ほうの力で複写してもらったのですよ」

　みんなに配られたその白い紙には合計八体のモンスターが描かれていた。

　……全部知ってるモンスターだ。南の森で戦ったサーベルホーンもそうだったけど、元ネタは『ドラゴンハンティング』が多めだな。でも、敵の強さには随ずい分ぶんとばらつきが……。

「ほー、ほー。素晴らしい成果じゃのー」

「ふん。ご苦労なことだとは思うが、なんの意味もない情報だ。モンスターってヤツは弱そうに見えて強かったり、強そうに見えて弱かったり……容よう姿しの印象と実際の強さが比例するとは限らないからな。ま、絵そのものは上手うまい。そこだけは評価できる」

「むぅー。たしかにその通りかもしれぬが……マシュー、お主ぬしは本当に口が悪いのー」

「おれは事実を述のべたまでだ」

　敵の実際の強さ……。おれ、全部わかるんですけど……。

　おれは敵の具体的な情報を口にしたくてウズウズした。

　でも、これ以上、目立ちたくなかったので何も言わなかった。

「で？　もう一つの情報とやらは？」マシューがシャノンさんに訊きく。

「あ、はい。現在地、つまりこの大だい聖せい堂どうに関する情報です。この建物には、今いる礼れい拝はい堂どう以外には部屋がないと思われていたのですが、床の色がおかしいということで前方にある天使像を動かしてみたところ、なんとその下に階段が」

「階段だと？」マシューが眉まゆをひそめる。「で？　下には何が？」

「私はまだ地下には降りていないのですが、聞いたところによると、ランプのない真っ暗な部屋の中央に妙なカラクリがあって……えっと、それ以外には何もないそうです」

「カラクリじゃと？」今度はリーネが眉根をひそめた。

「裕ゆう貴きさんみたいな格好をされた方が『タンマツ』という表現を使っていましたが、私にはなんのことだかさっぱりです」

「え？　おれみたいな格好をした人？」

　まさかとは思うが、おれと同じように現実からやってきた人間が他にもいるのか……？

　しかも──タンマツ。たぶん『端たん末まつ』のことだと思うけど、このゴシック建築風の建物が存在する世界にはそぐわない現代的なギミックだ。

「ともかく行ってみませんか？」







　結論から言うとシャノンさんが言う「裕貴さんみたいな格好をされた方」というのはおれのように現実からこの世界に飛ばされた人間ではなく、現代物のＲＰＧに登場するキャラクターたちだった。地下にはＳＦ物のＲＰＧの登場人物なども何人かいたが、いずれの人物もおれの知っているＲＰＧに出てくるキャラクターたちだった。

「何かのプログラムが走っているようだが……」

「その後に表示される言葉の羅ら列れつが意味不明すぎるな」

「キーボードとかはついてないみたいだねー」

「ってことは出力専用か？」

「モンスターの弱点とかボスの居い所どころとか、そういうのが調べられる端末ならよかったのに」

　断片的な会話が聞こえてくる。どうやら現代物出身のキャラクターたちもＳＦ物出身のキャラクターたちもそれがなんのために存在する端末なのかはわかっていないようだ。ただ会話を聞く限り彼らもまた使命感を背負ってここに立っていることがわかる。

　現代物とかＳＦ物ってファンタジー物とは世界観がだいぶ異なると思うんだけど、でも、戸と惑まどった様子は見られないな。そこはシャノンさんたちと同じなのか……。

　やはり行動の指し針しんが与えられていないのは自分だけらしい。

　そんなことを考えながら部屋の中央に進むと、端たん末まつの前に群むらがっていた現代物出身のキャラクターたちが「何かわかるようなら教えてくれ」と言って場所を開けてくれた。

「な、なんですか……これ？」

　シャノンさんがおれの肩かた越ごしに画面を覗のぞき込む。

　おれたちが端末の前に立つと、黒い画面に白い文字列が表示された。




>cd usr/local/bin/gameuniverse/

/usr/local/bin/gameuniverse/

>ps aux

Image name　　　PID　　　 Memory used

gumainsys　　　　111　　　2,631,000,923PB

gueventsys　　　 199　　　1,967,000,002PB

gunetwork　　　　234　　　 834,704,556PB

gunavigator　 　　1144　　　328,393,911PB

gusecurity　　 　　1559　　　111,550,987PB

guinfinity　　 　　1702　　　 60,479,012PB

gulayout　　　　　2000　　　 47,000,002PB

>kill -9 2000

>Success :PID 2000 was forced to terminate.




「ゲーム……ユニバース。ゲーム宇宙……？」

　複数のプログラムが走っている──ということはかろうじてわかるが、具体的にどのようなプログラムが動いているのかまではわからない。ただ「ゲーム」という英単語があることから、この世界の本質に関わりのあるものなのでは？　という推測が頭に浮かんだ。

「──あっ」

　おれが前のめりの姿勢でさらに画面を覗のぞき込むと、まるでそれに呼応するかのように、それまで画面に表示されていた謎なぞの文字列が消去された。画面がクリアされると白いカーソルが左上で点滅し始め、

>less AllGameName.txt

　という一行が刻きざまれたあと、今度は見慣れた文字列を刻み始めた。

「こ、これって……」

　左から右に、上から下に向かって一行ずつ表示されたのはＲＰＧのタイトルだった。

　国産ＲＰＧの第一号、『ドラゴンハンティング１』から始まり、その続編の２、３と同シリーズのタイトルがサブタイトルも含めて最新作まで表示され、それが終わると今度は『ファイナルファントムシリーズ』の各タイトルが同じように現げん行こうの最新作まで表示された。有名な二大ＲＰＧのタイトルがズラリと並んだあとも、文字の出力は続き、その後も見み覚おぼえのあるＲＰＧのタイトルが続々と名前を刻きざんだ。中には知らないタイトルも混じっていたが、画面に出力された文字列がＲＰＧのタイトルなのは疑うたがいようもなかった。

　えーと……三十本、三十一本、三十二本……ってまだ続くのかよ！

　五十、六十、七十──百タイトルを超えたあたりでおれはカウントを諦あきらめた。

　ってか、なんだってＲＰＧのタイトルが？　大半は過去にプレイ済みのゲームだったけど、まさかこの端たん末まつでゲームができるとかそんなんじゃないだろうし。つか、この世界自体がＲＰＧの諸要素で作られてるような感じなわけで──

　……って、おい……。

　ま、まさかとは思うけど、おれが今いるこの世界は誰だれかが人工的に生み出した世界で、端末に表示された……おそらく百タイトル以上あると思うんだけど、その百タイトル以上あるＲＰＧに登場するキャラクターとかモンスターを詰つめ込んだ世界……だったりするのか？

　な、なんて乱暴な……。

　いや、でも──辻つじ褄つまは合う、ような気がする。この世界で出会った人たちはおれの知ってるＲＰＧに登場するキャラクターばかりだ。端末に表示された膨ぼう大だいな数のタイトルも、この大だい聖せい堂どうに集まった人の数を思えば極きわめて妥だ当とうな数に思える。残念ながらシャノンさんの出身ＲＰＧは思い出せないが、そもそもこの世界がＲＰＧをベースにした世界だということは先の南の森での戦せん闘とうで嫌いやというほど実感している。だからおれの推理は間違っていない、と思う。

　思うけど……いろんなことがありすぎて頭がパンク寸前だ……。

　誰だれでもいいからおれの代わりに説明してくれよ。

「あの、裕ゆう貴きさん？　もしかして何かわかるのですか？」

「──え？」

　シャノンさんの透き通るような声で我に返ったおれは慌あわてて端末から視線を外はずした。じっと目を凝こらすと薄うす闇やみの中からシャノンさんの顔が浮かび上がってきた。ざわざわっとさざ波のような声が周囲からこちらに伝わってくる。どうやらみんなおれに注目している様子。

「えっと……」

　参ったな。なんて説明しよう……。

　この世界は人工的に生み出された仮想現実世界で君たちはＲＰＧの登場人物なんだよ、とは口が裂さけても言えない。頭のおかしいヤツだと思われるのがオチだ。っと、そういえばこの手のテクノロジーに精せい通つうしているはずの現代物やＳＦ物出身のキャラクターたちがおれと同様の見解に達していないのは不思議な感じがするけど──いや、おれと彼らでは置かれた立場からして違うか。おれがこの世界の真実に近づけたのは、おれだけが真の意味での「現実」を知っているからだ。彼らはあくまでもゲームのキャラクター。おれとは現実の捉とらえ方が違う。フィクション世界の住人にとってはこの世界こそが真の現実なのだ。

「おい」ふいにマシューがおれの背中を叩たたいた。「早く質問に答えろ」

「え、えっと……」

「何かわかるんだろう？　その顔を見ればわかる」

「い、いや、その……ごめん。何も……わからないよ」

「ああ？　噓うそつけ。納得したような顔してただろうが」

「そ、そんなことは……」

　あるけど──でも、ここで真実を明かすわけにはいかない。上手うまく説明できそうにないってこともあるけど、仮にマシューたちが理解できるような言葉で説明することができたとしても、たぶん不要な混乱を招くだけだ。不安を煽あおるような行為は謹つつしんだほうがいい。

　とはいえ、「わからない」の一点張りで押し通せるような雰ふん囲い気きではない。マシューもそうだがシャノンさんも「本当にわからないのですか？」とおれの言葉を疑うたがっている。

　まずいな。南の森でサーベルホーン相手に悪わる目め立だちしてしまったからか、みんなの視線が鋭いというか異い端たん者しやを見るような目でおれを捉えている気がする。

　と、ともかく──身の振り方を考えないと……。

「おい、なんとか言えよ」

　マシューがもう一度おれの背中を叩く。おれはその恫どう喝かつするような声に反応し、

「お、おれが言う『何もわからない』という言葉の意味は──どうして自分がこの大だい聖せい堂どうにいるのか、っていう根本的な意味での『何もわからない』なんだよ……」

「なん……だって？」

　これには面食らったのか、マシューが素すっ頓とん狂きような声を発した。

　正直に答えたつもりなんだけど……でも、他に言いようがないのも事実……。

「ん～？　まさか裕ゆう貴きは記き憶おく喪そう失しつなのかえ？」

　おれが黙だまって俯うつむいているとリーネが医者らしい察しのいい発言で場を沸わかせた。これが現実なら「うわ、何その中二っぽい設定」とドン引きされているところだけど、多数の死者が出たこの非現実的な世界においては突とつ飛ぴな単語ではないのか、リーネの発言を真まに受けている人がちらほら見受けられた。その中の一人、シャノンさんが、

「あ、だから裕貴さん。出会った当初、途と方ほうに暮れていたのですね？」

　と納得顔で手を叩いた。いい流れだ。このまま上手く誤ご魔ま化かせるといいのだが……。

「どういうことだ？」マシューがシャノンさんに解説を求める。

「えっとですね、地図を手に入れた直後のことなのですが、みなさんが張りきって建物の外に出ていく中、裕ゆう貴きさん、その場に座り込んで頭を抱え込んでいたのですよ。私、気になって『どこか身体からだの調子でも悪いのですか？』と尋たずねたのですが、裕貴さん、頭を抱え込んだまま『これから何をどうすればいいのか……それがよくわからなくて』とお困りの様子で、その後もしばらく項うな垂だれていらっしゃったのですよ」

「ほう……」とマシューが腕組みをし、「まあ、たしかに挙きよ動どう不ふ審しんなヤツではあるが……」

　現実からやってきた、って部分は伏ふせてるけど、実際、どうやってこの世界に入り込んだのか皆かい目もく見当もつかないし、記き憶おくの一部を失ってるのは事実だからな。噓うそは言ってない。

「──しかし」とここでマシューが思いもよらぬことを口にした。「お前、さっき南の森でモンスターの弱点を言い当てただろう？　その上、おれたちが三人がかりで苦戦したモンスターを一いち撃げきで葬ほうむり去り……その後、なぜかモンスターが復活した。自分でもわかっているだろうが、お前には不審な点がいくつもある。でだ──これを一体どう説明する？」

「い、いや、だからここに来る以前の記憶がないから……おれにも何がなんだか」

　おれが苦し紛まぎれにそう返すと、

「あまりこういうことは言いたくないが……おれは、お前がモンスターなんじゃないか、とわずかながら疑うたがっている」

「……なっ!?」

「あくまでも可能性の話だ」とマシューは前置きしたあと、「たとえば……だ。お前は南の森に出現するモンスターが多くの者にとって手に負えない存在であることを知っていたはずだ。だがお前は注意を促うながさなかった。結果、多数の死者が出た……」

　マシューはそこで言葉を切り、おれをじっと見み据すえてきた。

　彼の発言は薄うす暗ぐらい地下に集まった人々の間に波は紋もんを呼び、

「モンスターが人間に化ばけている……か。ありえない話ではないな」

「となるとこの挙動不審な態度も演技ってことか」

「演技派なモンスターだねぇ」

　とマシューを擁よう護ごするような発言が飛とび交かい、一気におれに対する警けい戒かい心しんが高まった。

　賛同者が増える中、

「ちょっと待ってください！　裕貴さんがモンスター？　そんなのありえません！」

　とシャノンさんが金かな切きり声ごえで叫んだ。

「なぜそう言いきれる？」

　マシューの端たん的てきな問いかけ。それに対しシャノンさんは、

「もし本当に裕貴さんが悪いモンスターだとしたら私たちはとっくに死んでいるはずです。私たちは裕貴さんのアドバイスがあったから生いき延のびることができたのですよ？　そのことを忘れていませんか？」

「ふん。それすらもおれたちの信用を得るための作戦の一部だとしたらどうする？」

「そ、そんなはずありません！　裕ゆう貴きさんはそんな器用な人では……そんな演技ができる人ではありません！　い、いや……そうじゃなくて！　ゆ、裕貴さん!?　私、決して裕貴さんを貶けなしているわけでは……！」

「……う、うん……」

　どうやらシャノンさんって噓うそがつけない人みたいだな……。

「シャノンとか言ったか。お前がどう思おうと勝手だがな、自分の願望をおれたちに押しつけんじゃねーよ。南の森で何人死んだと思ってる？　少しは警けい戒かいしろ」

「が、願望なんかじゃありません！」

「ほう。そう言うからには何か根拠があるんだろうな？　そいつがおれたちの敵ではない、という根拠が」

「こ、根拠ですか？　根拠は……えっと……その……こ、根拠はありません！」

　ないのかよ！　そこはハッタリでもいいからあるって言っとこうよ……。

　シャノンさんの間の抜けた発言で場の空気が弛し緩かんしたが、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きがあたりを包み込んだ。そんな重苦しい空気の中──

「ふむ。では白黒つけようではないかー」

　それまで傍ぼう観かん者しやに徹てつしていたリーネが二人の間に割って入ってきた。

「チビ助。何か妙みよう案あんでもあるのか？」

　マシューが問いかけると、「チビ助じゃとぉ？」と頰ほおを膨ふくらませ、あとで覚おぼえておれよ、とマシューに捨てゼリフを吐はいたあと、白衣のポケットから八体のモンスターが描かれた例の紙切れを取り出し、急いそ々いそとおれに駆かけ寄ってきた。

「裕貴。ここに描かれているモンスターじゃが、見み覚おぼえあるかの？」

「えっと……」

　おれは正直に答えるべきかどうか一いつ瞬しゆん迷った。だがリーネが「おれの肯こう定てい」を期待しているような、そんな気がして……だからおれは平静を装い、

「うん。全部知ってるモンスターだよ」

　と自信ありげに頷うなずいてみせた。

　すると、「おお」とか「マジかよ」といった声が周囲から上がった。

「これはワシの推測……裕貴の存在を肯定的に捉とらえた場合の……じゃが、もしかしたら裕貴はモンスターの専門家なのではなかろうか？　記き憶おくを失った経けい緯いなどは定さだかではないが、それもモンスター絡がらみなのかもしれぬ。そう考えてみると、裕貴が倒した敵が謎なぞの復活を遂とげてしまったのも、邪じや悪あくな存在が裕貴を目め障ざわりに思って『呪のろい』のようなものをかけた……というふうに考えられんかの？」

「随ずい分ぶんと都つ合ごうのいい話だな」

「肯定的に捉えた場合の話じゃと言っておろうが」リーネはマシューに反論を加えるとおれを見上げ、「とゆーわけで、裕ゆう貴き。ワシらに指し針しんを示すのじゃ」

「指針を？」

「うむ。我々はこの世界のことをもっと知る必要がある。そのためには前に進み、情報を集める必要があるわけじゃが、この大だい聖せい堂どうからどの方向に進めばいいのか、どの方角が安全なルートなのか、誰だれも答えを持っておらぬ。だから裕貴。敵の強さを大おお雑ざつ把ぱにでいいから、ランク付けしてくれぬか？　指針を示せ、とはそういう意味じゃ」

「……そういうことか」

　おれは頷うなずきつつ、リーネから八体のモンスターが描かれた白い紙切れを受け取った。背後でマシューが「ふん」と鼻を鳴らしている。リーネに主導権を握にぎられて苛いら立だっているのかと思ったら、「どうした？　早いところ指針とやらを示してくれよ」とおれをせっついてきた。言い方はぶっきら棒ぼうだが、どうやらおれにチャンスを与えてくれたようだ。

　……よし。ここはみんなの信用を得る意味でも、リーネやシャノンさんの期待に応こたえる意味でも、一点の曇くもりもない完かん璧ぺきな攻略情報を提供してみせるぞ。現実社会ではなんの役にも立たないモンスターの知識だけど、今、この瞬しゆん間かんだけは間違いなく必要な知識……。レベル99だから、みんなにハブにされて外に放り出されてもそう簡単に死ぬことはないだろうけど、敵を倒すことができない以上、一人では何をすることもできない。

　ならば──今おれがやるべきことは一つ。自分が有能な人間だということをマシューたちにアピールすることだ。それができなければ……おれは終わりだ。存在価値を示すことができなければ、現実世界の「目立たない自分」以下の惨みじめな存在に成なり下がってしまう──

　おれはその場に居い合あわせた現代物出身の女性キャラから手帳の切きれ端はしとペンを受け取ると、東西南北、各スポットに二体のモンスターというふうに割り振られている合計八体のモンスターがそれぞれなんのＲＰＧに登場するモンスターなのかを思い浮かべ、その後、ゲーム間の細かい仕し様ようの違いなどは加か味みせず、『適てき正せい討とう伐ばつレベル（敵のレベルではなく主人公側のレベル）』だけを基準に八体のモンスターをレベルの高い順に並べてみた。すると──

『東１　東２　西１　西２　南１　南２　北１　北２』

　というわかりやすい並びになった。この『東１』とか『東２』というのは東西南北、四ヶ所のスポットに登場する各モンスターを記号化したものだ。つまり、『東１』というのは『東の川に出現する二体のモンスターのうちの一匹』という意味。そしておれが示した並びを見ればわかる通り、『東１　東２』とか『西１　西２』というように各スポットに出現する二体のモンスターはランク的に似たり寄ったりだということがわかる。ちなみに一番弱い敵が出現する北の山道は『北１＝適正討伐レベル１』、『北２＝適正討伐レベル２』という組み合わせになっていて、この二体のモンスターは出身ＲＰＧが異なる。同様に他の方角も元ネタはそれぞれ異なるものの、適正討伐レベルは誤差の範はん囲いにおさまった。ここから先は推測だが……たとえば『ＡというＲＰＧに登場する適正討伐レベル５のモンスター』と『ＢというＲＰＧに登場する適てき正せい討とう伐ばつレベル５のモンスター』がいた場合、この二体のモンスターは同格と捉とらえてもいいのではないだろうか？　スポットごとに敵のランクをそろえるのはＲＰＧの常識といってもいい。この世界がＲＰＧのルールに則のつとっているのだとすればこの配置は必然と言える。

「現時点では北に進むのがベスト……ということでしょうか？」

「うん」おれはシャノンさんが出した結論に頷うなずき、「北が一番安全だと思う。危険度で言うと、東、西、南、北の順になるんだけど、南は当然として、東と西は南以上に危険だから、今は進まないほうがいいと思うな」

　思う、思うな──などと予防線を張った言い回しを咄とつ嗟さに使ってしまったが、おれの発言を受け、周囲からまたもや「おお」という驚おどろきの声が上がった。

「たしか北には山道があるんだったな」

「じゃな」

　マシューとリーネが言葉を交かわしつつ顔を見合せる。

　判定や如何いかに、といった雰ふん囲い気き。さて二人はどう出るか。

「──おい、ちょっと待て」

　二人の顔色を伺うかがっていると第三者からの横やりが入った。

　発言したのは『ドラゴンハンティング４』の登場人物、強面こわもての盗とう賊ぞくキャラだった。

　名前はゴラン。ゲーム中ちゆう盤ばんで主人公の仲間に加わるキャラクターなのだが、少々思い込みの激はげしい性格をしており、パーティー内のトラブルメーカー筆ひつ頭とうである。

　そのゴランがおれの前に出てきて、

「北のモンスターが一番弱いだと？　ガキ、貴き様さまの目は節ふし穴あなか？　モンスターが描かれた紙をよく見てみろ。北の二体は見た目からしてやべーだろうが。逆に貴様がもっとも危険だという東の川に描かれているマヌケ面の魚とか、手足のない丸っこいモンスター。こいつらはどう見ても雑魚ざこだ」

「い、いや、それは……」

　──見た目で判断すると痛い目に遭あいますよ……。

　おれはそう注意を促うながそうとしたのだが、ゴランの厳いかつい顔と身みの丈たけ二メートルはあろうかという上うわ背ぜいに圧倒され、言葉が上手うまく出てこなかった。

「おい──」とここでマシューがゴランの前に立ち、「お前はバカか？　敵の強さが見た目に比例するとは限らねーだろうが」とおれの言いたいことをきつい言葉と共に代だい弁べんしてくれた。

「あん？　そのガキがモンスターに化ばけてるって言い出したのはてめぇだろうが？　一体どっちの味方だ？　ああ？」

「ったくこの脳のう筋きん野や郎ろうは……。おれは可能性の話をしただけ──」

「とにかくだ！」ゴランはマシューの続く言葉をボリュームのある声で遮さえぎり、「逆だ。逆。危険度は『北、南、西、東』の順だ。進むべきは東。こいつはおれたちにデタラメな情報を流して、再び南の森で起きたような大だい惨さん事じを引き起こすつもりだ」

　一方的な物言い。マシューとは大違いだ。

　ゴランは言うだけ言うと取り巻きを引き連れて地上に続く階段に向かって歩き始めた。

「……まさか東の川に向かうつもりですか？　き、危険ですよ！」

「ふん、その手には乗らんぞ」ゴランが大きな背中をこちらに向けたままつぶやく。「誰だれでもいい。そのガキを見張っとけ。おれたちはこれから東に向かう。そいつの示した指し針しんが間違っていることを証明するためにな。ふっ、首を洗って待ってろ、化ばけ物ものめ」

「だ、だから危険だと──」

　制止の声を飛ばしつつ、足を一歩前に踏ふみ出したところ、さささ、とおれを取り囲んでいた数名の冒ぼう険けん者しやたちが地上に続く階段の前を急いで固めた。

「ま、マシュー。あの人やばいって。死んじゃうかもしれないよ？」

「……ったく、一人で先走りやがって……」マシューは階段の前で通せんぼうしている冒険者たちを横目で見つつ、「おい、東の川に出るモンスターはそんなにヤバイのか？」

「ヤバイなんてものじゃない。一発でも攻こう撃げきを食らったら終わりだよ……」

「その言葉、信用してもいいんだな？」

　マシューが神しん妙みような顔つきでおれを見つめてきた。表情にわずかだが疑ぎ惑わくの色が残っている。

　ここは……自分の気持ちを正直に伝えるべき。噓うそ偽いつわりのない、本ほん音ねを──

　噓の嫌きらいなマシューに誤ご魔ま化かしは通用しない。ど真ん中にストレートを投げ込むべきだ。

「おれ……南の森にあんな危険なモンスターがいるなんて知らなかったんだ」

「何？」

「知ってたら止めてたし、森の中でヤバイ存在だってことに気づいたからこそ、あのときマシューたちにサーベルホーンの弱点を伝えたんだ。おれ、直前にたくさんの死体を目もく撃げきしてたから、それもあって……おれの知識があればみんなを助けられるかもしれないって余計思って。今もあのときと同じ気持ちだよ。助けられる命なんだ。だから早くあの人を──っ」

「お前……」

　マシューの表情が変わった。疑惑の影は消え、表情に若じやつ干かんだが柔やわらかさが戻っている。

「迷っている場合ではありません！　早くあの方を追いかけましょう！」

「うむ。ワシも裕ゆう貴きの意見に賛成じゃ」

「お前らまで……」

「マシューさん？　あなたはまだ裕貴さんのことを疑うたがっているのですか？」

「……ふん。さっきまでは半はん信しん半はん疑ぎだったが……今はもう疑っちゃいねぇよ」

　マシューは小声でそうつぶやくと、

「ま、そういうことだ……」

　とおれを横目に見ながら頭をボリボリと搔かいた。何がそういうことなんじゃ。まったく素直じゃないのー、とリーネが茶化すと、マシューはバツが悪そうな顔で、

「……とっとと行くぞ！　手遅れにならないうちに！」

　そう言ってみんなの先頭に立った。

　やっぱり素直じゃないのー、とリーネがくすくす笑う。

　同感だけど、あんまりイジると逆ギレするからね。マシューの性格からいって……。

「退どけよ。お前ら」

　先頭のマシューは階段の前まで移動すると、出口を塞ふさいでいる男たちを睨にらみつけた。

「ダメだ。結論が出るまでここで大人しくしていろ」男の一人が言う。

「ああ？　退けって言ってんだろうが！」

　マシューが一ひと際きわ大きな声で叫ぶと男たちが一いつ斉せいに武器をかまえた。

「くそ……っ」

　応戦しようとマシューも腰のホルダーから武器を引き抜く。

「マ、マシュー……ダメだよ。ここでやり合うのは……」

　おれは慌あわてて止めに入った。チッ、と舌打ちしながら武器をホルダーに戻すマシュー。

「じゃあ、どうすんだよ？　このままじゃマズイんだろ？」

「そ、それは……そうなんだけど……」

　たぶんレベルがカンストしているおれだったらここを無理やり突破することも不可能ではないはずだ。でも、今のおれは卓たく越えつした身体能力を備えている。もしかしたら何かの拍ひよう子しに彼らを殺あやめてしまうかもしれない。サーベルホーンのように復活するのかもだけど、あの現象がモンスター限定だとしたら困ったことになる。

　いや、そもそも、彼らは敵ではない。

　味方同士で争い合うなんて、そんなの絶対に間違ってる。

　くそっ、どうしてこんなときに仲間割れなんかを……。

　東の川に出現するモンスターは一見すると弱そうに見えるけど、実際は『適てき正せい討とう伐ばつレベル60』の強敵。終しゆう盤ばんで戦うモンスターなんだ。初期レベルで相対しても返かえり討うちに遭あうだけ。

　どうすれば……どうすればこの事実を目の前の彼らに言葉で実証することが──




　結局、おれたちは……ゴラン一行の死体が川岸で発見され、それによっておれに対する疑ぎ惑わくが解消されるまで、地下から脱出することはできなかった。
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　ゴランたちの死──死体を発見したのは索さく敵てき系けいの魔ま法ほうやスキルを持った後こう方ほう支し援えん系のキャラクターたちで複数の目もく撃げき証言が上がってきたことから、ゴランの示した『もっとも安全なのは東』という推理はあっさり覆くつがえされた。

　その後、嫌けん疑ぎが解とけ、自由の身になったおれはマシューたちと共に北の山道に赴おもむき、そこに出現するモンスターが初期レベルでも倒せる最弱のモンスターであることを証明するため、レベル99の肉体を生かして自みずから壁かべ役やくを務め、みんなに安全な距離から飛び道具や攻こう撃げき魔ま法ほうなどで山道に出現するモンスターに『試ためし撃うち』をしてもらった。言葉で説明するよりもこうして実演に移したほうが手っ取り早く自分の主張の正しさを証明できると思ったのだ。

　結果は言うまでもなく──おれが示したデータの信しん憑ぴよう性せいは一気に高まった。

　そこからの流れはスムーズだった。まず先せん発ぱつ隊たいとしておれ、シャノンさん、マシュー、リーネの四人で北の山道を探たん索さくした。おれは山道に仕し掛かけられた見み覚おぼえのある罠わなやギミックなどをことごとく見破り、また同時にモンスターの弱点なども言い当てた。マシューには「まるで最初から答えを知ってたみたいだな……」とドキリとすることを言われたが、その一方でリーネは「すごいのー、すごいのー」と徐じよ々じよにおれに好意的な態度を取るようになっていった。シャノンさんは最初から最後までおれの味方でいてくれた。彼女がいなかったら今頃どうなっていたことか……想像しただけでゾッとする。

　山道を抜け、その先に広がる草原を進むと、高い壁に囲まれた巨大な街まちが見えてきた。

　おれたちはその街を当面の拠点とすることを決め、行列をなして巨大な扉とびらを通り抜けた。
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「思った以上に人が集まりましたね」

　シャノンさんが大だい会かい議ぎ室しつを覗のぞき込みながらこともなげにつぶやいた。彼女の背後にはリーネもいて、「ふぉー。壮そう観かんじゃのー」と目を丸くしている。

「ね、ねえ？　何人くらいいるのかな？」

「この大会議室には椅い子すが千脚ほどありますから、埋うまっている席の数から察するに……五百人くらいでしょうか？」

　シャノンさんが冷静な口調でおれの問いに答える。

　そんなに集まったのか……と一人戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、「正確に言うと五百七人だ」とマシューが階段を上がってくるなり補足を加えた。

「おい、裕ゆう貴き。署しよ名めい、持ってきたぞ」

「あ、ありがとう……」

　おれはマシューが無む造ぞう作さに差し出した羊よう皮ひ紙しを両手で受け取った。

　大だい聖せい堂どうのほぼ真北に位置するこの街にやってきて今日で三日目。

　この巨大な街にはＮＰＣらしき人々が無数に配置されていて、宿屋・道具屋・武器屋・防具屋など、様々なお店がそこかしこに建ち並んでいた。また人が住める設備を備えた住居なども多数存在した。

　街まちに入ると街の代表を名な乗のる初老のＮＰＣが姿を現し、「微力ながら冒ぼう険けん者しやの皆みな様さまを応おう援えんさせて頂きます」と初対面であるにもかかわらず過か剰じような親切心を発はつ揮きし、おれたちのために空あいている住居を開放してくれた（見知らぬ冒険者にこの待たい遇ぐうはないだろ！　というツッコミは誰だれからも入らなかった。マシューとか真っ先に言いそうなのに「当然だ」みたいな顔をしていた）。

　街には名前がなかった。それもそのはず。ここは、この世界の元ネタとなる百本以上のＲＰＧに登場する様々な町や村の特徴をツギハギしてできた街だったのだから。当然、「ここは○○の街だよ」とご丁てい寧ねいに街の名前を教えてくれるＮＰＣなど存在しなかった。

　──「草そう原げんの街」──

　冒険者たちはいつしかそう呼ぶようになった。周囲を草原に囲まれている、というただそれだけの理由で生まれた呼こ称しようだが……まあ、わかりやすくはある。

　さて──

　草原の街に移住してまもなく、多くの冒険者からの支持もあって、シャノンさん、マシュー、リーネの三人を中心メンバーに据すえた「中ちゆう央おう司し令れい部ぶ」という組織が設立され、街のど真ん中にそびえ立つ真っ赤なレンガ造りの五階建ての建物を拠点とすることが決まった。

　ポストも決定し、マシューが戦せん闘とう面におけるリーダーを、リーネが救きゆ護うご班はんの責任者を務つとめることになり、シャノンさんは中央司令部のトップをサポートする補ほ佐さ官かんに決まった。

　そして……そして困ったことに……。

　おれはその「中央司令部」なる組織で、最高責任者に選ばれてしまったのだ。

　与えられた役やく職しよく名は軍ぐん師し──

　中央司令部のトップの役職は軍師であって司令官ではないのだ。これはシャノンさんが「軍師のほうがカッコいいです！」と妙な理屈を展開したのがきっかけで……これに他のみんなが便びん乗じようして面白がった結果、軍師がトップの役職名になってしまったのだ。そして、おれはみんなから軍師さんとか軍師様などと呼ばれるように。マシューは隊たい長ちようとか隊長さん。シャノンさんとリーネは名前で呼ばれることが多いみたいだ。

「幸さい先さきがよいの～。まさかこれほどたくさんの人が集まるとは～」

「はん、バカか」マシューがリーネを見て鼻で笑う。「この会かい議ぎ室しつの中にいるヤツらは、『とりあえず、こいつについていけば安全かもしれない』という程度の認識で集まったにすぎない。こいつを──裕ゆう貴きを心の底から信頼しているヤツなんてまだいないと思え」

「だよね……」

　今日は「中央司令部」の活動初日。シャノンさんが中心となってメンバーの募ぼ集しゆうをかけたところ、拠点であるこの建物──通称、『赤レンガ』──の二階にある大会議室に五百人以上の冒険者が集まった。マシューが言うには五百七人。全体の約半数だ。

　現在、この街まちにはＲＰＧのキャラクターが千人以上暮らしていると思われる。この「千」という数字は大だい聖せい堂どうの地下で発見されたＡＴＭみたいな「端たん末まつ（入力デバイスがついていないのでこの言い方は正確ではないかもしれない）」に表示された合計「二百本」のタイトルをおれの脳内データベースと照らし合わせて算出したものだ。もっともこれは概がい算さん。端末に示された二百本のタイトルの中にはおれの知らないゲームが何本かあった。

　たぶんシャノンさんはその中の一本……おれの知らないゲームに登場するキャラクターなのだと思う。シャノンという名前の女おんな騎き士しには聞きき覚おぼえがないから。

「裕ゆう貴きさん？　準備はよろしいですか？」

　そのシャノンさんがくりくりした大きな瞳ひとみをこちらに向けてきた。

　おれは、「うん……」と戸と惑まどいがちに頷うなずき、大だい会かい議ぎ室しつを覗のぞき込む。

　す、すごい人の数だ。緊きん張ちよう感かん半はん端ぱねぇ……。

　これからおれは大会議室に集まった五百七人の前で、中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップとして所しよ信しん表明の演説を行わなければならない。マシューには「まあ軍ぐん師しつっても、お前は敵とは戦えないからな。お前は情報収集とその分析が主な仕事だ」と言われていたから、黙もく々もくと作業するだけなら人と接する機会も少ないだろうし、それならおれにでもなんとかこなせそうだな、と思っていたのだが……。騙だまされた。所信表明の演説って、いきなりハードル高すぎるだろ。

「裕貴さん、ビシッと決めてください」

「男を見せるのじゃ。裕貴」

　シャノンさんとリーネがおれにハッパをかける。

　プレッシャー大。緊張感増大。……全身ガチガチなり。

「お前、本当に大丈夫か？　顔真っ青だぞ？」

「……だ、大丈夫だよ……」

　おれは気持ちを落ち着かせようと何度か深しん呼こ吸きゆうを繰くり返し、先ほどマシューから受け取った数枚の羊よう皮ひ紙しに目を落とした。その柔やわらかい繊せん維い質しつの羊皮紙は、目の前の大会議室に集まった人たちの名前で埋うめ尽つくされている。中に入る前に一人一人署しよ名めいをお願いしたのだ。

　よし、全員……知ってる名前だ。顔もちゃんと思い出せる。

「よし、中に入るぞ」

　マシューに促うながされ、おれたち四人は大会議室に足を踏み入れた。

「あいつが軍師？」

「弱そう」

「いやいや。どんな敵も一いち撃げきで粉ふん砕さいするらしいぜ」

「でも倒した敵が謎なぞの復活を遂とげるんだろ？」

「モンスターに呪のろいをかけられてるとか聞いたが」

　そこら中から話し声が聞こえてくる。誰だれも彼もがおれを品しな定さだめしているようだ。

「…………っ」

　おれは全員の前に立つと、ゴホン、とわざとらしく咳せき払ばらいをした。

　演説が始まるのか、とみんな思ったのだろう。話し声が途と端たんに止やんだ。

「み、みなさん……初めまして──」

　おれはまず小学生でもできるようなテンプレート的な挨あい拶さつから入った。

　堅かた苦くるしい挨拶。面白みのない言い回し。──だがそれは仕方のないこと。おれは普通の高校生。特別な能力を持っているわけではないのだから……。

　……でも。今のおれは軍ぐん師し。中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップ。大だい聖せい堂どうの地下でマシューたちの信用を勝ち取ったように、ここでもまたみんなの関心を誘さそわなければならない。

　言葉でみんなの気持ちを動かすのは無理。おれにそんな話わ術じゆつはない。……だから──

　無ぶ難なんでありきたりな自じ己こ紹しよう介かい。おれは伝えるべきことを伝えたあと、微妙に間を取った。

　そして──

　最前列の左端に座るツインテールの女の子を見やり、

「──クレア・ナッシュさん──」

　と震ふるえる声でその名前を呼び上げた。

　一いつ瞬しゆんの間。目を丸くしたツインテールの少女の髪かみが派は手でに揺ゆれ動いた。

　おれは、ゴクリ、と唾つばを飲のみ込んだあと、少女の隣となりに座る男性に視線を移し、同じようにカンニングペーパーなどは見ずに本名を言い当てた。

　いける。最後まで……全員いけるぞ。

　本来、自分は人の上に立つような人間ではない。現実でもそういうタイプではない。たしかにこの世界では自分が過去にプレイしたＲＰＧの知識が役に立つ。人が持っていない有益な情報を公開すればみんな速そつ攻こうで食いついてくるだろう。だけどさっきマシューが言ったように現時点でのおれは『とりあえず、こいつについていけば安全かもしれない』という程度の認識しか持たれていない。完全に信用を得ているわけではないのだ。

　しかし、信用というものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで得られるようなものではない。

　誠実な対応、その積み重ねが信用に結びつくのだ。

　とはいえ、この最初の挨拶は肝かん心じん。無難な言葉を並べ立てるだけでは芸げいがない。

　インパクトだって薄うすい。おれはみんなをがっかりさせたくなかった。

　そこでおれは集まった冒ぼう険けん者しやのフルネームをメモなしで諳そらんじることにしたのだ。

　多くはもともと知っているキャラクターだからセコイと言えばセコイ。

　だけど、仲間の名前を覚おぼえる──これはとても大切なことだと思うのだ。

　相手に興味がなければ名前なんて覚えようとはしないはずで、逆に言えば名前を覚えるのは相手に対する興味の証あかしと言える。実際、おれはみんなに興味津しん々しんだ。だってここに集まっている冒険者たちは、おれが何度も何度も繰くり返しプレイしてきたＲＰＧに登場する大好きなキャラクターばかりなのだから。

「──マシュー・オリバーさん。アレクサンドリーネさん。シャノン・マールブルクさん」

　最後におれは背後を見やり、最初に味方になってくれた三人の名前を口にした。

　途中で何度かどもったりもしたが……。

　しかし、どうにかこうにか全員の名前を諳そらんじることができた。

　椅い子すに座っている五百七名。シャノンさんたちを合わせると五百十名だ。

「……以上、五百十名。ここに集まってくださったみなさんの名前です。こうしてみなさんの名前を口にしたのは、みなさんと対等な関係にありたいと思っているからです。私は権力を振りかざすつもりはありません。正しいことは正しい、間違っていることは間違っている、と。そういう当たり前のことが言えないような組織にはしたくないのです」

　しん、と静まり返った室内におれの声が響ひびく。

「私は……自分が何なに者ものなのかよくわかっていません。私自身は……その、モンスターではないと思っていますが、中には私のことを疑うたがっておられる方もいるでしょう。でも、これだけは言わせてください。私は絶対にみなさんの敵にはならない。たとえ自分の正体がモンスターであったとしてもです。それだけは信じてください」

　おれは、今の自分の現状、現実世界のこと、元の世界に帰りたいという思い──頭をよぎる様々な思いを胸に徹てつ夜やで考えた拙つたない演説の文句を室内に響かせる。

　もし自分にＲＰＧの知識がなければ、両手に刻きざまれた数字が99ではなかったら、自分の性格からいって、ここまで大だい胆たんに立ち回ることはできなかっただろう。

　ゲームの知識とレベルがカンストしているという事実。この二つがおれに勇気を与えてくれたのだ。もちろん──シャノンさんたちが味方になってくれたこともある。

　絶対に生いき延のびてみせるぞ……この世界で。

　シャノンさんたちゲームのキャラクターはその多くが「モンスターの討とう伐ばつ」や「世界平和の実現」を目的に行動している。おれは彼らにとってはおそらくイレギュラーな存在なんだろうけど、でも、この世界のことを知るためにはみんなと同じ流れに乗らなければ──

「──おれの……私の話は以上です。どうぞこれからもよろしくお願いします！」

　演説終了後──

　パチパチパチ、と最初は疎まばらな拍はく手しゆから始まり……だが次し第だいに拍手の数が増えていき、最終的には割れんばかりの拍手と歓かん声せいが会かい議ぎ室しつを包み込んだ。

　おれは何度も何度も頭を下げた。あとでマシューに「卑ひ屈くつすぎだ」とたしなめられたが、膨ぼう大だいなＲＰＧの知識を有する自分の圧倒的なアドバンテージを思うと、どうだ、と胸を張る気にはとてもなれなかった。むしろ後ろめたい気分だった。だけどホッとしたのも事実。

　不安は尽つきないけど……でも、もうこうなったらやるしかない。

　おれは決意を胸に、巻まき起こる拍手と歓声に向かってもう一度頭を下げた。













　　　　　ＡＣＴ２　混沌～Less tidy world～







「裕ゆう貴きさん！　出ました！」

　青々とした草木が目立つ草そう原げんの真まっ只ただ中なかをシャノンさんと二人で歩いていると、道脇の草むらからヘビ型のモンスター──ブラックスネーク──が飛び出してきた。このモンスターは『草原の街まち』の周辺に出没するザコ敵の一種で、適てき正せい討とう伐ばつレベルは６。このモンスターとは毎朝のように顔を合わせているので、おれもシャノンさんもこいつの不ふ意い打うちにはなれている。

「やああああ──っ！」

　シャノンさんが覚おぼえたての技わざでブラックスネークを攻こう撃げきする。身体からだを一回転させながら敵を斬きりつけるスピード感のある剣けん技ぎだ。これが見事ヒットし、ブラックスネークは「シャアアアアッ」と耳みみ障ざわりな悲ひ鳴めいを上げ、空に架かかる虹にじを砕くだいたような色鮮やかな粒りゆう子しをあたりに飛び散らせながら消滅した。

　今しがたシャノンさんがブラックスネークを倒す際に放った『エリプス・スピン』というスキルは、彼女が所属する聖フォーリア騎き士し団だんの騎士団長が得意とする剣技の一つらしい。シャノンさんがこの剣技を習得したのはほんの二日前のこと。シャノンさんは新しい剣技を覚えると、「裕貴さん、見てください！」と幼い子供みたいに得意げに披ひ露ろうするので、スキル習得のタイミングが非常にわかりやすい。だからわかるのだが、シャノンさんたちゲームのキャラクターはレベルアップ──レベルが上がると手の甲こうの刺青いれずみが一ひと際きわ大きく光る──の直後に新しいスキルを習得しているフシがある。

　本来、魔ま法ほうや特技などの習得方法はゲームによって異なる。もっとも一般的なのはレベルアップによる強制習得だろう。他にもレベルアップ時にポイントを割り振って任意の魔法や特技を覚える方法、お店で購入するタイプ、宝たから箱ばこの中に魔法書や奥おう義ぎ書しよみたいなものが入っているケース……などなど、他にもいろんな習得方法がある。

　レベルアップによる強制習得──これは該がい当とうキャラのレベルさえ把は握あくしていれば、現在使用できる魔法や特技はほぼ推測が可能だ。お店や宝箱、イベントによる習得も注意深く観察していればわからないことはないはずだ（といっても、草原の街には魔法や特技は販売されていないし、宝箱の中に魔法書が入っていたという話も聞いていない。イベントもしかり）。把握が難しいのはキャラクターが任意の魔法や特技を習得できる場合。これが本物のゲームだったらコントローラーを操そう作さして自分の思い通りにキャラクターを育成することができるのだが、この世界にはキャラクターを動かすためのコントローラーは用意されていない。レベルがわかればある程度のことは推測できるが、スキルの習得にはバリエーションがあるから、特定のキャラが現在使用できる魔ま法ほうや特技を正確に把は握あくしようと思ったら、積極的にコミュニケーションを取るしかない。

　レベルの把握とコミュニケーション。大事なのはこの二つだ。

　特にモンスターと戦う場合、前者の把握は必ひつ須す事じ項こうといってもいい。

　なぜならこの世界にはレベル以外に強さの目安がないからだ。

　各キャラクターの詳しよう細さいなステータス、現在のＨＰやＭＰ、戦せん闘とう中のダメージ表示。ＲＰＧでは当たり前のように確認できる情報が、この世界では表示もされないし、確認もできない。これはかなり厄やつ介かいなことだ。ただ、この世界……ゲームシステムの異なる二百本のＲＰＧがごちゃ混ぜになったカオスな世界であるにもかかわらず、おれの脳内データベースに記録されている各モンスターの『適てき正せい討とう伐ばつレベル』は有効だったりする。どうやらゲーム間の数値格差はなんらかの方法で是ぜ正せいされているようで、『ファイナルファントム』のレベル１、『ドラゴンハンティング』のレベル１、『堕だ天てん使しのトワイライト』のレベル１。どのゲームのレベル１もイコールで結んで差さし支つかえないようなのだ。

「ふぅ……なんとか片づきましたね。裕ゆう貴きさん、街まち周辺のパトロールはこれくらいにして、そろそろ街に戻りましょう」

　シャノンさんが長ちよう剣けんを腰の鞘さやに戻す。

「そうだね」

　おれは頷うなずき、シャノンさんと並んで歩き出す。てくてく歩きながら前方を見渡すと、背の高い焦こげ茶色の防ぼう壁へきに囲まれた『草そう原げんの街』の外観が目に入った。パトロール目的で街周辺をうろうろしていただけなので、ここからなら数分もあれば街に戻れる。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶが発ほつ足そくして今日でちょうど一週間。その間、おれは朝のパトロールを一日も欠かしたことがない。規則正しい生活を実じつ践せんしているわけだが……しかし、実際のところ、スケジュール管理は完全にシャノンさん任まかせだ。

　この朝のパトロールにしてもそう。提案者はシャノンさんなのだ。

　中央司令部の活動初日、夜明け前の時間帯に彼女が突然おれの部屋に侵入してきたときは、「こ、こ、こ、これはまさか……夜よ這ばいならぬ朝這いか？」とドギマギしたが、このときシャノンさんの口から飛び出した言葉は、「裕貴さん！　朝のパトロールに出かけましょう！」という極きわめて健全なものだった。そしてその日から早朝は「街周辺のモンスター退治」[image: →]「道具屋で回かい復ふくアイテムを補充」[image: →]「街の中を適当に散策」というルーチンワークをこなすようになった。もっとも、モンスターは『無む限げん湧わき』みたいなので、いくら狩かったって根ね絶だやしにすることはできないし、モンスターが街の中に侵入してくることもＲＰＧの常識からいってありえないのだが……。しかし、戦闘の利点にレベルアップとお金稼かせぎがある。だからおれはシャノンさんが提案したこの朝のパトロールに特に反対しなかった。

　こう言うと渋しぶ々しぶ承しよう諾だくしたみたいだが、実のところこの朝のパトロールはおれにも利がある。さっきのスキル習得に関する考察なんかがいい例だ。この世界を構成するピースの元となるのは大だい聖せい堂どうの地下で発見された謎なぞの端たん末まつに表示された二百本のＲＰＧなわけだが、それらをどのような形で組み合わせているのかはまだまだ未知な部分が多い。つまり、おれにも試したいことが山ほどあるわけだ。

　──ガサガサッ。

「裕ゆう貴きさん、気をつけてください！　また例のモンスターです！」

　街まちまであと数十メートルというところで再びブラックスネークが出現した。

　しかも今度は二体。

「行きます……っ」

　シャノンさんが小気味いい音を響ひびかせながら剣を抜く。

　彼女の現在のレベルは８。ブラックスネーク二体程度ならおれが壁かべ役やくを務めるまでもない。

　そういえば、攻こう撃げきするときに手を抜けば「一いち撃げき粉ふん砕さい[image: →]即復活」の無意味なコンボを回避できるのではないだろうかと思ったのだが、攻撃時に手を抜くとそもそも敵にダメージを与えることができなかった。それなりの精せい度どを保って攻撃しないとミス扱いになるらしい。つまりおれの攻撃は、当たれば「一撃粉砕[image: →]即復活」、当たらなかった場合は「ミス」と、本気を出そうが手て加か減げんしようが、敵にダメージを与えることはできないようなのだ。ちなみにこれら一連の現象は素手だろうと武器を使おうと結果は変わらない。手や足は自分の身体からだの一部なのだからわかるのだが、どうして武器を使った場合でも敵が復活を果たすのかは謎なぞだ。おれの身体から武器になんらかの力が伝わっているのだろうか？

「やああああ──っ！」

　マントがふわり、スカートもふわり。

　シャノンさんはオタク用語で言うところの絶ぜつ対たい領りよう域いきを堅けん持じしたまま剣を振るう。ゆらゆらと揺ゆれる胸むな元もとの十字型のペンダントがたまに太陽の光を受けてキラリと光る。

　おれは華か麗れいで可か憐れんなシャノンさんの戦う姿を後方で眺めながら、「シャノンさんって『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』の登場人物なんだよな……たぶん」と心の中でつぶやいた。

　この一週間、シャノンさんの生い立ちや、彼女が所属しているという騎き士し団だんの話を聞かされているうちに、もしかしたら、と思うことがあった。特に二日前にシャノンさんが覚おぼえた『エリプス・スピン』という剣けん技ぎを間近で見たとき、おれはエリプスという言葉に過か剰じよう反応を示した。というのも、小学校低学年の頃、エリプスという言葉の意味がわからず母親に尋たずねた記き憶おくがあり、エリプスという言葉が日本語で楕だ円えんを意味することをおれは今でも思い出すことができるのだ。そして、その過去の記憶を頼りに二百本のＲＰＧのタイトルが記された羊よう皮ひ紙しを眺めてみると、『夜明けの救世主』というタイトルのところで目が止まった。おれの記憶にないタイトルは他にも何本かあるのだが、このタイトルを目にしたとき、『エリプス・スピン』という剣技のエフェクトと荒いポリゴンの女騎士が戦う姿──小学生時代の懐なつかしい記憶が脳のう裏りをかすめたのだ。

　ただ、シャノンさんが登場するそのゲームをプレイした記き憶おくはあるものの、クリアした覚おぼえはまったくない。というかクリアしたのならＲＰＧコレクションの一本として自室のラックに大切に保管しているはずだし、登場人物やモンスターの詳しよう細さいなデータなども頭の中に入っているはずだ。

　小学校低学年といったら──

　ちょうどＲＰＧに触れた時期がそのくらいだよな。だとしたら覚えてなくて当然かもな。おれがＲＰＧに本格的にハマったのは小四のときにプレイした『ファイナルファントム10』が直接のきっかけだし……。

　おれがゴチャゴチャ考えている間に戦せん闘とうは終わっていた。

「あ、宝ほう玉ぎよくが……」

　シャノンさんが、モンスターがドロップした赤い宝玉を拾い上げる。この宝玉はとあるゲーム中に登場する換かん金きんアイテムで、この世界ではこれをショップに売り払うことでしかお金を得ることができない。モンスターが直接お金を落とすことはないってことだ。

　ちなみに、この世界のお金は全すべて紙し幣へいで表されており、通つう貨か単位は『ＧＵ』という元ネタ不明の表記で統一されている。紙幣は１、10、１００、１０００、１００００と五種類あり、それら紙幣には偉い人じんの肖しよう像ぞう画がや写真などは印刷されておらず、金額が印字されている以外は紙幣全体に不思議な模も様ようが散りばめられているだけだった。通貨単位が『ＧＵ』に統一されているのは各ゲームの通貨単位をゴチャ混ぜにして使ったら買い物が不便になるからではないだろうか、とおれは推測しているのだが、真実のほどは定さだかではない。







　街まちに戻ると、ＨＰ回かい復ふくアイテムを補充するため、その足で道具屋に向かった。街の東側に一いつ軒けんだけある道具屋にはＲＰＧ二百本分のアイテム──ゲーム序じよ盤ばんで手に入るＨＰ回復アイテムのみ──とこの付近の地図が販売されている。ＭＰや状態異常を回復するアイテムや蘇そ生せいアイテム、その他、便利アイテムは売っていない。アイテムの価格は各ゲーム内における売うり値ねがそのまま反映されているのだが、通貨が『ＧＵ』という単位に統一されているため、アイテム間のコストパフォーマンスには大きなばらつきがある。

　たとえばこの道具屋には『ＨＰを１００回復するアイテム』が百種類近く販売されているのだが、今説明したように売値は各ゲームの販売価格をそのまま踏とう襲しゆうしているから、効果は同じなのに値段はてんでバラバラという不思議な現象──いや、仕し様ようと言うべきかな？──が起きている。当然、売値の桁けたが大きいアイテムよりも桁が小さいアイテムのほうが費用対効果に優すぐれている。……それにしても、通貨単位は統一されているのにどうしてアイテムは各ゲームの仕様に沿そった形で販売されているのだろうか？　キャラクターのステータスだって桁は統一されているんだから、アイテムもそうしろよ、と思わなくもない。

「じゃあ、これを三個」

　おれは昨日からの戦せん闘とうで消費した『回かい復ふくスプレー』を補充した。

　このアイテムは人気商品の一つだ。おれが街まちの大だい掲けい示じ板ばんに『コストパフォーマンスに優すぐれた回復アイテム』と題して『回復スプレー』を紹しよう介かいしたところ、たちまち大人気になったのだ。

　シャノンさんたちゲームのキャラクターはモンスターにしても、アイテムにしても、その知識は白紙同然のようなので、ここでもおれの脳内データベースが役に立った。キャラクターによっては『スプレー』という概がい念ねんに馴な染じみがなく、使用方法がわからなかったり、誤あやまって顔にスプレーをかけてしまったり、と悪あく戦せん苦く闘とうするケースもあって、シャノンさんなんかも最初は「な、何か出てきました!?」とスプレーの噴ふん射しや力りよくにびっくりしていた。

「さてと」

　おれは無ぶ愛あい想そうな店主から目をそらし、ひと気のない店内を見回した。

　……あれ？　シャノンさん、どこに行ったんだろう？

　おれは腰の道具袋に『回復スプレー』をしまいつつ、小走りで店の外に移動する。木製の扉とびらを手で押し開けると、「軍ぐん師しならマントくらい羽は織おれよ」とマシューに言われて仕方なく羽織った黒いマントが突風に煽あおられて水平方向に泳ぎ出した。

「やっぱり、お食事タイムか……」

　シャノンさんは店先に設置してある水色のベンチに腰かけ、紙袋に入ったアップルパイを食欲旺おう盛せいなハムスターみたいに頰ほおを膨ふくらませながらむさぼり食っていた。

「もぐもぐっ」

　よほど好きなんだな。アップルパイが。

「はぐはぐっ」

　幸せそうだなぁ……。

「はむはむっ」

　シャノンさんはアップルパイを食べ始めると周囲の風景が見えなくなる。おれは初めてこのシチュエーションと遭そう遇ぐうしたとき、シャノンさんが全すべてのアップルパイを食べ終えるまで生なま温あたたかい目で見守っていたのだが、彼女は食事を終えると、「ハッ……私としたことが」と夢から覚さめたように目を見開き、隣となりに座っているおれの存在に気づくと「はううっ……」と酷ひどく恥はじ入った。おれはその一件以来、シャノンさんに恥を搔かかせないように「はふぅ……」と彼女が満足げに目を細め、アップルパイワールドから帰き還かんするまで極きよく力りよく近寄らないようにしている。

　ちなみにシャノンさんが食べているアップルパイはれっきとしたＨＰ回復アイテムだ。ところが彼女に限らずゲームのキャラクターたちは道具屋で販売されている食べ物系の回復アイテムを食料だと思い込んでいるフシがある。道具屋の店主がアイテムの詳くわしい効果や使い方を教えてくれないのでこれは仕方がないと言えば仕方がない。……もっとも、食べ物系の回復アイテムは即効性のある『回かい復ふくスプレー』などとは違い、実際に口の中に入れないと効果を発はつ揮きしないので、この件についてはあえて指摘する必要もないか、とおれは思っている。

　余談だが、この街まちの武器屋と防具屋には各ＲＰＧの初期装備のみが売られている。のみ、といってもＲＰＧ二百本分の初期装備だからその数は膨ぼう大だいだ。そして、どういうわけかシャノンさんたちゲームのキャラクターは、そんな膨大な数の装備品の中から自分が装備できる武器・防具を瞬しゆん時じに見分けることができる。これはちょっと不思議な現象だ。食べ物系の回復アイテムは食料だと誤ご認にんするのに、武器や防具ではそういった勘かん違ちがいがないのだから。

　まあ、武器や防具は誰だれもが使用可能なアイテムと違って、キャラによって装備できるものと装備できないものがあるからなぁ。新しい武器や防具が手に入るたびに全員分の装備品をコーディネートしてたら日が暮れちゃうもんな……。







　シャノンさんのアップルパイタイム終了後──

　街の中を二人でパトロールしていると、「あ、シャノンさん」とか「おはようございます、シャノンさん！」とか誰かとすれ違うたびに声がかかった。……主おもにシャノンさんに。中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップは実質おれだというのに、「ああ、軍ぐん師しさん。いたんですか」とみんなおれをおまけ扱あつかいする。たぶんそれだけおれは存在感が薄うすいのだろう。容姿もパッとしないし、未いまだに一部の人たちにモンスターだと疑うたがわれているし。もちろん一番の理由はおれの存在を搔かき消すほどの魅み力りよくをシャノンさんが備えていることにある。

　シャノンさんは今や中央司令部の顔かお役やくといってもいい存在だ。彼女がいなければまとまる話もまとまらない。どちらが軍師なのかわからないな、と思うこともしばしばだ。

「そういえばシャノンさん。道具屋に売ってる『さくさくチョコレート』は食べた？」

「いえ、初耳です。私はアップルパイ一ひと筋すじですから」

「一いち途ずっすなぁ……」

「そういうあんただって『ふわふわロールケーキ』ばっか食べてんじゃん」

　たいていの人とはすれ違うだけなのだが、たまにこうして立ち話を始めることがある。

　相手は中央司令部所属の女子二人組。どちらの女の子も人当たりのいい性格をしている。

　こういうの……苦手なんだよな……。

　おれはシャノンさんたちと距離を置き、噴ふん水すい広場のほうへフェードアウトした。

　はっきり言ってあの輪の中に身を投じる勇気はない。

　そもそもおれは教室の端はしっこで存在感を消し、クラスの中心人物たちが繰くり広げるリア充じゆうトークを「くそくそっ！」と思いながら盗ぬすみ聞ぎきするのがデフォ。スポットライトの当たる舞ぶ台たいの上に縁えんがないのは当然として、裏うら方かたとして活動した経験すら皆かい無むで、いつだって観客席で指をくわえてリア充たちの活かつ躍やくを見ているだけだった。

　なんの因いん果がか、今は表おもて舞ぶ台たいに立ってるけど……形式的なやり取りならともかく、ああいう日常的なフリートークはやっぱり苦手だなあ……。

　噴ふん水すいの上がる様さまを眺めながら取とり留とめのない退屈な時間を過ごしていると、

「──お前が中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しだな」

　低くよく通る声がおれの背中にかかった。振り返るとそこには黒い鎧よろいを身につけた長身の男が立っていて、無表情でおれを睥へい睨げいしていた。

「えっと……」

　おれがその能のう面めんのような顔を控ひかえ目めに見上げると、

「ふん。近くで見ると随ずい分ぶんとガキ臭くさいんだな」

「が、ガキ臭いって……」

　いや、まあ……その通りだけどさ。

「よくそのなりで組織のトップに立てたものだ。まあ、お前のような人間が軍師をやっている組織だ。誰だれが手を下さずとも瓦が解かいするのは目に見えている」

　くく、と目を眇すがめながら笑い声を上げる鎧の男。辛から口くちにもほどがある。

　……つーか、誰か助けてください。メッチャ恐いです、この人……。

「なぜお前のような人間のもとに人が集まったのか、まったくおかしな話だ」

　ん？　このビジュアル、この酷こく薄はくな性格はもしかして──

　えっと、あれだ。マシューと同じ『ファイナルファントム６』の登場人物、ヴェルナー・フォン・シュターディオンだ。うん、腰のホルダーにマシューの『ホワイトフェンリル』とよく似た武器を差してるし、おそらく間違いない。

　ヴェルナーは小国の王子という設定で、ゲーム中では人を人とも思わない冷れい酷こくな性格の持ち主として描かれており、序じよ盤ばんは主人公であるマシューと敵対している。戦せん闘とう中のみ黒いマスクを装着し、全身黒ずくめの格好で敵と戦う。メイン武器は『ブラックインフェルノ』。これもマシューの武器『ホワイトフェンリル』みたいにモードを切り替えることができる。マシューと比べると銃じゆうのほうの性能は落ちるが、変へん幻げん自じ在ざいのランスモード──魔ま法ほうの力でその長さを自由に変化させることができる──は攻こう撃げき力も命めい中ちゆう率りつも共にマシューを上回る。

「ん？　裕ゆう貴きさん？　この方は？」

　おれがヴェルナーに一方的にいびられていると、女の子たちと世せ間けん話ばなしに花を咲さかせていたシャノンさんがいつの間にかおれの側そばに立っていた。

「邪じや魔まが入ったな」

　ヴェルナーは、ふん、と鼻を鳴らしたあと、ゆっくりと身体からだの向きを変え、「胡座あぐらを搔かいていられるのも今のうちだけだ」と言い残し、日の当たらない路ろ地じの奥に姿を消した。

「お知り合いですか？」

「いや……」

　おれはヴェルナーが消えた狭きよう小しような路地を見ながらつぶやいた。

　たしかヴェルナーが仲間に加わるのは中ちゆう盤ばん以降だったと思うけど、この世界ではそういうのってどういう扱いになってるのかな？　キャラクターとかモンスターとかアイテムとかはオリジナルのまま登場してるけど、ストーリー関連のイベントは今のところ皆かい無むなんだよな。

　日々新たな発見があるものの、まだまだわからないことばかり。

　でも、まあ……焦あせっても仕方ない。ゲームの攻略──シャノンさんたちにとっては世界を救う旅──に時間制限が設もうけられているわけではないし、気長にやっていこう。
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「二人ともおはよう」

　拠点に戻り、ＮＰＣが経営している一階の食堂に向かうと、マシューとリーネが向かい合って食事をとっていた。

「裕ゆう貴きー。おはーなのじゃー」

「お前か。ちょうどよかった」

「ん？　何が？」

　ＮＰＣから受け取ったＡランチ──朝だろうが夜だろうが出てくるのはＡからＤまであるランチのみ。一応元ネタはわかっているけど、あまり面白い設定は盛り込まれていないので詳しよう細さいは省はぶく──を温かみのあるテーブルの上に置き、マシューの隣となりに腰かける。

「なんの話ですか？」

　少し遅れてシャノンさんがやってきた。彼女は先ほど立ち話をしていた女子二人組からもらったらしい『さくさくチョコレート』とセルフサービスのお茶をお盆ぼんの上に乗せていた。

「お前、またパトロール中にアップルパイ食べたな？」

「た、食べてません……」シャノンさんがマシューの鋭い指摘に全力で首を振る。

「口の端はしにパイ生地がついてるぞ」

「え!?　う、噓うそです!?」と叫びながら口の周りをナプキンで拭ぬぐうシャノンさん。

「くくっ」

　もちろんパイ生地などついていない。マシューの意地の悪さは筋すじ金がね入りだ。

　マシューみたいな主人公は、九十年代の中頃から見られるようになった新しいタイプの主人公で、それ以前はこういう捻ひねくれタイプは主人公のライバルキャラという位置づけが大半だった。おれはリアルタイムで触れた世代ではないのでなんとも言えないのだが、当時は目め新あたらしい主人公だったという話をネット掲けい示じ板ばんで目にした覚おぼえがある。

「むほー、美び味みじゃー。今日もＢランチは最高なのじゃー」

　二人のやり取りなど気にも留とめずリーネが白いごはんを搔かき込んでいる。

　彼女は大食いキャラだ。加えていくら食べても太らない体質。わりと定てい番ばんの設定だ。

　そういや、食事とか睡すい眠みんとか排はい泄せつとかってちゃんとあるんだよな、この世界。

　不思議なことにおれの身体からだは戦せん闘とう面を除のぞけばあとは生なま身みのそれとほとんど変わらない。食うものは食うし、出すものは出す。ならばおれの身体を輪わ切ぎりにすれば中から各種内ない臓ぞう器き官かんが飛び出してくるのだろうか？　心しん臓ぞうは？　胃は？　仮にちゃんと存在していたとして、それは正しよう真しん正しよう銘めい、本物の内臓器官なのだろうか？　おれのこの身体は現実のそれと同じもの？　それとも精神のみがこのゲーム世界にアップロードされていて、人や物や風景などを本物であるかのように錯さつ覚かくしているだけ？

　ここまで来るともうマトリックスの世界だな……。

　おれは見た目も味も本物としか思えないスープを口に運びつつ、「食べただろ」「食べてません！」となおも意地の張り合いを続けているシャノンさんたちを見やった。

「ねえ、マシュー？　何か話があるんじゃなかったの？」

　二人の子供っぽい言葉のやり取りは見ていて和なごむものがあったが、さすがにシャノンさんが可哀かわい想そうになってきたので、おれは横から口を挟はさんだ。

「ん、ああ、そうだったな」マシューがシャノンさんから視線を外はずす。

「さっき『ちょうどよかった』って言ってたから例によって朝の報告？」

　おれがそう訊きくと、「そうだ」とマシューが頷うなずき、テーブルの上のトレイを脇わきに寄せ、懐ふところから取り出したＡ４二枚分くらいの大きさの地図を空あいたスペースにふわっと広げた。大だい聖せい堂どうで手に入れた地図ではない。この街まちの道具屋で売られていた新しい地図で、大聖堂から北に進んだエリア一帯──中ちゆう央おう司し令れい部ぶではなんの捻ひねりもなく『北エリア』と呼んでいる──の地形を示したものだ。

　現状、大聖堂の南、東、西の三方向は出現する敵のランクが高すぎるので、探たん索さくはこの『北エリア』のみに絞しぼっている。草そう原げんの街では情報らしい情報を得られなかったので、おれたち中央司令部はこの世界をもっとよく知るため、その新しい地図を頼りに探索の範はん囲いを徐じよ々じよに広げている。

　新たに手に入れたその地図には三つの重要スポットが描かれている。一つ目は現在攻略中のダンジョンなのだが、そこは街を出て北に三十分（おれの主観だ）ほど歩くと見えてくる。青い岩がん盤ばんと洞どう窟くつの入り口にある『落石とモンスターに注意！』という看かん板ばんから、元ネタは『Ends of the earth』というＲＰＧの中に出てくる『青の洞窟』だと思われるが、洞窟内部の構造や出現するモンスターなどは元ネタが異なっており、統一感がないのはこの街と同様だ。

　残りの二つは『青の洞窟』を抜けた先にある。洞窟を抜けると湿しつ地ち帯たいが広がっていて、そこをさらに北に抜けると海が見えてくるのだが（実際に目にしたわけではない）、地図を見ると海に向かって突き出した岬みさきの先端に洋館らしき建物が描かれている。湿地帯の西側には入り組んだ海岸線が南北に延のびているだけだが、湿地帯の東側には『墓ぼ地ちと教会』がある。

「探たん索さく中の『青の洞どう窟くつ』だが、奥おくのほうの広間に石せき板ばんがあっただろう？」とマシュー。

「うん、覚おぼえてるよ。文字が刻きざまれた石板だよね？」

　おれが言葉を返すと、シャノンさんとリーネが難むずかしい顔をした。

「たしか石板の近くに台だい座ざがいくつかあって、その背後に巨大な扉とびらが……」

「石板に刻まれた文字を解読して、台座になんらかの手を加えれば奥の扉が開く仕し掛かけになっていたのじゃろうが……」

「この間は誰だれも石板の文字が読めなくて、泣く泣く引き返してきたんだよね」

　おれがリーネの言葉を引ひき継つぎ、結論を述のべると、「朗ろう報ほうだぞ」と言ってマシューが不敵な笑みを浮かべた。

「朗報じゃと？」

「ああ」と今度はクールに頷うなずくマシュー。「噴ふん水すい広場の近くにある大だい掲けい示じ板ばんに、石板に刻まれた文字の一部を写した紙を貼はっておいただろう？　昨日の夜、石板の文字を解読できるという女が司し令れい部ぶを訪ねてきてな。で、さっそく今日、探索に同行してくれることになった」

「ほー、ほー。それはよかったのー」

「マシュー？　その協力者ってどんな人？」

「女だ」

「えっと……名前は？」

「ん、そういえば聞いてなかったな」

「マシューさん。たとえ相手が私たちに友好的な方であっても身元確認くらいはしておくべきですよ」

「どうせこのあと会うんだ。そのとき訊きけばいいだろ。……ある程度話してみて、信用できないヤツだとわかったらぶん殴なぐって追い返せばいい」

「いい加減だなあ……」

「というか乱暴です」

　シャノンさんが口元を歪ゆがめる。

　そうか……協力者、女の人なのか。一体誰だろう。協力者が『ダーク・エンカウンター』の登場人物なのはまず間違いないけど、女キャラ多いからなあ、あのゲーム……。

　石板の元ネタＲＰＧが『ダーク・エンカウンター』だということは石板に刻まれた文字の形状からわかっていたことだった。しかし、その演出的な扱いの古代文字はプレイヤーに読めるような代しろ物ものではなく、またゲーム中のどのシーンで出てくる石板なのか、ということもおれにはわからなかった。『ダーク・エンカウンター』というゲームは、世界各地に存在する古代遺い跡せきを調査してオーパーツを発見する、という展開がメインストーリーとして組み込まれているため、石板が出てくるシーンがやたらと多いのだ。だから登場人物の誰かと接触し、石板の文字を解読してもらう必要があった。

　しかし、元ネタがわかっているからといって、ゲームのタイトルを掲けい示じ板ばんに貼はり出す紙に記載したり、○○さん連絡ください、などと会ったこともない相手を名な指ざしで呼び出すわけにはいかない。結果、『この文字が読める人～』という回りくどい表現（そう思うのはたぶんおれだけだろうけど）になってしまった。

　えっと、掲示板に呼びかけの貼り紙を掲示したのが三日前のことだから……う～ん、ゲーム基準だと時間かかりすぎだけど……でも、現実基準だとむしろ早いほうかも？

　噴ふん水すい公園前の大掲示板には今やありとあらゆる情報が掲示されている。アイテムやモンスターの情報、商談に関する貼り紙、パーティーメンバーの募ぼ集しゆう、職探し、人探し、恋人募集中の貼り紙、果ては愛の告白まで。この街まちのＮＰＣはろくな情報を持っていないので、大掲示板をチェックしている人は多いはずだ。しかも、おれが軍ぐん師しを務める中ちゆう央おう司し令れい部ぶが公開しているアイテムやモンスターのデータは各所でその信しん憑ぴよう性せいの高さを評価されているし、「中央司令部に所属したい」という人は日に日に増えている。外部からとはいえ、好意的な協力者が現れても全然おかしくはない。初めての呼びかけで待機時間が三日。まあ上じよう出で来きだろう。

「ああ……そうだった。もう一つ報告しておくことがある」

　食事を再開しようとスプーンを手に握った直後、マシューが再び口を開いた。

「ん？　何？」

「ヴェルナーという黒い鎧よろいを着た男のもとにガラの悪い連中が集まりつつあるらしい」

「黒い鎧って……裕ゆう貴きさん？　もしかして朝の？」

「う、うん。たぶんパトロールの最中に会った人だろうね……」

　おれが相あい槌づちを打つと、「ほう」とマシューが顎あごに手をやり、

「その男、どうやら中央司令部に対抗意識を燃やしているようだ。街の西側に点在するいくつかの酒場を拠点にしていて、何かと強引な手を使って仲間を集めているらしい。うちのメンバーも何人か勧かん誘ゆうされたと聞くが……お前たちも声をかけられたのか？」

「はい。裕貴さんだけですが」

「なんじゃ？　そやつは裕貴を勧誘しようとしたのかえ？」

「……いや、勧誘されたわけじゃないけど」

　おれは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で首を振った。

　勧誘っていうか……あれ、一方的に悪口言われただけだよな。

　話題に挙がったヴェルナーはマシューと同じＲＰＧに登場するキャラクターだが、マシューのリアクションを見る限り、彼はヴェルナーとは面識がないようだ。おそらくゲーム開始直後の人間関係が適用されているのだろう。そう考えれば辻つじ褄つまが合う。スタートから二時間くらいゲームを進めないと二人は出会わないはずだから。

「ま、そのうち自滅するだろ。頭の悪そうな脳のう筋きん集団みたいだしな」

　マシューはそう辛から口くち評価を下すと、テーブルの上に広げた地図を折りたたみ始めた。

　中ちゆう央おう司し令れい部ぶ設立当初は「お前、本当に記き憶おく喪そう失しつなんだろうな？」と言動に多少の疑ぎ惑わくを残していたマシューだが、最近はそういった疑問を口にしなくなった。それどころか冒ぼう険けん者しやとしての経験に欠けるおれの判断力のなさとか会かい議ぎ中の挙きよ動どう不ふ審しんな態度に痺しびれを切らし「オドオドするな」とか「腹から声を出せ」とか「全員ジャガイモだと思え」とか、おれにハッパをかけまくる。シャノンさんが世せ話わ好ずきな母親だとすればマシューは口うるさい父親といったところか。リーネは誰だれかれかまわず背中に飛びつく妹系キャラ兼回かい復ふく担当として中央司令部に君くん臨りんしている。戦せん闘とうにおいてもそれ以外においても「癒いやし担当」というわけだ。

　三人ともなんだかんだでおれの世話を焼いてくれるんだよな……。

　おれも軍ぐん師しとしての仕事をしっかりとこなさないとな。
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「……ん？　シャワーの音？」

　朝食後、『青の洞どう窟くつ』に向かう準備を整えるため、拠点の五階にある自室に一いつ旦たん戻ると、バスルームからシャワーの流れる音が聞こえてきた。この寝室兼書しよ斎さいとバスルームを繫つないでいるのは不ふ透とう明めいなガラス戸一枚だけで脱だつ衣い所じよのようなものはない。だからシャワーの流れる音にすぐに気づいた。

「やべ。起き抜けにシャワー浴びたとき、蛇じや口ぐち、閉め忘れたのかも……」

　バスルームに備えつけてあるその現実とは異なる仕組みのシャワーは『ファイナルファントム８』が元ネタで、火属ぞく性せいの魔ま石せきで水を温水に変え、風属性の魔石でその温水を送り出す、という仕組みになっていて……まあ設定上はそうなっている。

「うーん、でも、そうそう閉め忘れるようなものでもない気がするけど──」

　おれはモザイクがかかったようなガラス戸を手前に引いた。

　と──

　湯ゆ気げに包まれたシャワー室の中に一人の少女の姿が浮かび上がってきた。重さを感じさせるボリュームたっぷりの銀ぎん髪ぱつをお湯で濡ぬらした少女はシャワーヘッドを手に持ち、小ぶりのお尻しりとすらりとした足をおれに見せつけるようにして立っていた。

　だ、だ、だ、誰だ、この子!?　なんでおれの部屋でシャワー浴びてんの!?

　おれが扉とびらを抜けたところで硬こう直ちよくしていると、キュッキュッ、と蛇口を閉める音がして──

　銀髪の女の子がこちらを振り返った。

　ニコッ。

　顔を赤らめるおれとは対照的に女の子は堂々としていた。長い銀髪と前で組んだ二つの手が大事なところを隠しているとはいえ、ちょっとあけすけすぎる。

「あ、あの……あなたは……一体」

　おれがたどたどしい発音でそう言葉を発すると、

「ふふっ」

　と全裸の少女が小こ悪あく魔ま的てきな笑みを浮かべ──

　次の瞬しゆん間かん、両手を広げ、おれに正面から抱きついてきた。

「うわっ──」

　勢いよく抱きつかれたものだからおれは後方にバランスを崩くずしてしまった。

　──ドンっ。

　半開きのガラス戸に後頭部がぶつかり派は手でな音がバスルームに反はん響きようする。さらに少女の足元にあったバスボウルを、バランスを崩した拍ひよう子しに蹴けり上げてしまった。カランコロン、と高い音を奏かなでながら白いバスボウルがタイルの上を転ころがる。

　い、一体何がどうなって……う、これはっ──

　後頭部に軽い痛みがあったが、ふにょん、と腹に押しつけられる小こ振ぶりな胸が気になって気になって頭の痛みなどどうでもよくなってしまった。少女の胸は決して大きくはないが、たしかな膨ふくらみがおれの腹に伝わってくる。……や、柔やわらかい。柔らかすぎる──

「ふふ……こうして既き成せい事じ実じつを作ってしまえば……将来は軍ぐん師しの妻として……権力を」

　少女がおれに抱きついたままブツブツと何事かつぶやいている。

　既成事実？　軍師の妻？　権力？
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　も、もしかしてこの子、おれに取り入ろうとしてこんなことを……？

　──ドンドンドンドンドンっ！

　おれが少女の大だい胆たんな行動の意図を推測していると、廊ろう下かから足音が聞こえてきて、

「裕ゆう貴きさん！　なんだかすごい音がしましたよ!?　大丈夫ですか!?」

　異常があれば直ただちに駆かけつける。まるでそれが義務であるかのように。

　……さすがシャノンさん。騎き士しの鑑かがみだね。

　って、感心してる場合か！　やばいぞ、この状況をシャノンさんに見られたら！

　──ガチャ！

　まもなく、重装備のシャノンさんがおれの部屋に駆け込んできた。弁解の言葉を考える余裕も、神に祈いのる暇ひまもなかった。

「裕貴さん、今の音は一体──…………っ」

　途中で言葉を失うシャノンさん。

　彼女は密着状態のおれと全裸の少女を見比べ……。

「……裕貴さん？　これは一体どういうことですか？」

「えっと、その、あの、えーと──っ」

　頭が真っ白で思考も呂ろ律れつも正常に回らない。というか、シャノンさんに状況を説明しようにも、このシチュエーションはおれ自身にとっても予想外すぎるのだ。何が何だかわからない、というのが正直なところ。そもそも、この銀ぎん髪ぱつの少女は何者なのか──

「どうもこうもありませんわ。見ての通りです」

　少女が口を開いた。落ち着き払った冷静な語り口だった。

「み、見ての通りとは……？」

「ふふ、わたくしと軍ぐん師し様は、い・わ・ゆ・る、大人の関係、というヤツなのですわ」

　そう言ってよりいっそうおれに身体からだを密着させる全裸少女。

　たじろぐおれ。

「そ、そ、そ、そ……そんなエッチな関係はダメです──っ！　卑ひ猥わいです──っ！」

　ふいにシャノンさんが大声で叫んだ。

「あらあら。お子様にはちょっと刺し激げきが強すぎましたかしら？」

「ふ、ふ、ふ、ふうううう！」

　少女の挑ちよう発はつを真まに受けたシャノンさんが、しゃきーん、と腰の長ちよう剣けんをやおら引き抜いた。

　嫌いやな予感がビンビンに伝わってくる。というかオチが読めた。

「ちょ、ちょっとシャノンさん!?」

「エッチなのは……エッチなのは……エッチなのはいけないことなのです──っ！」

　上段から振り下ろされたごつい長剣がおれの脳のう天てん目がけて降ってきた。

　あ、ああぁぁ……おれ、死ぬかも……。

　ザシュウウウゥゥゥゥ──

　直後、凄すさまじい殺さつ傷しよう音おんが狭きよう小しような空間に響ひびき渡った。

　……裕ゆう貴きは９９９９ポイントの精神的ダメージを受けた。

　これが現実だったら間違いなく死んでいただろうが、おれの肉体はレベル99のステータスによって保ほ護ごされている。だから物理的なダメージはほとんど受けなかった。

　……精神的なダメージのほうは計はかり知れなかったけどな……。
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「おい、裕貴。なんであの二人、睨にらみ合ってんだ？」

「……えっと、それは、その…………いろいろあったんだよ。いろいろ……」

　ハニートラップに引っかかりそうになった、とは口が裂さけても言えない。

「いろいろねぇ」

　マシューが街まちとフィールドの境きよう界かい線せん、北門出口の巨大な門もん扉ぴの脇わきで険悪なムードを漂ただよわせている二人の少女に視線を投げる。

　一人はシャノンさん。そしてもう一人は──

　おれの部屋でシャワーを浴びていた銀ぎん髪ぱつの少女、バニラさん。

　なんと彼女はマシューが朝食のときに話していた石せき板ばん解読の協力者だったのだ。

「バニラさん！　あなたはハレンチすぎます！」

「何をおっしゃるのやら。あれくらい普通ですわ。あなたが初心うぶすぎるのではなくて？」

「あれのどこが普通なのですか!?　バニラさんの普通の定義は間違っています！」

　シャノンさんの上段からの一いち撃げきがおれの脳のう天てんに炸さく裂れつしたあと──

　誤解はすぐに解とけ、全部バニラさんの仕組んだ罠わなだったんだよ、というおれの言い分をシャノンさんは信じてくれたのだが、純情なシャノンさんと大だい胆たん不ふ敵てきなバニラさんの男女関係にまつわる価値観の相違は深刻で、さっきからずっとこの調子。延々と口論を続けているのだ。

　バニラさんは、ゲーム中でも長いものには巻かれろが信しん条じような権力に擦すり寄よるタイプなんだよな。権力とお金とカジノとファッションが大好きっていう。すぐに思ってることを口にしちゃうし、ツメも甘いから目もく論ろ見み通りにはいかない、というのはこの手のキャラのお約束か。

　ちなみに、バニラさんは『ダーク・エンカウンター』というゲームに登場する魔ま法ほう使つかいで、フルネームはバニラ・ホワイトハートと言う。銀髪ツインテールと先端がハート型の木製の杖つえがトレードマークの十五歳。駆かけ出しの魔法使いという設定だが才能はピカイチ。様々な属ぞく性せいの攻こう撃げき魔法を操あやつる器用なキャラだ。ゲーム中ではメインを張るキャラクターではなくサブキャラ扱いだが、ゲーム発売後に行われた公式の人気投票で断トツの一位を飾り、さらに昨年アニメ化された際に、作画のクオリティの高さと声せい優ゆう人気も相まって動どう画が投とう稿こうサイトにバニラ関連のＭＡＤが大量に投とう稿こうされ、またその年の同人誌会を大いに賑にぎわせた。

　かくいうおれも去年の今頃はバニラフィーバーだった。自室のクローゼットを漁あさればバニラ本が三十冊くらい出てくるはずだ。他にもバニラのマイクロファイバーミニタオルとかマグカップとか貧ひん乳にゆうマウスパッドとかフィギュア（１／６スケール）とか……あと極きわめつけがバニラの等身大抱だき枕まくらだろう。……ええ、買いましたよ。買っちゃいましたよ！　だって欲しかったんだもん！　ファンなら買って当然だろう。ってか、おれ、そのバニラさんにさっき裸で抱きつかれたんだよな。全国のバニラファンが聞いたらどう思うかな。嫉しつ妬との嵐あらしが巻き起こるかもな……。華きや奢しやな体たい軀く。水滴を弾くツルツルのお肌。バニラさんの身体からだ……ぷにぷにしてて柔やわらかかったなぁ……。

「裕ゆう貴きさん？　何をニヤけているのですか？　はっ……まさか、先ほどのバニラさんのハレンチ行為を回想しているのでは……っ！」

　す、鋭い……。

「ふふ、光栄ですわ。わたくしとの蜜みつ月げつの時間を思い返して頂けるなんて」

「裕貴さん！　思い出しちゃダメです！　今すぐ記き憶おくの奥底に封ふう印いんしてください！」

　シャノンさんとバニラさんがおれを挟はさみ、思い出してください、思い出さないでください、と正反対の主張を繰くり返す。

「むぅー、先行き不安じゃのー」

　リーネが白衣を風に揺ゆらしながら金と銀の頭とう髪はつを振り乱す二人を不安そうに見つめる。

　マシューは無言でため息。

　……同感だよ、リーネ、マシュー。

　探たん索さくの旅は始まったばかり。前ぜん途と多た難なんだ──







『青の洞どう窟くつ』に到着し、さて中に入ろうか、とおれが先頭に立って歩き始めたところ、シャノンさんが「小休止を挟はさみましょう」と言っておれを手で制止した。休きゆう憩けいしたからといってＨＰやＭＰが回かい復ふくすることはないはずで、長時間ひたすら動き続けても体力（本当の意味での）や運動能力が低下することもこの世界のシステム上ありえないことだが、おれにも、どうやらシャノンさんたちにも気き疲づかれのような精神的な疲労は存在するようで、戦せん闘とうを何度も繰り返したり、頭を使うような作業を長時間こなすと、やがて思考力や判断力は落ちてくる。

　だから休憩は必要。休めるときに休んでおいたほうがいい。

　おれって……こういうところには気が回らないんだよな……。

　ゲームの知識に頼ってばかりではダメだな、と思いながら洞窟の入り口に背を向ける。

「──……じゃありませんの？」

「そ、そんなこと……バニラさんにだけは言われたくありません！」

　さて休きゆう憩けいしよう、と柔やわらかい草むらに腰を下ろそうとしたところ、シャノンさんとバニラさんがおれの目の前でまたもや不ふ毛もうな口論を始めた。っていうか、この二人、戦せん闘とう中もいがみ合ってたよな……。何ラウンド目だよ。よほど反そりが合わないんだな。

「軍ぐん師し様、軍師様」間近で傍ぼう観かんしているとバニラさんが駆かけ寄ってきた。「見てください。シャノンさんのこの騎き士し装備。卑ひ猥わいだと思いません？」

「え、えっと……」

　たしかにスカートはちょっと短いけどそれ以外は別に……。

「全然、卑猥じゃないです！」とシャノンさんがバニラさんを押おし退のけるようにしておれの前に出てきた。「こ、この騎士団の伝統的な装備が卑猥だなんて！　我が聖フォーリア騎士団を侮ぶ辱じよくするつもりですか!?　だ、だいたい、バニラさんだって、卑猥な格好をしてるじゃないですか！　その腰に巻いている赤い布切れを外はずしたら、残るのはその下着のような水着のような布面積の小さな卑猥装備だけです！」

「あなたバカですの？　これは下着ではありませんわ。水着でもありません。モード系の最先端高級ブランド、グラマリーから発売された、モンスターを遠ざける聖なる染せん料りようで染せん色しよくされた魔ま法ほう使つかい専用の防具です。れっきとした、ね」

「防具だろうとなんだろうと、卑猥なものは卑猥なのです！」

「デカ乳を露ろ出しゆつさせたまま剣を振るうあなたのほうがよほど卑猥じゃありませんの？」

「ど、どこをどう見たら胸を露出させているように見えるのですか!?」

　シャノンさんが声をひっくり返しながら反論する。

「ゆ、裕ゆう貴きさん……。裕貴さんはどう思いますか？　卑猥なのは私のほうですか？　それともバニラさんのほうですか？」

「軍師様。もちろんシャノンさんのほうですわよねぇ？」

　と言いながらおれに擦すり寄よってくるバニラさん。お得意の色いろ仕じ掛かけ攻こう撃げきである。

　それを見たシャノンさんが、うぅー、と不満そうに口を尖とがらせた。

「え、えっと……その、シャノンさんもバニラさんも卑猥ってことは……ないと思うよ？」

「ではわたくしとシャノンさん。軍師様のお好みの装備はどちらですか？」

「……それは……その……こ、甲こう乙おつつけがたい、かな……？」

　おれが逃げの一手を打つと、「裕貴。もっと具体的に批評しろよ。つまんねーぞ」とマシューが余計な一言を横から投げてきた。マシュー……勘かん弁べんしてくれよ。

「裕貴さん、具体的にどうぞ」とシャノンさんも容よう赦しやない。

「ぐ、具体的には……──」

　おれは言いながらシャノンさんとバニラさんの全身を観察する。

　うーん、ここは無ぶ難なんなコメントに留とどめたいところだな。具体的で、かつどちらか一方を褒ほめるような批評ではなく、二人とも褒めるような……。

　あっ、そうだ。服装とはちょっと違うけど、こういうのはどうだろうか？

「そういえば、二人とも、その首から提さげてるペンダント。太陽の光を受けてピカピカ光ってるけど、すごく綺き麗れいだよね……。その、上品だし、デザインも凝こってるし。シャノンさんのその十字型のペンダントも、バニラさんのハート型のペンダントも、よく似合ってるよ」

　おれはふと思いついたことを口にした。するとマシューが「逃げの一手だな」とまたもや余計な一言をおれの背中に投げつけてきた。しかし、目の前のバニラさんは、

「ふふ、さすが軍ぐん師し様。お目が高いですわ」

　と表情がパァと明るくなった。どうやらペンダントもブランド物らしい。彼女は嬉き々きとした表情で、またもやブランド語りを始めた。そういえば『ダーク・エンカウンター』の完全攻略本にキャラクターの装備品に関する細かい設定が載のってたな。あのゲームはキャラデザが女の人なんだよな。で、原げん画が家か本人がファッション好きっていう。

「──ふふ、どうせシャノンさんのペンダントは安やす物ものなのでしょう？　あなた、ファッションには無む頓とん着ちやくそうに見えますもの」

「し、失礼な！」シャノンさんが反論する。「たしかにこのクロスペンダントはブランド物ではありません。ですが安物でもありません！　このクロスペンダントはマールブルク家に代々伝わるもので、言ってみれば家か宝ほうみたいなものです！」

「あら。家宝でしたか。それは失礼」

　そう言ってバニラさんがシャノンさんから目をそらす。

　謝しや罪ざいの言葉を口にしたのが意外だったのかシャノンさんは面めん食くらったような顔をし、

「わ、わかればいいのです。わかれば……」

　と小声でつぶやき、ペンダントを服の下に隠した。

　……家宝、か。これは何かありそうだな……。

　シャノンさんたちゲームのキャラクターには本物の人間と同等の人格が宿やどっているが、基本的な性格、生おい立たち、好きな食べ物なんかは彼女たちの生みの親であるゲーム製作者が考えた『設定』であって、そこに本人たちの意思は反映されていない。学習機能はあるみたいだから、この世界で学んだことは知識や経験として蓄ちく積せきされているのだろうが、シャノンさんのペンダントにまつわる設定は『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』の開発者の頭の中から捻ひねり出されたもののはず。さっきのバニラさんの装備品に関する設定もそうだ。

　そして、ちゃんと設定が用意されているということは──

　シャノンさんのペンダントには何か意味があるってことだ。

　十字をモチーフにしたクロスペンダント。

　真ん中に尻尾しつぽの長い龍りゆうの装そう飾しよくが施ほどこされている以外はいたって普通のアクセサリーにしか見えないが、一体このペンダントにはどんな意味が隠されているのだろうか？

「裕ゆう貴きー、シャノーン、バニラー。そろそろ出発するぞーい」

　クリアした覚おぼえのない『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』のことだし、詳くわしく尋たずねてみようか、と思った矢先、おれたちを呼ぶリーネの声が背後から聞こえてきた。

「あ、うん。今、行くよ──」

　気になる話題ではあったが、『青の洞どう窟くつ』の攻略に必要なのはバニラさんの知識。今はシャノンさんのペンダントのことは後回しでいいだろう。このときはそんなふうに思った。







　洞窟内部にはたいまつが等とう間かん隔かくに設置されていた。

　絶対に消えないたいまつの明かり──ゲームをプレイしているときは疑問に思わない現象だが、ここまでリアルな世界だとやはり違和感がある。

「バニラの攻こう撃げき魔ま法ほうのおかげでサクサクじゃのー」

　後方支し援えん担当のリーネが吞のん気きに枝毛を探している。楽ができているのはおれも同じ。フィールド上でもそうだったが、今回はほとんど戦せん闘とうに参加していない。たいていの敵は前ぜん衛えいの二人──シャノンさんとマシュー──が倒してしまうから。その上、今日は魔ま法ほう使つかいのバニラさんがパーティーに加わっているから火力は十分だ。レベルだって四人とも申し分ない。

　そんなわけで石せき板ばんと台だい座ざのある最深部にたどり着くのにそれほど時間はかからなかった。

「これが例の石板ですわね」

　目的の場所に到着すると、さっそくバニラさんが石板の前に移動した。彼女は中ちゆう腰ごしの姿勢で石板を凝ぎよう視しすると、「うーん」と首を傾かしげたり、「なるほど」と頷うなずいたり、そうやって疑問と納得を繰くり返しながら石板の解読作業を行った。しばらくすると「わかりましたわ」と言って背後に立っているおれたちに得意げな顔を向け、

「この部屋にある四つの台座にそれぞれ火属ぞく性せい、水属性、風属性、土属性の攻撃魔法をかけるとそれに呼応して奥の扉とびらが開く仕組みになっているようですわ」

「台座に攻撃魔法を……」シャノンさんが部屋の中を見回す。「バニラさん？　どの台座にどの属性の魔法を？」

「台座の色で判断すればよろしいかと。火属性なら赤、水属性なら青、といった具合に」

「肉体派のパーティーには突破できないダンジョンだな」とマシュー。

　ＲＰＧでは定てい番ばんだよな。この手の仕し掛かけは……。

　プレイヤー視点からの意見をみんなに話すわけにはいかないけど。

「で？　どうするんじゃ？」

　リーネがみんなに問う。するとバニラさんが笑顔を浮かべ、

「わたくし、石板に記されている四つの属性の攻撃魔法、初歩の魔法ですけれど、全すべて唱となえることができますわ」

「おー！　さすがは魔法使いじゃ！」

「うふふ。もしかしたらこの先にお宝が眠っているかもしれませんわね」

　そう言ってバニラさんが台だい座ざに向かって攻こう撃げき魔ま法ほうの一つを放つ。火属ぞく性せいの初歩魔法『ヒートハウル』だ。初歩魔法ながら範はん囲い攻撃が可能で、序じよ盤ばんで大だい活かつ躍やくする魔法の一つ。

「バ、バニラさん！　扉とびらの奥は未知の領域なのですよ!?　ここは一いつ旦たん引くべきです！」

　シャノンさんがあたふたと両手を振りながらバニラさんの背後に迫る。

「おい、シャノン。どうせいつかは先に進むことになるんだぞ？　それに今日は大きなトラブルもなかった。体力も気力も魔力も十分に余裕があるだろ？」

「そ、それはそうですが……」

「まー、何か問題があったらすぐに引き返せばよいではないかー」

「……むぅ」

　シャノンさんは不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでバニラさんの意向を許きよ諾だくした。

「では次の魔法を──」

　バニラさんが引き続き台座に魔法をかける。水属性の『ウォーターライン』、風属性の『ウインドプレッシャー』、そして土属性の『ストーンランス』──いずれも初歩魔法だ。

「あ、扉が……」

　四つの台座に魔法をかけると、奥の古びた扉が音を立てて左右に開き始めた。扉の隙すき間まから光が差し込んでいる。どうやら外に繫つながっているようだ。

「開きましたわね」と言って扉に近づくバニラさん。「……うーん、じれったいですわね」

　扉は開いているようだが、かなりのんびり屋のようだ。ゆっくり、ゆっくり。扉が完全に開くまでにはもうしばらく時間がかかりそうだ。

「裕ゆう貴きさん……」

「ん？」

　視線を横に向けると、おれと同じように扉が開く様子を眺めていたシャノンさんが「後ろに何か……」と言いながら鞘さやから剣を引き抜いた。

「え？　もしかして敵？」

　慌あわてて背後を振り返ってみたが特にモンスターの姿は見当たらない。……と思ったら、意識しないと気づかないような大きさの羽は虫むしがおれの周囲を飛び回っていた。

「ん、なんだ……この虫。鬱うつ陶とうしいな……」

「裕貴さん──」

「うん？」

　と声の主ぬしを視界に入れると、剣をかまえたシャノンさんが「はっ！」と声を張り、不規則に飛び回る羽虫をスパッと真っ二つに斬きり裂さいた。

「お見事」

　おれが小さく手を叩たたくと、シャノンさんが剣を鞘に戻し、

「妙なオーラを身にまとっているような気がして……思わず斬きってしまいました」

「うーん、モンスターではなかったような気がするけど……」

　そう言いながら地面に落下した羽は虫むしに視線を落とすと、ちょうどそのタイミングで二つになった羽虫が虹にじ色いろの光を発しながら粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。

　今の消え方は……モンスター？　いやでも……何か違うような……。

　腕組みをし、しばらく思し案あんしていると、

「生なま暖あたたかい空気が流れ込んできますわ。やはり外に繫つながっているようですわね」

　奥の扉とびらのほうからバニラさんの声が聞こえてきた。

「扉が開いたみたいだね」

「そのようですね。裕ゆう貴きさん、行ってみましょう」

　おれは、「うん」と頷うなずき、シャノンさんと横に並んで駆かけ出した。マシューとリーネもそのあとに続く。と、バニラさんの背中が見えてきたところで──




「きゃ、きゃあああああああああっ!?」




　絶ぜつ叫きようが──バニラさんの甲かん高だかい絶叫がおれたちの身を震ふるわせた。

　現場に急行する四人の間に緊きん張ちようが走る。否いや応おうなしに高まる鼓こ動どうが耳みみ障ざわりだった。

「──なっ!?」

　出口で尻しり餅もちをついているバニラさんまであと数メートルというところでおれたち四人は一いつ斉せいに足を止めた。普段は冷れい静せい沈ちん着ちやくなマシューが「じょ、冗談だろ」と声を上うわ擦ずらせ、能のう天てん気きがデフォのリーネが「むおー!?」と声をひっくり返し、最後にシャノンさんが「ドラゴン？」と扉の外で待ち受ける巨大なモンスターを見上げながら小声でつぶやいた。

　──グオオオオオオオォォォォォォォ！

　扉の外、暗雲が立ち込める空の下で咆ほう哮こうを上げたのは黒々とした皮ひ膚ふを持つ蛇へび型がたのドラゴンだった。蛇じや竜りゆうとでも呼べばいいのか。頭に生はえた二本の細長い角つのがまるで触しよつ角かくか何かのように外側に跳はねるようにして伸びている。その巨大モンスターは何度も咆哮を上げ、異常な長さを誇ほこる尻尾しつぽを地面にバタンバタンと叩たたきつけ、埃ほこりを巻き上がらせていた。

　今にも襲おそいかかってきそうな雰ふん囲い気き──

「ゆ、裕貴さん……。今の私たちに勝てると相手だと思いますか……？」

「……っ」

　黒いドラゴン──軽くパニクっていたこともあり咄とつ嗟さには元ネタが出てこなかった。

「裕貴さん……？」

「た、戦わない方がいいと……思う」

　おれは慌あわてて首を振った。目の前の巨体は間違いなくボス級のモンスター。しかもドラゴンだ。元ネタがなんであれ戦いは避けるべき。おれのゲーム勘かんがそう告げていた。

「では……バニラさんを救出したのち、洞どう窟くつ内に引き返しましょう」

　頼たのもしい参さん謀ぼう様がみんなに早口で作戦を述のべる。歯をガチガチと鳴らし、まともに声も出せないでいるおれはそのシャノンさんの言葉に頷うなずくだけで精一杯だった。

「よし、今です！　マシューさん、リーネさん！　援えん護ごをお願いします！」

　蛇じや竜りゆうが余所よそ見みをした一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらってシャノンさんが駆かけ出した。

　本当ならレベル99のおれがバニラさん救出に走るべきなのに──

　くそ、情けない……。

　だが戦い慣れしていないおれにはその蛇竜の存在はショッキングすぎた。二階建ての家が襲おそいかかってきたと言えばわかるだろうか？　蛇竜が放つ咆ほう哮こうと獰どう猛もうな野生動物を遥はるかに凌りよう駕がするその威圧感はおれの足をすくませるには十分だった。

　どんなＲＰＧでもそうだけど、序じよ盤ばんで戦う敵じゃないだろ……ドラゴンは……。

　おれがこの世界の創そう造ぞう主しゆに不満を漏もらしていると、

　──グオオオオオオオォォォォォォォ！

　シャノンさんの手がもうすぐバニラさんに届くというところで身体からだを丸めていた蛇竜が翼つばさを広げ、その長い尻尾しつぽを準備運動か何かのように大きく振り回した。

　危ない！　とおれが咄とつ嗟さに叫ぶと、シャノンさんがトップスピードのままバニラさんの身体を抱き込み、そのまま地面を派は手でに転ころがった。直後、バニラさんが尻しり餅もちをついていた場所を蛇竜の尻尾が高速で通り過ぎていった。

「おい！　早く戻ってこい！」

　マシューが声を張り上げる。と同時に蛇竜に向かって氷をまとった弾だん丸がんを放ち、リーネも懐ふところから取り出した何本かのメスで蛇竜を牽けん制せいした。ところが──

「な、なんじゃと!?　メスが粉こな々ごなに!?」

「おいおい。なんつー硬かたい皮ひ膚ふしてんだ。あのデカブツ……」

　マシューが魔ま法ほうの力で放った弾丸も、リーネが放り投げた鋭いメスも、蛇竜にダメージを与えるどころか、その黒々とした皮膚に当たった瞬しゆん間かん、粉々に砕くだけ散ちってしまった。ただ二人の攻こう撃げきは蛇竜の気を散らすことには成功していたようで──

「みなさん！　もっと奥に！」

　その間にシャノンさんがバニラさんの手を引き、洞窟内に戻ってきた。

「むむ!?　扉とびらが閉まっておるぞ!?　シャノン！　バニラ！　急ぐのじゃ！」

　え？　どうして扉が？　まさか一定時間経たったら閉まる仕し掛かけなのか？

　ゴゴゴゴッ、と音を立てながら閉まる扉は開くときとはスピードが段違いだった。

　あっという間に三分の二が閉まってしまい──

「急げ！　二人とも！」

「隙すき間まに飛び込むのじゃ！」

　マシューとリーネが早く早くと二人を手て招まねきする。

「間に合って──っ！」「こんなところで死ぬのは嫌いやですわあああ──っ！」

　シャノンさんとバニラさんが並走しながら扉とびらの手前でダイブした。

　二人は長い髪かみを揺ゆらしながらヘッドスライディングの要よう領りようで地面をズズズと数メールほど滑すべっていき──運良く扉を抜けたところで停止することができた。

「間かん一いつ髪ぱつでしたね……」

「あ、危ないところでしたわ……」

　美少女二人が泥どろまみれの顔で安あん堵どのため息を吐はき出したそのとき──

　蛇じや竜りゆうが吐き出したと思われる黒こく炎えんが、わずかに開いた扉の隙間を縫ぬって洞どう窟くつ内に余よ波はが届いた。その微び量りような炎ほのおはおれたち五人を包み込み──

「み、みんな──っ」

　おれはぼやけた視界の中、必死に前に手を伸ばした。

　すると──ふにょん、と右手に何か柔やわらかいものが触れた。

　ふにょん、ふにょん、ふにょん。

　なんだこの手触りは……。柔らかくて生なま温あたたかくて……。

「ひゃんっ──」

　可愛らしい悲ひ鳴めい。誰だれの声だろうか。

「──えっ」

　ふいに視界が晴れ──

　目の前に半裸のシャノンさんが出現した。蛇竜の炎が燃え移ったのだろう。金属製のアーマーには歪ゆがみ一つ入っていないが、その下に着用している衣服は一部が焦こげて穴が空いている。

「きゃあああああああ──っ!?」

　シャノンさんはおれと目が合うと絶ぜつ叫きようを奏かなでた。

　衣服が破けて大事なところが顕あらわになっているから──ではない。

　……おれがシャノンさんのふくよかな胸を右手で鷲わし摑づかみにしているからだ。

「い、いや、これは、その──ご、ごめん──っ！」

　おれはレベル99の素早さでバッと後ろに身を引き、深々と頭を下げた。

「あらあら。軍ぐん師し様ったら。大だい胆たんですわね」

　煽あおるバニラさん。彼女もフードやマントが焦げているが、例の下着のような水着のような装備品は劣れつ化かしていないようで、ふふ、と錯さく乱らんするシャノンさんを余裕の表情で見物している。

「ふ、なるほど。これが絶ぜつ景けいというヤツか……」

　女性陣のあられもない姿をクールな振ふる舞まいで鑑かん賞しようするマシュー。

　マシューはこういうとき、あからさまに喜き悦えつを浮かべるキャラではないが、極端に恥ずかしがるキャラでもない。おそらく内心ではけっこう喜んでいるはずだ。

「こらー！　二人ともあっちを向けー！」

　リーネがおれとマシューの背中をドーンと勢いよく突き飛ばす。後方で待機していたからだろう。リーネは一番被害が少なかったようで、白衣がところどころ黒くなっているが、破けたりはしてない。彼女は「二人とも回かい復ふくと衣服の修復をするからのー」と言いながらシャノンさんとバニラさんに駆かけ寄り、回復魔ま法ほうを唱となえ始めた。この世界の回復魔法には傷きずを癒いやすだけではなく欠けつ損そんした装備品を修復する効果もあるのだ。

「はぁ……」

　おれはため息の渦うずを足下に落とす。

　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、胸を触っちゃったのはまずかったよな、と反省しながら。

　と、それはともかく──

　さっきの蛇じや竜りゆうとの戦い。壁かべ役やくすらこなせないなんて軍ぐん師し失格だな。……いや、軍師ってそういう役目を担になっているわけじゃないけど……でも、おれはレベル99なわけだし。

　おれはシャノンさんたちの衣服の修復が完了するまでの間、自分の頰ほおをバシバシと叩たたいて気合いを入れた。戒いましめのつもりだったのだが、「おい、そんなことやってると、せっかく記き憶おくしたヤツらの裸体を忘れちまうぞ？」とマシューにからかわれた。







「なるほど。時間経過で台だい座ざにかかっていた魔法の効果が切れてしまうのですね」

　シャノンさんが新品同様に復元されたマントをひらひらさせながら言った。

　目の前には四つの台座。どの台座も魔法の光が消え失せている。シャノンさんが言うように一定時間が経過すると台座にかかっていた魔法の効果が切れ、それに伴ともない奥の扉とびらが閉まってしまうようだ。

「扉はともかく、先ほどの蛇竜を倒さないことには先に進めませんわよね？」

「あれを倒すのか？　どうやって？」

「やっぱりレベルを上げ…………いや、蛇竜と互角に戦えるようになるまで各自鍛たん錬れんを積むしかないんじゃないかな」

　あ、危ない危ない。『レベル上げ』なんて言ってもみんなには通じないからな。

「鍛錬も必要だとは思いますけど、それだけでは不足な気がします」

「たしかに……あの蛇竜の皮ひ膚ふに傷をつけるのは容よう易いなことではなさそうだ……」

　マシューがシャノンさんの意見に深く頷うなずく。

「ではではー。一いつ旦たん街まちに引き返して、蛇竜対策の作戦会かい議ぎを開くことにするかのー」

「……それがよろしいかと」

　バニラさんが目を細めながら、「ふぅ」とため息をつく。彼女のため息が宙を舞まう中、おれたち五人は洞どう窟くつの入り口に向かって引き返し始めた。

　さっきも思ったけど……ドラゴンって序じよ盤ばんで戦う敵じゃないよな。というか、あんな強そうなドラゴン、本当に倒せるのかな？　マシューの攻こう撃げきもリーネのメスもまったく効いてなかったみたいだけど。ってか、あんな蛇へび型がたのドラゴンが出てくるＲＰＧなんてあったっけ？　ドラゴンが出てくるＲＰＧは例を挙げればキリがないけど、黒い皮ひ膚ふを持つ蛇型のドラゴン──蛇じや竜りゆう……。頭に生はえた触しよつ角かくを思わせる細長い二本の角つのが外側に跳はねるようにして伸びている。尻尾しつぽは普通のドラゴンよりもずっと長くて──

　あれ？　外側に跳ねた触角みたいな二本の角と、異常な長さを誇ほこる尻尾？

　最近……どこかでそれとそっくりなものを見たような気がする。

　それも現実世界ではなく、この世界のどこかで──

　うーん……どこだったかな……。

　その後、しばらく考えてみたものの、結局、思い出すことはできなかった。







　入り口に引き返していると、途中で柄がらの悪い男性二人と小こ柄がらな少女一人という奇妙な組み合わせの一団と遭そう遇ぐうした。三人とも見み覚おぼえのある顔だった。というのは三人の出身ＲＰＧに心当たりがあるという意味。もちろんそれがわかるのはおれだけだ。

「おい、その男……」

「ん？　あ～、こいつがあれか？　例の軍ぐん師し様ってヤツか～？」

「だと思うぜ。見た目が貧ひん弱じやくだという話だし、そういう雑魚ざこっぽいヤツはあの街まちではほとんど見かけねぇからな。つーか、こいつ一般人じゃねえのか？　本当に強いのか？」

「噂うわさは噂に過ぎないってことじゃねぇのか？」

「たしかに……犬に嚙かみつかれただけで昇しよう天てんしちまいそうな顔してるな」

　男たちは初対面だというのに遠えん慮りよがなかった。

　くそぉ……言いたい放題言ってくれるな……。

　この二人はキャラクターのタイプで言うと大だい聖せい堂どうの東の川で死亡したゴランに近い。ゲーム序じよ盤ばんと終盤では印象が百八十度異なるキャラだ。もう一人、男たちの背後に隠かくれている帽ぼう子しをかぶった小柄な少女は『Ends of the earth』というＲＰＧの登場人物だったと思う。

「ちょっと、あなたたち？　失礼じゃありませんの？」

「そうですよ！　見た目で人を判断するなんて最低です！」

　男たちの悪口を受け、バニラさんとシャノンさんが脊せき髄ずい反はん射しや的に嚙みついた。気の合わない二人だが、こういうときは息が合うらしい。

　マシューが背後で「……無視しろよ」とため息をついている。

「うっせえな。キャンキャン喚わめくなよ」

　左の男、先割れスプーンみたいな奇妙な形の槍やりを右手に持った男が一歩前に出た。

　口くち喧げん嘩かですめばいいけど……。

　おれが内心で弱気なことを考えていると、もう一方の男、黒いローブを羽は織おった魔ま法ほう使つかいタイプの男が、槍の男の肩を叩たたき、「相手にするな。時間の無む駄だだ」と先に因いん縁ねんを吹っかけてきたのはどちらさんでしたっけ？　と問い詰めたくなるような傲ごう慢まんなセリフを吐はいた。

「ふん……」

　ローブの男のほうが力関係は上なのか、槍の男はローブの男のその言葉に従い、おれたちを迂う回かいしつつ、洞どう窟くつの奥に向かって歩き出した。ローブの男もそのあとに続く。

「…………っ」

　最後に残った帽ぼう子しの少女は神経の図太い男たちとは違って礼儀正しく、おれたちと目が合うと、ペコペコと何度も頭を下げた。男たちとは明らかに毛け色いろが違う。どうしてあんな柄がらの悪い連中と行動を共にしているのだろうか？　とおれが疑問に思っていると、

「おい、エルマ！　さっさと来い！　このノロマが！」

　先に歩き出していた槍の男が恫どう喝かつするような声で少女を呼びつけた。

「ま、待って。今行く……」

　慌あわてて駆かけ出す帽子の少女。

　ノロマと罵ののしられてはいるものの、その走り方は実にスマートで、いかにもフットワークが軽そうだった。というか実際そういうキャラクターなのだ。彼女──名前をエルマ・クロージャーと言う──は『Ends of the earth』に登場する味方キャラクターの中でもっとも足の速いキャラクターなのだ。青い髪かみとチェック柄の帽子とハーフパンツがトレードマーク。補助系のスキルや索さく敵てき系のスキルを得意とし、戦せん闘とう以外でも活かつ躍やくする場面の多いキャラクターである。

　たしか昆こん虫ちゆう使いだったよな。……で、昆虫を使って索敵を行──って……。

　おれはそこまで思い出したところでハッとした。

　昆虫使いのエルマさん。石せき板ばんと台だい座ざのある部屋で見かけた小さな羽は虫むし。

　……もしかしてずっと監かん視しされていた？　見られていた？

「おい、裕ゆう貴き。おれたちもそろそろ行くぞ」

　エルマさんの後ろ姿を目で追いかけているとマシューの声が背中にかかった。

　おれは「……やばいかも」とつぶやきながら回れ右をし、

「ね、ねえ。マシュー。ちょっと寄り道してもいいかな？」

「あ？　寄り道だと？」

「寄り道っていうか……石板と台座のある広間に引き返したいんだ」

「裕貴さん？　どういうことですか？」

　話が聞こえたのかシャノンさんがおれたちの側そばに駆け寄ってきた。なんじゃなんじゃ、とリーネもシャノンさんの肩越しにこちらを覗のぞき込む。最後にバニラさんがやってきて、

「軍ぐん師し様？　なぜ引き返そうと？」

「それは……あの三人が扉とびらを開くかもしれないから……だよ」

「扉を開く？　あの失礼な方々が？　それはありえませんわ、軍師様！　世界広しといえどもあの石せき板ばんの文字を解読できるのはこの世でわたくしただ一人だけですわ！」

　……いや、『ダーク・エンカウンター』の登場人物はみんな解読できるから……。

　といっても意味わかんないだろうな。えっと──

「シャノンさんは覚おぼえてると思うんだけど、さっき外に続く扉が開いているときに小さな羽は虫むしがおれの周りを飛んでたよね？」

「あ、はい。あの妙なオーラを身にまとっていた羽虫ですね。私が斬きった」

「うん。それ」おれは洞どう窟くつの奥に視線を伸ばし、「あの羽虫さ、さっきすれ違った槍やりの男がエルマって呼んでた女の子が飛ばしたスパイ用の昆こん虫ちゆう……だと思うんだ」

「スパイ用の昆虫？　なぜお前にそんなことがわかる？」

「えっと……それは……」マシューの指摘におれは頭を悩ませ、「ま、街まちの噂うわさで聞いたんだよ。索さく敵てき系のスキルを得意とする昆虫使いの女の子がいるって。髪かみが青くて、帽ぼう子しをかぶってて、ショートパンツを穿はいてて……そんな感じの女の子」

「ふむ。容よう姿しや服装などは先ほどの娘むすめと一致するようじゃの」

「あの羽虫、扉が開ききる前にシャノンさんが真っ二つにしちゃったから、あの人たち、扉の奥にドラゴンが──あの黒い蛇じや竜りゆうが待ち受けていることを知らないはずで……だから、このまま放っておくと厄やつ介かいなことになると思うんだ」

「厄介なことねぇ……」とマシューが顔をしかめ、「お前もそうとうなお人好しだな」

「軍師様。あのような輩やからは地じ獄ごくに落ちてしかるべきですわ。助ける必要などありません」

「むー。ワシも裕ゆう貴きのことを悪く言う連中は助けたくないのー」

　難なん色しよくを示す三人。まあ当然と言えば当然だ。あの蛇竜ともう一度対たい峙じしようと言っているのだから。メリットよりもデメリットのほうが遥はるかに大きい。おれだってそれはわかっている。

「シャノン？　お主ぬしはどうじゃ？」

　リーネが自じ慢まんの黒くろ髪かみを指に巻きつけながらシャノンさんに問う。

　すると正義感の強いシャノンさんは「待っていました！」とばかりに、

「私は裕貴さんの意見に賛成です」

　と言って胸を張った。彼女はさらに続けて、

「たしかに彼らの裕貴さんに対する態度は正直見逃せないものがありました。しかし、それとこれとは別問題です。そもそも私は騎き士し。危険が迫っていることを知っておきながら、これを見て見ぬふりすることはできません。騎士道精神に反します」

　シャノンさんの透すき通るような声が洞窟内に反はん響きようする。

　おれは「さすがだな」と思い、その惚ほれ惚ぼれするような美声にうっとりした。

「シャノンさんはこう言ってるけど、みんはどう？　やっぱり反対？」

「……この善人コンビめ」とマシューが呆あきれたように肩をすくめ、「……ったく、仕方ねぇ。なんの得にもならない人助けだが、付き合ってやるよ」

「んまぁー、今回は魔ま力りよくに余裕があるしのー。したらばワシも付き合うかのー」

　続いてリーネも賛成派に。そして最後にバニラさんが、「ハァ……」と肩を下ろし、

「まあ……わたくしも先ほど、シャノンさんに助けられたばかりですし……恩を返す意味でもお二人を手伝うべきなのでしょうね。と言いますか、ここで反対したら、わたくし、完全に悪わる者ものですわね……。ええ、ええ、わかりましたわ。お供いたしますわ！」

「バニラさん！　ありがとうございます！」

「こ、今回だけですわ……」バニラさんはシャノンさんの笑顔から目をそむけ、「軍ぐん師し様のハートを鷲わし摑づかみにするのはこのわたくしですから……」と小声でつぶやいた。

　バニラさんの最後の言葉にはドキッとしたが、ともかく意見がまとまって一安心。

　そんなわけで──

　おれたち五人は再び洞どう窟くつの最深部に向かって行軍を開始した。







「そういえば、大だい聖せい堂どうの東の川で命を落とした……あのゴランのときもそうだったが、お前、よく自分のことを貧ひん弱じやくだの雑魚ざこだのモンスターだの言うような相手の心配ができるな？　一体どんな精神構造してんだよ？」

　道中、しんがりを務めるおれにマシューが話しかけてきた。

　ちょっと答えにくい質問──

　おれは「ほ、ほら、急がないと……」と言って歩行速度を上げた。

　するとマシューが両手を上げ、

「ま、何をどう思おうとお前の自由なんだがな」

　と言っておれの肩を叩たたき、前ぜん衛えいのポジションに戻った。

　ふ、ふぅ。不ふ審しんに思われなくてよかった……。

　マシューはおれを善人扱いしたが、おれは決して善人というわけではない。

　おれがゴランや先ほどの三人を心配に思うことができるのは、おれがマシューたちとは違って彼らと初対面のようで初対面ではないからだ。おれは彼らがどんな過程を経へてエンディングにたどり着くのかを知っている。ドラマの全すべてを知っている。彼らに親近感を抱いているからこそ、「死んでほしくない」という思いが胸のうちから湧わいてくるのだ。同時に大聖堂の南の森で起きた惨さん事じやゴランのような犠ぎ牲せい者しやをもう二度と出したくないという気持ちもある。

　それに、ゴランや先ほどの二人の口が悪いのはそれが彼らに与えられた『性格＝設定』だからだ。たとえば現実に乱暴で凶きよう悪あくな人間がいたとして、その人間が犯はん罪ざいに手を染めて警けい察さつに捕まったとしたら、それは自じ業ごう自じ得とくというものだが、ゲームのキャラクターたちがそのような性格をしているのは彼らの責任ではない。この二百本のＲＰＧが複雑に絡からみ合う世界において、彼らがゲーム製作者に与えられた性格のせいで不利益を被こうむったとして──それを自業自得の四文字ですませていいものなのだろうか？　……少なくともおれは納得できない。

　そんなことを思いつつ、さらに歩行速度を上げる。

　しばらく狭きよう小しような通路を進んでいくと──

「扉とびらが開いています！」

　前方を行くシャノンさんが声を張り上げた。

　遅かったか……とおれは歯は嚙がみをしながら前に出る。

「さっきの三人は？」

　扉の手前で立ち止まっているマシューに問いかけると、

「男どもはダメだ。二人とも消けし炭ずみになってる」

　そう言って扉の奥に転ころがっている二つの焼死体を顎あごで示した。

　蛇じや竜りゆうの黒こく炎えんに焼かれてしまったのだろう。人体だということはかろうじてわかるが、どちらが槍やりの男でどちらがローブの男なのかまでは見当がつかない。

「……酷ひどい」

　おれはそのショッキングな光景から視線をそらす。無残な最さい期ご……彼らの死は現実のそれとまったく同じものだった。遊びではない。ゲームではない。この瞬しゆん間かんだけは現実──

「ゆ、裕ゆう貴きさん！　先ほどの女の子があそこに！」

　助けられる命だったのに、とおれが悔くやんでいると、みんなの先頭に立っているシャノンさんが飛び上がるような勢いで前方を指差した。

　直後、蛇竜が雄お叫たけびを上げ、口と鼻から微び量りようの炎ほのおを吐はき出した。

　今にも本格的なブレス攻こう撃げきに移ろうかという蛇竜の目の前で尻しり餅もちをついている少女が一人。

　昆こん虫ちゆう使いのエルマさんだ。

「おい、お前！　早くこっちに戻ってこい！」

「…………っ」

　エルマさんはマシューの呼びかけに気づいたようだったが、自力で立ち上がれるような状況ではないのか、地面にお尻をつけたまま後ずさりするので精一杯のようだった。

「い、いや……来ないで……っ」

　──グオオオオオオオォォォォォォォ！

　エルマさんの小さな悲ひ鳴めいが蛇竜の雄叫びに搔かき消される。

　次の瞬間、蛇竜が頭を後方に傾かたむけて勢いをつけ、口を大きく広げた。

　間違いなくブレス攻撃のモーション──

「エルマさん！」

　蛇じや竜りゆうが攻こう撃げき態たい勢せいに移った直後、シャノンさんが地面を蹴けった。

　だがタイミングが悪い。というか最悪のタイミングだ。

　ま、まずい！　このままだと二人とも蛇竜の炎ほのおに……っ！

　考えるよりも先に身体からだが動いていた。

　おれはレベル99の脚きやく力りよくを最大限発はつ揮きし、先に駆かけ出したシャノンさんの肩を手前に引っ張ってわざと転倒させ、悲ひ鳴めいを上げるシャノンさんに、ごめん、と心の中で謝あやまりつつ、その現実離れした脚力を生かして絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチに立たされたエルマさんのもとに急行した。

　間に合え！　間に合ってくれええええ！

　おれは心の中で叫びながらエルマさんに飛びついた。

　蛇竜の炎が噴ふん出しゆつされたのと、おれがエルマさんの身体を両手でダイビングキャッチしたのはほぼ同時のことだった。ダイビングキャッチ後──おれはエルマさんの身体を抱きかかえたまま地面を派は手でに転ころがることで蛇竜の炎を回かい避ひした。

　──グオオオオオオオォォォォォォォ！

　再度の咆ほう哮こう。こちらが体勢を立て直すよりも早くにだ。だが追つい撃げきはしてこない。

　……尻尾しつぽが動いてる。ってことは、次は尻尾攻撃か？

　おれは意識が朦もう朧ろうとしているエルマさんをお姫ひめ様さま抱っこしたまま考えを巡めぐらせる。

　この場は逃げるのが得策。だがこのタイミングで洞どう窟くつ内に引き返したら、蛇竜に背中を向けているときに尻尾で攻撃されるかもしれない。だったらきちんと体勢を整えて蛇竜と向かい合い、次に仕し掛かけてくると思われる尻尾攻撃を一度かわし、そしてさらなる攻撃が繰くり出されるまでのインターバルを利用して逃げたほうがよほど安全だ。

「ゆーきー！　早く戻ってくるのじゃー！」

　洞窟内からリーネのキンキン声が飛んできた。

　おれは「すぐに戻るから！」と言葉を返し、蛇竜と向かい合った。

　エルマさんの心しん臓ぞうの鼓こ動どうがこちらに伝わってくる。戦況を把は握あくする余裕などないのだろう。彼女はおれの首に腕を回し、必死にしがみついている。

　それにしても……この蛇竜の角つのの形状と異常に長い尻尾。

　やっぱりどこかで見み覚おぼえがあるんだよな。ホントつい最近のことだと思うんだけど。

　って──今はそんなことを考えてる場合じゃないな。

「よし、体勢は整った。いつでも来い！」

　──グオオオオオオオォォォォォォォ！

　蛇竜がおれの予想通り、尻尾攻撃を仕掛けてきた。こちらのレベルは99。その上、予想通りの攻撃となれば回かい避ひ行動を取るのはそれほど難しいことではない。

「ここでジャンプして…………おりゃああっ！」

　おれは大おお縄なわ跳とびの要よう領りようで真上に飛び上がり、着地後、その隙すきだらけの腹に蹴けりを入れた。

　どうせ倒したってすぐに復活するんだろうけど──

「……え？」

　尻しつ尾ぽ攻こう撃げきをかわしたところまでは計算通りだったが、その後に放った蹴けりの結果に関しては予想外としか言いようがなかった。なぜならその黒い皮ひ膚ふを持つドラゴンは、レベル99のおれの攻撃を受けてもケロッとしていたのだから。

「マ、マジで？　傷きず一つついてないし……ってか、まさかノーダメージなのか？」

　こんなことは初めてだった。おれは、これまで遭そう遇ぐうした十数種類の雑魚ざこモンスター、その全すべてに実験的な意味で攻撃を加えているが、いずれのモンスターもおれの打撃攻撃（どうせ戦わないのだから、と武器や防具は装備していない）を受けると即座に消滅した。もちろんその後に復活するんだけど……しかし、どんな敵も一いち撃げきで粉ふん砕さいしてきたおれの打撃攻撃が目の前の蛇じや竜りゆうには一切効いていないというのはちょっと妙な気がする。

　まさか無敵ってことは……ないよな？　いや、おれのほうに問題があるのか……？

　とりあえず、もう一度攻撃してみようか。

　ブレス攻撃さえ気をつければ尻尾攻撃のほうはそんなに恐くないし──

「裕ゆう貴き！　何やってんだ！　早く戻ってこい！」

「軍ぐん師し様！　お急ぎください！」

「ぬおー、大変じゃ！　扉とびらが！」

「裕貴さん！　今すぐ引き返してください！　扉が閉じかけています！」

　シンクロする四人の声。

　げぇ！　すっかり忘れてた！　あの扉、時間経過で閉まるんだった！

「うわああああああああ！」

　慌あわてて引き返そうとしたが──時すでに遅し……。

　魔ま法ほうの力に反応するその石扉は、開くときはのんびり、閉じるときはせっかちなのだ。

　──バタン。

　まるで最終電車に乗り遅れたかのような心境だった。

「ゆ、裕貴さん！　すぐに開けますから、それまでなんとか耐たえてください！」

　扉越しに聞こえてきたシャノンさんの声は酷ひどくこもっていた。

　このシチュエーションは非常にまずい。かつてないほどに……。

　とにかく、蛇竜の攻撃に耐えないと──

「やばっ……！」

　無常にも閉まってしまった石扉に背を向け、再び蛇竜に向かい合ったそのとき、鋭い牙きばが見え隠れしている蛇竜の口から黒い炎ほのおが溢あふれんばかりに発せられた。

「くっ……！」

　避けるのは難しい。そう悟ったおれはエルマさんを地面に寝かせ、その上に覆おおいかぶさることでエルマさんへのダメージを最小限に食い止める、という無む謀ぼうな策さくに出た。

「……く、くううう……熱いっ……」

　背中で浴びた蛇じや竜りゆうの黒こく炎えんは思わず仰のけ反ぞりたくなるような凄すさまじい焦しよう熱ねつだった。

　しかし、耐たえられない熱さではないし、死ぬほどの痛みでもない。だけど──

「や、やべ……まともに浴びたからか……意識が……」

　それがリアルな熱さなのか、それとも擬ぎ似じ的に生み出された偽にせ物ものの熱さなのかは定さだかではないが、蛇竜の黒炎は徐じよ々じよにおれの精神を蝕むしばんでいった。いかにおれの肉体がレベル99という絶対安全なお守りで強化されているとはいっても、肉体以外──精神面は特に強化されてないのだ。おれは一般的な高校生と同等か、もしくはそれ以下の脆ぜい弱じやくな精神しか持ち合わせていないのだ。

「……くっ……目の前が霞かすんで……見えな………………シャ……ノン……さん……」

　それはまるで映像作品のフェードアウトのようだった。

　大事な感覚器官の各機能が徐々にパフォーマンスを低下させていき──

　そして訪れるブラックアウト。

　意識が遠のく瞬しゆん間かん、シャノンさんの悲しそうな叫び声が聞こえたような気がした。
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　目が覚さめて最初に目に飛び込んできたのはシャノンさんの驚きに満ちた表情だった。

　次に夕日。窓から差し込む蜂はち蜜みつ色いろの夕日が部屋の中を日に焼けて色褪あせてしまった写真みたいな色に染め上げていて、前者はおれに安心を、後者はおれに哀あい愁しゆうの念を抱かせた。

「裕ゆう貴きさん？　気がついたのですね？　……よかった」

「えっと……おれ……」

　シャノンさんの口から安あん堵どのため息が吐はき出される中、おれはベッドから上半身だけを起こし、無言で部屋の中を見回した。

　見み慣なれているようで見慣れていない、まだ私物の少ない殺さつ風ぷう景けいな部屋。

　そこは自室──現実のそれではなく──拠点の最上階にある寝室兼書しよ斎さいだった。

「裕貴さん……身体からだの具合はどうですか？」

「あ、うん。大丈夫。なんともないよ。って、それより……あれからどうなったの？　エルマさんは？　マシューたちは？　みんな無事なの？」

「もう……そんなに一気に質問しないでくださいよ」シャノンさんは腰かけていた丸まる椅い子すからゆっくりと立ち上がった。「エルマさんは怪け我が一つありません。裕貴さんが身をていしてエルマさんを守り通してくださったからです。……あのあと、バニラさんが大急ぎで魔ま法ほうを唱となえて再び扉とびらを開きました。そして意識を失った裕ゆう貴きさんとエルマさんを救出するため、私とマシューさんの二人で蛇じや竜りゆうに接近したのですが、その際、リーネさんの、敵のあらゆる攻こう撃げきを一度だけ無効化する『防ぼう壁へき魔法』が役に立ちました。これがなければお二人を救出することはできなかったと思います」

「そうか。その魔法で蛇竜の攻撃を無効化して……おれとエルマさんを」

「かなり魔力を消費する魔法だったみたいです。だから帰り道が心配だったのですが……」

「だ、大丈夫だったの？」

「はい。エルマさんの昆こん虫ちゆうを使った索さく敵てきスキルが大だい活かつ躍やくしましたから。彼女の……エルマさんのおかげで、ほとんど敵と遭そう遇ぐうすることなく街まちに帰き還かんすることができました」

「……なるほど」

　それはおそらくモンスターのエンカウント率を一定時間半減させるエルマさんのスキル『昆虫偵てい察さつ』だろう。敵との遭遇率が異様に高い『Ends of the earth』では頻ひん繁ぱんに使用するスキルだ。ちなみにリーネが使ったという『防壁魔法』は正しくは『マジックウォール　レベル１』という。レベルが上がると敵の攻撃を無効化できる回数が一つ増える。最大レベルは４だ。ＭＰの消費が激はげしい魔法なので使いどころが非常に難しい。

「裕貴さん？　あまり無茶はしないでくださいね？　裕貴さんは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの代表です。今や裕貴さんの身体からだは裕貴さんだけのものではないのですから」

「う、うん。以後、気をつけるよ……」

　おれはシャノンさんの忠告に素直に頷うなずいたものの、「でも、あの場はああするしか……ああするのが最善だったと思うし……」という反論の言葉を胸中に響ひびかせた。

「あ、そうです。エルマさんなのですが、今朝けさ、裕貴さんに話しかけてきた……マシューさんは『ヴェルナー』と呼んでいましたけど……どうやらエルマさんはそのヴェルナー一いち味みに与くみしていたようなのです」

「あの黒い鎧よろいを着た男のことだね？」

「はい」とシャノンさんが無表情で頷き、「エルマさんは、ヴェルナー一味のやり方には常つね々づね疑問を感じていたそうです。たとえばエルマさんに与えられた今回の任務は、最初から私たちの情報を横取りすることが作戦の前提としてあったみたいで……」

　まあ、情報の多くは中央司令部が……というかおれが握にぎってるから、そういう手段を使わざるを得ないよな。ヴェルナーは闘とう争そう心しんが強いキャラだし……。

　その後のシャノンさんの話によると、まずエルマさんは今回のことを機にヴェルナー一味を抜け、中央司令部に籍せきを置くことを約束してくれたらしい。さらにこれまで単独行動を貫つらぬいてきたバニラさんも中央司令部に所属する腹はら積づもりのようで、「わたくしの全すべてを軍ぐん師し様に捧ささげます……」という言葉はちょっと信用ならないけど、彼女はなんだかんだいって、一いち途ずなキャラクターなので、きっとおれたちを裏切ることはないだろう、と思う。

　そして肝かん心じん要かなめの、今回倒すことができなかった蛇じや竜りゆうについてなのだが……。

　これに関しては、後日、様々なことが明らかになっていく。

　発覚する事実の中にはおれの頭を悩ませる事案も含まれていた。

　その事案はシャノンさん絡がらみの非常に厄やつ介かいな難事で──

　……のちにおれは痛感することになる。

　わかっているようでわかっていなかったこの世界の仕組み──ルールを。

　シャノンさんたちに課せられた逃のがれ得えぬ運命というものを。













　　　　　ＡＣＴ３　勇敢～Holly catastrophe～







「今日もなんの成果もなしか」

　マシューが窓まど際ぎわに移動し、二つの月が浮かぶ青白い夜空を見上げる。拠点の五階、小しよう会かい議ぎ室しつから見えるその双ふた子ごのような月は今にも地上に落ちてきそうなほど大きかった。

「困ったね……」

「それが最高責任者の言うことか？」

　おれが弱気なコメントを返すと、マシューが苦笑いを浮かべた。おれを非難しているわけではないようだ。

「南に進めないとなると、やはりあの蛇じや竜りゆうを倒すしか道はないようだな」

「うん。それしかないと思う」

「とはいっても、何か策さくを練ねらないことにはあの蛇竜は倒せそうにないな」

「ま、ね……」

　蛇竜の攻略に乗り出してすでに一週間がすぎていた。その間、何度となく『青の洞どう窟くつ』に足を運び、何度となく蛇竜と対面してきたが、その圧倒的な攻こう撃げき力とあらゆる攻撃を無効にする硬かたい鱗うろこを前に、おれたちは手も足も出せないでいる。

　あらゆる攻撃を無効にする硬い鱗──

　この世界で行われる戦せん闘とうにはダメージ表示や回復表示が味方にも敵にもないが、これまでの戦闘で、ダメージがゼロの場合の敵のリアクションがどんなものなのかは心こころ得えている。だからみんなの攻撃が蛇竜に一切通用していないのは紛まぎれもない事実。そして蛇竜にダメージが通らないのはおそらくシャノンさんたちのレベルの低さが原因……ではない。蛇竜は、レベルがカンストしているおれの攻撃さえ押し返すのだから、これはもう特別な戦闘、『イベント戦闘』の線が濃厚だろう。ある程度ＲＰＧ慣れしている人なら誰だれだってそう考えるに違いない。

　と、推測もここまではよかったんだけど──

　おれはどうしても黒い鱗を持つ蛇へび型がたのドラゴンとイベント戦闘を繰くり広げるＲＰＧを──これに該がい当とうするＲＰＧを思い出すことができない。……できないでいる。

「南エリアを開かい拓たくできればよかったんだがな」

「それも難しそうだよね」

　マシューの言葉を受け、おれの脳のう裏りに遠えん征せい中に起こった出来事が自然と蘇よみがえってきた。

　数日前、リーネとの会話がきっかけでスタート地点である大だい聖せい堂どうの存在をふと思い出す機会があったのだが、そのとき自分を除いた五人──シャノンさん、マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさん──の平均レベルが「12」に達していることに着目し、今なら多数の死者を出した大だい聖せい堂どうの南の森を抜けることができるのでは？　と考えた。この思いつきはレベルという概がい念ねんを知らないシャノンさんたちには理解し難がたい着想に思えたが、みんな新しい魔ま法ほうや特技を覚おぼえ、成長している、強くなっている、という実感があったようで、おれの提案に異い議ぎが唱となえられるようなことはなかった。

　そしてこのおれの推測は見事的中。以前は苦戦を強しいられたサーベルホーン──適てき正せい討とう伐ばつレベル14──だが、おれが適度に壁かべ役やくを務めれば平均レベル12のシャノンさんたちでもそれほど苦戦することなくサーベルホーンを倒すことができた。南の森にはサーベルホーンとあともう一体別の敵が出現するのだが、そちらへの対処も特に心配はなく、結果、おれたち六人はわずか数回の戦せん闘とうで南の森を突破することができた。

　しかし──

　南の森を抜けた先に思わぬ障しよう害がいが待ち受けていた。

　森を抜けると開けた草そう原げんに出たのだが、その途中の何も存在しない空間に意識しないと見えないくらい薄うすい壁──よく見ると赤い。そして半はん透とう明めい──がおれたちの行く手を阻はばんでいたのだ。その半透明の壁は物理攻こう撃げきでも魔法攻撃でも破は壊かいすることができない代しろ物もので、迂う回かいして先に進もうにも、壁は左右に、地平線の彼方かなたまで伸びており、さらに上方向も同じで、その壁は雲すらも突き抜けて天高くそびえ立っていた。

　結局、おれたちは南エリアの開かい拓たくを断念した。もちろん他のエリア、『東の川』と『西の遺い跡せき』は今のシャノンさんたちのレベルでは返かえり討うちに遭あうだけだから、進軍は避さけた。

　と、そんなわけで早々に退却を余儀なくされたわけである。

　前に一歩進んだかと思えば、即後ろに後退。元もとの木もく阿あ弥みというヤツだ。

「……ちょっと外に出てくるよ。温泉にでも入って考えをまとめてくる」

　おれは座っていた木製の椅い子すから立ち上がった。

「ん、そうか」

　マシューが窓まど際ぎわから離れ、おれのほうを向く。

　何か言うのかと思ってドアの前で立ち止まっていると、

「最近……進展がないからか、司し令れい部ぶに所属してる連中が影でコソコソと不満を漏もらしているようだが、ヤツらの言うことは気にするな。お前はお前のペースでやれ。功を焦あせって自滅するんじゃないぞ？」

「あ、うん。ありがとう……マシュー」

「……い、いちいち頭を下げるな、気持ち悪い。とっとと出ていけ──」

「うわっ！　ものを投げるのは止よそうよ！」

　おれは慌あわてて廊ろう下かに飛び出した。素直じゃないなぁ、と思いながら。







「蛇じや竜りゆうが登場するＲＰＧ……」

　拠点を出て、街まちの中央にある温泉施設に向かう途中、おれは頭を捻ひねりに捻り、蛇竜の元ネタを必死に思い出そうとしていた。未いまだに見当がつかないのだ。まあ、これだけ頭を捻っても出てこないということはもしかしたら蛇竜の元ネタは未プレイのＲＰＧかもしれない。

「でも……」

　──触しよつ角かくを思わせる細長い二本の角つの。異常な長さを誇ほこる尻尾しつぽ。

　おれは蛇竜のビジュアルにどこかで見み覚おぼえがあるのだ。

　それも現実世界ではなく、この世界に来てから目もく撃げきしている。

　この小骨が喉のどに引っかかったような感覚……気持ちが悪い。

　何かきっかけがあれば思い出せるのかな？

「……っと、いつの間にか温泉だ」

　顔を上げると、和風ファンタジーＲＰＧの代名詞といっても過言ではない『幻げん影えい戦せん国ごく記き』に登場する平屋造りの温泉施設が目の前にあった。ここは無料で利用できる温泉で、男女別に区切られた脱だつ衣い所じよを抜けると、背の高い柵さくに囲まれた源泉かけ流し（という設定）の露ろ天てん風ぶ呂ろがどこまでも広がる。

「もう夜中だし、さすがに利用者はいないか……」

　おれは靴くつを脱ぐと、迷わず右側の通路を進み、その先にある脱衣所で服を脱いだ。タオルを握って脱衣所を抜けると白く濁にごった温泉から沸わき上がる湯ゆ気げがおれを優やさしく包み込んだ。一日の中でもっとも心が安らぐ瞬しゆん間かんだ。

「さて、まずは身体からだを洗って──んん？」

　脇わきに積み上げられた桶おけの一つを手に取ろうとしたところ脱衣所から声が聞こえてきた。

　声は女性のもので、しかも、聞き覚えのある声ばかりで──

「うーん、遅くなってしまいましたね……」

「シャノンさん。あなたのせいですわ。あなたが欲張ってアップルパイを十個も食べるから」

「み、水増ししないでください。正確には九個ですっ！」

「たいして変わらないではないか～……」

「すごい食欲……」

　シャノンさん、バニラさん、リーネ、そしてエルマさん。

　四人の声は間違いなく脱衣所から聞こえてくる。

　な、なんでシャノンさんたちが……っ!?

　おれは大おお慌あわてで温泉に入り、奥に奥に進んでいき、岩場の陰に身を隠かくした。

　まさかとは思うけど……こっち女湯だったのか？

　ここの露天風呂は混浴ではないが、左右で広さが異なるため、利用可能な露天風呂が一日置きに男女で入れ替わるようになっている。公平を期するためだ。

　あ、そうか。昨日は大だい聖せい堂どうに遠えん征せいして、帰ってきたのは夕方だったけど、疲れてたから夕食後すぐに寝ちゃったんだよな。ほとんど毎日入ってて、今日は左、今日は右って感じで習慣化してたから、てっきり今日はこっちが男湯だと……。

　夜中というひと気のない時間帯に来たのもいけなかった。脱だつ衣い所じよに先客がいれば「間違えました！」の一言で引き返せていたかもしれないが、すでにおれは露ろ天てん風ぶ呂ろの中。この史上最悪のシチュエーションから抜け出す方法は果たしてあるのか。

　柵さくを飛び越えて脱出するか？　いや、でも、全裸で外をウロつくわけには……。

　全裸で街まちの中を駆かけ抜けろ！[image: →]公然わいせつ罪で逮たい捕ほ。

　人生終わるな……確実に。いや、この世界には警けい察さつに相当する組織はないから、捕まることはないだろうけど、でも、人に見つかったら言い逃れできないし。

　──ガラガラガラ。

　そうこうしているうちに扉とびらが開き、美少女軍団が姿を現した。

　露天風呂内には電灯がいくつも設置してあるので視認性には問題がない。

　問題がないことが問題のような気もするが……いや、それはともかく──

「ん～、やはり露天風呂は開放感があっていいの～」

　他の女性陣はタオルで前を隠していたが、最年少のリーネだけはその未発達な体たい軀くを隠すことなく、うーん、と大だい胆たんに上体をそらしたり、逆に身体からだを折り曲げたりしている。

　湯ゆ気げが……湯気が邪じや魔まだ……。

　おれは、水すい蒸じよう気きのくせに生意気だぞ、と心の中でつぶやいた。が、すぐに自分の置かれた状況を思い出し、「湯気が晴れたら危険だ……。た、頼む……湯気さん、おれを守ってくれ」と一転して湯気を崇あがめ奉たてまつった。

「リーネさん？　ちゃんと身体を洗ってから入ってくださいよ？」

「うむ。わかっておる」

　四人が風呂桶おけを手に取り、白く濁にごったお湯を身体にかける。

　その光景はまるで温泉旅番組のワンシーンのようで──

　シャノンさん、エルマさん、バニラさん、リーネの順だな……。

　おれは悪天候（湯気がすごい）の中、目を凝こらして四人の胸の大きさを目測で比較するという下品極きわまりないランク付けを行い、「誰だれだってこんなシチュエーションに放り込まれたら同じことするだろ！」と健全な男子高校生であることを言い訳に自己正当化に励はげんだ。

「さーて、ひと泳ぎするかのー」

「リーネさん！　泳いじゃダメです！」

「冗談じゃ、冗談。さすがのワシも最低限のマナーは心こころ得えておる」

　シャノンさんの制止の声を遮さえぎり、のんびりとした動作で湯船に浸つかるリーネ。

　続いてバニラさん、エルマさんも温泉に身体からだを浸ひたし、最後にシャノンさんが「リーネさんの悪いところは冗談が冗談に聞こえないところです」と頰ほおを膨ふくらませたまま白く濁にごった温泉に身を半分ほど沈しずめた。

　四人が奥に移動してくるんじゃ？　とおれは内心でハラハラしたが、今のところ彼女たちは岩いわ風ぶ呂ろの手前のスペース──一番広々としている──から移動する気配はない。今日はほとんど貸しきり状態だから動く必要性を感じないのかもしれない。

「シャノンの悪いところは冗談を冗談と見抜けないところじゃなー」

「ああ言えばこう言う……ですね」

「シャノンはもっと裕ゆう貴きを見習うべきじゃ」リーネがパチャパチャと湯面を叩たたく。「裕貴はワシの冗談を笑って許してくれるからのー。寛かん大だいじゃー。シャノンとは大違いじゃー」

「むぅ……」

　途端にしかめっ面になるシャノンさん。不満がありそうだが反論の言葉はない。

「軍ぐん師し様と言えば」とここでバニラさんが口を挟はさみ、「……危険を顧かえりみずにエルマさんの救出に向かったこの間の軍師様、素敵でしたわ。蛇じや竜りゆうの黒こく炎えんを全身で浴び、扉とびらが閉まってあわやという場面からの奇跡の生せい還かん……あの日の出来事は後世に語り継つがれるべきですわ！」

「うむ。普段の裕貴はちょっと頼りないが、あのときの裕貴は男おとこ気ぎに溢あふれておったな」

「リーネさん？　裕貴さんはいつだって男気に満ち溢れていますよ？」

　シャノンさんがリーネの言葉に異い議ぎを唱となえる。

　……どう考えても過大評価ですよ、シャノンさん。でも、これだけ持ち上げられているんだから、「やあ、みんな」と顔を出しても「キャー、ユウキサーン」ってな感じで歓迎してもらえるんじゃないだろうか？　…………ないな。それは絶対にない。シャノンさんの風呂桶おけラッシュ（おれが考えた必殺技）の餌え食じきになるだけだろうな。バニラさんは喜びそうだけど……。

「そういえばエルマさんはあのときのことを覚おぼえていらっしゃるのですか？」

「あたし、途中から気を失ってたから……よく覚えてない」

　シャノンさんの問いかけにエルマさんがボソボソと言葉を返す。彼女は表情のバリエーションが極端に少ない無表情系のキャラで、性格はよく言えば控ひかえめ、悪く言えば引ひっ込こみ思じ案あんといった感じ。おそらく四人の中では一番温厚な性格をしていると思う。

「でも、軍師様はあたしの命の恩人だから……とても感かん謝しやしてる。ううん、感謝してもしきれないくらい感謝してる。……まだちゃんとお礼言えてないけど……」

「あらあら。それはいけませんわ」

　バニラさんがお湯を搔かき分けながらエルマさんの側そばに移動する。ツインテールがトレードマークのバニラさんだが、今はそのボリュームのある銀ぎん髪ぱつをアップにして一ひと纏まとめにしている。それはシャノンさんとリーネも同じだ。エルマさんはショートカットなので特にヘアスタイルは変えていないが、帽ぼう子しを脱いでいるので彼女も普段とは雰ふん囲い気きが異なる。

「早くお礼を言っておかないと、時間が経つと言い出しにくくなってしまいますわよ？」

「でも、お礼の言葉、思いつかない。なんて言えばいい？」

「そうですわねぇ……。あ、言葉ではなく行動で示すという手もありますわ」

「ん？　行動？」とエルマさんが小首を傾かしげる。

「うふふ……わたくしがエルマさんなら夜中にこっそりと軍ぐん師し様のお部屋に忍しのび込みますわ」

「なるほど！　身体からだで借りを返そうというわけじゃな！」

「……大だい胆たん」

　エルマさんの顔がほんのりと赤らむ。

　ホント大胆だよな、バニラさん。……でも、バニラさんっていかにも恋愛慣なれしているかのように振ふる舞まってるけど、あれって全部見み栄え張ってるだけなんだよな。ま、そういう一面があるから人気出たんだろうけど。尻しり軽がる女おんなと見せかけて実は誰だれよりも一いち途ずという……。

「バニラさん……またそのようなふしだらなことを……っ」

「ふしだら？」バニラさんの鋭い双そう眸ぼうがシャノンさんをロックオンする。「何がどうふしだらなんですの？　男女の営いとなみはこの世の摂せつ理りではありませんの？」

「そういう問題ではありません！　ここは仮にも大衆浴場なのですよ？　こういう場では、下品な表現は極力慎つつしむべきです！　発言するときは時と場所を考えて……（くどくどくど）」

「はあ」

　バニラさんが、まったくもうこれだから、といった感じに首を振る。

　そして、「相変わらずお堅いですわねぇ」と言いながらシャノンさんの背後に回り──

「こんな立派なものをお持ちだというのに……っ！」

　と声を響ひびかせながらシャノンさんの胸を両手で持ち上げた。

「な、な、な、何をするのですか、バニラさ──ひゃん!?」

「ここですか？　ここがいいのですか？　それともこっちですの？」

[image: ]

　エロ親父おやじと化したバニラさんは、ぼよんぼよん、とシャノンさんの胸を持ち上げたり左右に揺ゆらしたり、しまいには「もみもみしてさしあげますわ」などと言いながら高級メロンに勝るとも劣らない二つのふくらみを揉もみしだき始めた。そのバニラさんの活かつ躍やくは全国六千万人の男の子の胸をときめかすには十分で、「いいぞ、もっとやれー」とおれは絡からみ合う美少女たちのエッチな営みがもっともっとエスカレートするように、と心の中でエールを送り続けた。

　……湯ゆ気げのせいでほとんど見えなかったけどな……。

「ところでシャノンさん？　あなた、軍師様のこと、どう思っていますの？」

　騒そう動どうのあと、バニラさんが改まった態度で問いを投げかけた。

「と、突然……なんですか……？」

　シャノンさんが上うわ擦ずった声を発しつつ、リーネの肩越しにバニラさんを目で補足する。

　また胸を揉まれるかもしれない、とシャノンさんが警けい戒かいを強めた結果、リーネとエルマさんがサンドイッチの具のように二人の間に収まっている。

「真ま面じ目めな質問ですわ。答えたくなければ答えなくてもけっこうです」

「私は……」

　冗談ではないとわかったからか、シャノンさんが口を開いた。

　真剣な問いには真剣に答える。礼儀正しいシャノンさんらしい対応だ。

「私は……裕ゆう貴きさんのことを尊そん敬けいしています。ですから、えっと、その……これからも裕貴さんの期待に応こたえていきたいと考えています。……あ、あと、裕貴さんの失われた記き憶おくを取り戻すためのお手伝いができたら……と思っています」

「欲のないことですわねぇ」バニラさんが大げさにため息をつき、「今、もっとも軍ぐん師し様に近しい女性といったらあなたのことでしょうに？　軍師様と恋仲になりたい、という願望はあなたにはありませんの？」

　う、うお……。なんつーストレートな質問……。

　耳を塞ふさぎたくなるようなやり取りだ。聞きたいような聞きたくないような──

「わ、私はそんな大それた考えは持っていません……！　考えたこともありません……！」

　シャノンさんが金かな切きり声ごえにも似た絶ぜつ叫きようを奏かなでた。

　耳が痛いー、とリーネが顔をしかめる。

「す、すみません……」

　我に返ったのかシャノンさんが下を向く。

　そして、「この間……」と俯うつむいたまま今度は一転して小声で語り出した。

「窮きゆう地ちに陥おちいったエルマさんを裕ゆう貴きさんが救出に向かったとき……あのとき裕貴さんは勝算もなく駆かけ出した私を転倒させ……そうやって私の安全を確保した上で、エルマさんの救出に向かいました。もしあのとき私がエルマさんに駆け寄っていたら……たぶん二人とも生きてはいなかったはずです。……思えば裕貴さんには何度も助けられています。多数の死者を出した大だい聖せい堂どうの南の森での戦せん闘とうもそうです。私もリーネさんもマシューさんも……私たちは裕貴さんがいたからここまで生いき延のびることができたのです。だから……だからこそ！　私は裕貴さんの期待に応こたえたい……応えなければならない、と。そう思っているのです……」

　──違う。おれはそんなに立派な人間じゃない──

　熱ねつ弁べんするシャノンさんにおれは心の中で反論の言葉を返す。

　レベル99という絶対安全なお守り。これがなかったらおれはシャノンさんを押しのけて駆け出しはしなかった。そうしようとは思わなかったはずだ。おれは、テレビの前でコントローラーを操そう作さしているようなもの。今、シャノンさんは『思えば裕貴さんには何度も助けられています』って言ったけど、おれはこの世界で起きることを現実で予習しているから……一度体験しているから……。しかも、おれは一度目に蛇じや竜りゆうと対たい峙じしたとき、腰を抜かしたバニラさんを助けようとは思ったものの、蛇竜の存在感に圧倒されて、身動き一つ取ることができなかった。二度目に蛇竜と対面したとき、おれがシャノンさんを押しのけてエルマさんのもとに駆け出したのは──駆け出すことができたのは、シャノンさんの勇気あってのこと。彼女がバニラさんを助けるために走ったときの勇いさましい後ろ姿……おれは彼女に勇気をもらったのだ。彼女の行動に勇気づけられたのだ。だから……だから二度目に蛇竜と相対したとき、おれは自分を奮ふるい立たせることができたのだ。全すべてはシャノンさんのおかげ。おれこそ彼女に何度助けられたかわからない。最初から、今までずっと……何度も何度も……。

「──ですから、私は裕貴さんとどうこうなろうとは考えて──」

「ああ、はいはい。わかりましたわ。もうけっこう」

　終わりの見えないシャノンさんの演説を、やれやれ、といった感じで遮さえぎるバニラさん。

　彼女は「あなたと恋バナをしようと考えたわたくしがバカでしたわ」と言いながら温泉から上がり、「……忠誠心では敵かないそうもありませんわね……」と小声でブツブツ言いながら脱だつ衣い所じよに引き返していった。これに続くようにリーネも「のぼせた～」とフラつきながらバニラのあとを追い、しばらくするとエルマさんも「……お先に」とシャノンさんに目め配くばせしたのち、そそくさと脱衣所に引き返していった。

　最後に残ったシャノンさんは、はふぅ、と大きく息を吐はき出したあと、夜空を見上げたり、お湯の中で柔じゆう軟なん体たい操そうをしたり、湯面をパチャパチャ叩たたいたり、と落ち着きのない振ふる舞まいが目立った。ただ、それも最初だけで、徐じよ々じよに落ち着きを取り戻していき、「いい湯です」と背泳ぎっぽい姿勢で温泉に身を委ゆだね始めた。おれは、そのうち上がるだろう、と思って岩場の陰からこっそり様子をうかがっていたのだが、シャノンさんはいつまで経っても温泉から上がろうとしない。そうこうしているうちに「先に戻りますわよ～」というバニラさんの声が聞こえ、脱だつ衣い所じよから人の気配が消えた。三人とも出ていったらしい。

　よほどお風ふ呂ろが好きなんだな、となおも待機していると、シャノンさんが急に妙な歌を口ずさみはじめた。その歌は「温泉に入りながらアップルパイを食べる」というシャノンさんの願望が詩になっていて、「おんせん、おんせん、あっぷるぱいぱい♪」と笑いを誘さそう歌詞が無人（だと彼女は思っている）の空間に響ひびき渡った。

　か、勘かん弁べんしてくれ……ぱいぱいって。ぱいぱいって……ぷぷっ。

　おれは笑いを堪こらえるのに必死だった。嵐あらしよ去れ、嵐よ去れ、と心の中で懇こん願がんを繰くり返す。

　だがシャノンさんは止まらない。爆ばく笑しよう物ものの歌詞と狂いに狂った音程を大公開。

　も、もうダメだ……もう笑わずにはいられ──

　シャノンさんが「ぱいぱいぱい♪」と可愛らしくも狂ったメロディを湯ゆ気げの立ち上る大衆浴場に響かせた直後のことだった。ついに我が慢まんの限界に達したおれは……。

「あははははっ……！」

　と涙を流しながら大声で笑い出してしまった。

「──だっ……誰だれかいるのですか!?」

　歌声が途切れ、シャノンさんが警けい戒かい心しんを強めたのは当然の結果だろう。

　あ、ああ……これはもう風呂桶おけラッシュ確定だな……。

　観念しよう。自首しよう。覚悟を決めたおれは岩場の陰から姿を晒さらし、

「…………恥の多い生しよう涯がいを送ってきました……」

　と昔の文ぶん豪ごうの小説からセリフを拝はい借しやくし、害意のない存在であることをアピールした。

「ふえ？」

　まさかおれがいるとは思ってもみなかったのだろう。シャノンさんは素すっ頓とん狂きような声を発したあと、「～～～～～っ!?」と声にならない声を上げながらお湯の中に身を沈しずめた。

「ゆ、ゆ、ゆ、裕ゆう貴きさん……何をやっているんですか……こんなところで……っ」

「……そ、その……男湯と間違って……──」

　おれは首から下をお湯に沈めたシャノンさんに向かって正直に訳わけを話した。

　怒りの鉄てつ拳けんか、それとも風呂桶ラッシュか。いずれにしろお説教が待ってるだろうな。

　そんなことを思いながら噓うそ偽いつわりのない事実をシャノンさんに伝えていると、

「……ぷっ」

　と突然シャノンさんが噴ふき出した。

　あれ？　どうしたんだろう？　とおれは目を丸くする。

「裕貴さんは女湯に不法侵入を試みたわけではないのですよね？」

「あ、当たり前だよ。女湯に忍しのび込むなんて……そんな大だい胆たんなこと……」

「そうですよね……。裕ゆう貴きさんが意図してそのような行為に及ぶはずありませんよね……」

　シャノンさんは大きく頷うなずくとお湯に身を沈しずめたまま目を細めた。

　会話が途切れると途と端たんに落ち着かない気分になってきた。しばらくするとシャノンさんは若じやつ干かん身体からだをお湯から出し、胸が見えない程度に上半身を露ろ出しゆつさせたが、温泉を出ていこうとはしない。おれがいるから上がるに上がれないのかもしれない。幸いお湯は白く濁にごっていて不ふ透とう明めいなので、温泉に浸つかってさえいれば裸を見られる心配はない。お互いに……。

「えっと……」

　シャノンさんの顔を直視する勇気のないおれが目線を落とすと、彼女の胸の谷間に収まっているペンダントが目に入った。その銀色のペンダントには中央のクロスした部分に龍りゆうの装そう飾しよくが施ほどこされている。

　胴体と同程度の長さの尻尾しつぽと、外側に跳はねた細長い二本の角つのを持つ龍の装飾──

「……こ、これだ！」

　おれは無意識のうちにペンダントをつかんでいた。

「きゃっ!?　裕貴さん、何をするんですか!?」

　──パシーンっ！

　どうやらシャノンさんの胸も一緒に鷲わし摑づかみにしていたらしい……。

「……ズ、ズミマゼン……」

　おれはお湯に顔を浸ひたしてプクプクと気き泡ほうを発しながら謝しや罪ざいした。

　今のは完全におれが悪い。申し開きのしようもない。

「今のはおっぱ……いや、シャノンさんのペンダントをつかんだつもりだったんだ」

「私のペンダントを……？」

「えっとさ、おれ、『青の洞どう窟くつ』で初めて蛇じや竜りゆうと遭そう遇ぐうしたとき、あれとそっくりなドラゴンを別のどこかで目もく撃げきしたことがあるような気がして……だけど、それを今までずっと思い出すことができないでいたんだ」

「蛇竜とそっくりなドラゴン……？　も、もしかしてそれって……」

　シャノンさんが首から提さげたクロスペンダントを両手で掬すくい上げる。

　どうやら気づいたようだ。おれが言う見み覚おぼえのあるドラゴンというのが、彼女が首から提げているペンダントの中央に施された龍の装飾だということを。

　さすがにたまたま似てるだけってことはないと思う。

　蛇竜の元ネタは、おれが未プレイ、もしくは未クリアのＲＰＧである可能性が高かったわけで、シャノンさんが登場する『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』はまさにその一本に数え上げられる。一応、途中まではプレイした記き憶おくがあるのだが、なんせプレイしたのが小学校低学年の頃のことだから、シャノンさんがキャラクターとしてゲームに出てくることは覚おぼえているものの、ストーリーのほうはまったく記き憶おくに残っていない。

　それはともかく──

　これだけ材料がそろっているのだから、蛇じや竜りゆうの元ネタは『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』で間違いないだろう。そして、シャノンさんが首から提さげているクロスペンダントと蛇竜には何か深い関わりがあるのではないだろうか？

「実は……私も気になっていたのです」

　頭の中で考えを整理しているとシャノンさんが控ひかえめに言葉を発した。

「気になっていた？」

「はい」シャノンさんが湯面を撫なでるように頷うなずく。「私の生まれ故こ郷きように黒蛇竜ブラツクナーガという数百年に一度、地じ獄ごくより復活すると言われている悪あしきドラゴンの伝説があるのですが、私の家系……マールブルク家に伝わるこのペンダントには、その邪じや悪あくなドラゴンを滅するために必要な聖なるエネルギーが封ふうじ込められているのです」

「そのペンダントにそんな力が……」

　以前、シャノンさんが「このクロスペンダントはマールブルク家に代々伝わるもので、言ってみれば家か宝ほうみたいなものです！」と言っていたが、おれはそのときから彼女のペンダントには何かあるのでは？　と思っていた。でなければ『家宝』なんて大げさな設定にはしないだろうと。ゲームの攻略に絡からむのが筋すじだと考えたわけだ。ある程度、ＲＰＧをやり込んでいれば誰だれでも気づくようなことかもしれないが、ともかくおれの勘かんは当たっていたようだ。

「今、言ったようにこのペンダントには聖なるエネルギーが封じ込められています。聖なるエネルギーの元となるのは人の生命エネルギーで、このペンダントは膨ぼう大だいなエネルギーを蓄たくわえるための『器うつわ』として機能すると同時に、注そそぎ込まれた生命エネルギーを聖なるエネルギーに変える力があるのです。長い年月をかけて変質する……と全すべて父から聞いた話ですが」

「へえ」

　けっこう設定が細かいんだな、とおれは内心で感心する。

「シャノンさん。その黒蛇竜ブラツクナーガっていうのは『青の洞どう窟くつ』にいる、おれたちが蛇竜って名づけたあのドラゴンと同一のものと考えていいのかな？」

「同じ……だと思います。ですが、どうして私の生まれ故郷に伝わる黒蛇竜ブラツクナーガがこの地にいるのかなって。そこがちょっと腑ふに落ちなくて……」

「そ、それはたしかに……」

　この世界の構造を知らないシャノンさんからすればそう思うのは当たり前かもしれないな。

　そうか。それが引っかかっていたから今まで話してくれなかったんだな。

「シャノンさん。おれは蛇竜イコール黒蛇竜ブラツクナーガで間違いないと思うよ」

「間違いない……？」

「うん」おれはシャノンさんの不安を打ち消すため断定口調で頷いた。「あんな特徴的なドラゴンがこの世に何匹もいるとは思えないからね。それにシャノンさんが言う伝説ってそうとう古いものなんだよね？　だったら、シャノンさんの故こ郷きよう以外の場所には出現しない、とは絶対に言いきれるものでもないんじゃない？」

「そ……そうかもしれません」

　シャノンさんが浮かない顔で小さく首しゆ肯こうした。

　まだ納得がいっていないのだろうか？　これはさらに念を押す必要が──

「──裕ゆう貴きさん」

　ふいにシャノンさんがクロスペンダントを両手で掬すくい上げ、まるで自分の子供を慈いつくしむかのように指先で優やさしく優しく銀色に輝くペンダントの表面を撫なでた。

「私は……私は裕貴さんの言葉を信じます」

　そう力強く言葉を押し出したシャノンさんだったが、やはり浮かない顔をしていた。

　悲ひ痛つうな表情にも見える。何か不安なことでもあるのだろうか？

「信じているから……信じているからこそ、私も正直に話そうと思うのです」

「は、話すって何を？」

「……ペンダントのことを……です」

　彼女は一ひと際きわ低い声でそう言った。声もそうだが表情もネガティブの極きわみだった。

　おれはシャノンさんのその一連の振ふる舞まいに違和感を覚おぼえた。

　違和感──いや、悪い予感と言ったほうがいいかもしれない……。

　過去の記き憶おくが、小学生の頃『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』をプレイしたときの記憶が蘇よみがえったわけではないが、これ以上は深入りしないほうがいいのではないか、という思いがなぜか胸中から湧わいてきた。

「裕貴さん」

「……え？　な、何？」

　おれは戸と惑まどいを打ち消そうと声を張った。

　だが一度広がり始めた不安の波はどんどん胸のうちを侵しん食しよくしていく。

「このペンダントには黒蛇竜ブラツクナーガを無に返すほどの強大なエネルギーが封ふうじ込められています」

「う、うん……」

「聖なるエネルギーの元となる生命エネルギーは誰だれであろうと人である限りは問題なくペンダントに注そそぎ込むことができるのですが、ペンダントに封じ込められている力を解放することができるのはマールブルク家の血を引いている者だけです。過去にペンダントが盗ぬすまれたことがあったそうですが、マールブルク家の血ち筋すじでなければ扱えない代しろ物ものですから、これが元で大だい惨さん事じに発展したという記録は残っていないみたいです。悪用はできないということですね」

「なるほど……」

「そして、ここからが重要なのですが……実際にペンダントの力を解放するためには……使用者が自身の生命エネルギーをペンダントに注そそぎ込まなければなりません」

「シャノンさんの血ち筋すじの生命エネルギーってことだね？」

「……はい」

　シャノンさんが消え入りそうな声でつぶやく。

　その声、その表情は──まるで余よ命めい宣せん告こくを受けた末期ガン患かん者じやのようで。

「生命エネルギーをある程度ペンダントに注ぎ込むと、そのエネルギーに呼応してペンダントに封ふうじ込められている聖なるエネルギーが付近に存在する邪じや悪あくな存在を感知し、浄じよう化かします」

　シャノンさんが言葉を結ぶ。そして……もう一言。

　一いつ瞬しゆん、ためらうような仕し草ぐさを見せたが、その後まもなく唇くちびるを動かし、

「聖なる力が解放される瞬しゆん間かん、ペンダントは使用者の意思にかかわらず、使用者の生命エネルギーを空からになるまで絞しぼりつくします。そして、解放後、ペンダントは砕くだけ散ちり、同時に……ペンダントの力を使った者も──」

　──死んでしまいます。

「……なっ……」

　その予想外の言葉におれは絶ぜつ句くしてしまう。

　シャノンさんはお湯の中をゆらゆらと漂ただようペンダントを両手で捕まえ、

「ホーリー・カタストロフィ──一種の自じ爆ばく技わざですね……」

　彼女がそう言葉を発したあと、「……ああ」とおれはお湯の中で脱力した。

　──ホーリー・カタストロフィ。

　その技の名前に聞き覚おぼえがあったのだ。

『エリプス・スピン』のときと同じ。どうやら技の名前だけは記き憶おくに残っていたらしい。蛇じや竜りゆうのことやペンダントのことはまったく覚えていないし、今でも思い出すことはできないが、『ホーリー・カタストロフィ』という技の名前を聞いた瞬間、過去の記憶が湯ゆ水みずのように湧わき出てきた。

　──天に向かって伸びる光の柱。

　──荒い３Ｄポリゴンのシャノンさんが地面に崩くずれ落ちる姿。

　二つの重要な光景がおれの脳のう裏りで連続して再生される。

　……そうか。今わかったぞ。どうしておれが『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』を最後までプレイしなかったのか、どうして途中で投げ出してしまったのか……。

　お気に入りのキャラクターが死んでしまったから──

　死んで……パーティーメンバーから離り脱だつしてしまったから──

　だからプレイする気が失うせてしまって──

　その死んでしまったキャラクターとは言うまでもなくシャノンさんのこと。

　シャノンさんが……シャノンさんが死ぬ？　彼女が死なないと先に進めない？

　は、はは、噓うそだろ？　冗談だろ？

　どうして……どうしてシャノンさんがそんな目に遭あわなきゃ──

「──ふざけるな。ふざけるなよ……」

　現実に響ひびくおれの声。決して心の叫びではない。

　一体誰だれに対して怒っているのか？　ゲームの製作者に対して？　この世界の創そう造ぞう主しゆに対して？　それとも、無神経にも『蛇じや竜りゆうイコール黒蛇竜ブラツクナーガで間違いないと思うよ』と言ってペンダントの秘密をシャノンさんから聞き出そうとしたおれ自身に対する怒り？

　きっと全部だ。

　その全すべてに対しておれは怒っているのだ。

「裕ゆう貴きさん……」

　怒りを露あらわにする挙きよ動どう不ふ審しんなおれにシャノンさんの声がかかる。

　彼女は困ったような顔で口を開き、

「あの洞どう窟くつで待ち受けている蛇竜は、黒蛇竜ブラツクナーガなのですよね……？」

「……そ、それは……」

　おれは答えを返すことができなかった。

　ここで頷うなずくということは、シャノンさんに「死んでください」と言うようなもの。

　そんな残ざん酷こくなこと言えるわけがない。

　だが──

　シャノンさんはおれの逡しゆん巡じゆんを肯こう定ていと受け取ったようで、

「いえ……。裕貴さんが間違ったことを言うはずがありませんよね」

　とつぶやきながらお湯の中を左右に揺ゆれ動くペンダントを両手で掬すくい上げた。

「ち、違う……。ま、まったくの見けん当とう外はずれだから──」

　慌あわてて否ひ定ていの言葉を捻ひねり出したが、シャノンさんは説得力を感じなかったようで、

「私に遠えん慮りよしているのがバレバレですよ……裕貴さん」

　そう言って彼女は苦にが笑わらいを浮かべた。

　引きつった笑み──

　温泉の中だというのに、声は震ふるえ、唇くちびるも震えていた。

　……どうして、どうしてこんなことになってしまったのだろうか。

　おれは天を仰あおいだ。

　夢なら、夢なら早く覚さめてくれ……。
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　翌日、拠点の五階にある小しよう会かい議ぎ室しつに中ちゆう央おう司し令れい部ぶの設立メンバー、四人が集まった。おれ、シャノンさん、マシュー、リーネのことだ。そして、本日、一つ目の議ぎ題だいはと言うと──シャノンさんの自じ爆ばく技わざ『ホーリー・カタストロフィ』について。

「ふむ。だいたいの事情はわかったが……しかし、シャノンのペンダントの力が蛇じや竜りゆうに通用するとまだ決まったわけではないのじゃろう？　とゆーか、ワシはたとえペンダントの力が蛇竜に有効なのだとしても、この作戦には反対じゃ。誰だれかの命を犠ぎ牲せいにしてまであの蛇竜を倒そうとは思わぬ」

「おれも同じ意見だ」マシューがリーネの言葉に賛同を示す。「つーか、お前ら蛇竜退たい治じを深刻に捉とらえすぎだ。少し頭を冷やせ。何が自爆技だ……アホか」

　当然と言うべきか二人は自爆技の使用に強い反対の姿勢を取った。

　二人のこのリアクションは読めてたけど……おれ一人だと深刻なムードを断ちきれそうになかったし、二人に相談したのは正解だったみたいだな……。

　本当はバニラさんとエルマさんもこの場に呼ぶつもりでいたのだが、余計な混乱を招く可能性があったので、まずは思し慮りよ深いマシューと幼いながら冷れい静せい沈ちん着ちやくなリーネの二人に相談を持ちかけることにしたのだ。そして、この判断はどうやら吉きちと出たようだ。

　やっぱり頼りになるな。この二人は。

　おれが、ほぅ、と安あん堵どのため息をついていると、「ですが……」とそれまで沈ちん黙もくを保っていたシャノンさんが口を開いた。

「ですが、みなさん……過去に裕ゆう貴きさんの判断が間違っていたことが一度だってありましたか？　モンスター対策に限って言えば裕貴さんの判断は百ひやつ発ぱつ百ひやく中ちゆうです。私は……このペンダントの力があのドラゴンに有効なのはほぼ間違いないと思っています」

「シャ、シャノン……？　自分が何を言っておるのかわかっておるのか？」

「おいおい」とマシューも呆あきれ気味に頭を搔かき、「お前、自殺願望でもあるのか？　そんなに自じ己こ犠ぎ牲せいが大好きなのか？　ったく……真ま面じ目めすぎるんだよ。もしかしたらあの洞どう窟くつを抜けるルートが他にあるかもしれないだろうが？　もしそういうルートが見つかったら、蛇竜と戦わずにすむんだぞ？　裕貴もそうだが、もっと視野を広く持て」

　マシューの考えは正しい。……現実だったら。

　シャノンさんたちゲームのキャラクターにとっては、まさにこの世界こそが現実なのだろうが、おれはこの世界が二百本のＲＰＧの寄せ集めだということを知っている。ＲＰＧには正解ルートが基本的に一つしか用意されていない。中には複数のエンディングが用意されているゲームもあるが、それでも現実の自由度の高さには及ぶべくもない。

　蛇竜を倒さずに先に進む方法──

　そんなものがあるとはおれにはとうてい思えない。

　倒す方法だって同じだ。シャノンさんのペンダントなしに倒せるとは──

　くそ、なんて厄やつ介かいな世界なんだ。未来に起きることが予あらかじめ定さだめられているなんて……。

　しかも、しかもだ。普通、ゲームで遊ぶ場合、『嫌いやなら止めればいい』というテレビの前から離れるための選せん択たく肢しがプレイヤーに与えられているが──この世界にはそれがない。展開が理り不ふ尽じんだからといって途中で投げ出すことはできないのだ。

「と、とりあえずこの件は保留にしておこうか。シャノンさんも……それでいいよね？」

「……わかりました」

　なぜか不満げなシャノンさん。

　まさか本当に自殺願望が？　と不安な気持ちにさせられたが、

「たしかに深刻に考えすぎていたかもしれません……」

　と肩の力を抜き、はふぅー、と息を吐はき出した。

　シャノンさんの強こわ張ばった表情が若じやつ干かん柔やわらかくなったところで一つ目の議ぎ題だいはクリア。

　その後、昼食を挟はさんだのち、再び同じ小しよう会かい議ぎ室しつに集まり、本日、二つ目の議題をマシューが口にしようとしたのだが──

「失礼致します」

　と言って急にバニラさんとエルマさんが中に入ってきた。

「ん？　どうしたの？　たしか午後からアイテム屋に買い出しに行くって……」

　昼食時に顔を合わせたとき、そう言っていたのをおれは思い出す。

　今日の会議は最初から最後まで四人で行うつもりでいたから、おれ以外の三人が彼女たちを呼んだわけではないはずだ。そもそもこの二人は考えるよりも身体からだを動かすほうが好きなようで、今のところ行動を共にするのは外に出たときに限定されている。

「その……動きが……あって……」

　エルマさんが窓の外に視線を投げ、蚊かの鳴くような声でボソボソとつぶやく。

　ん？　とおれたち四人が首を傾かしげていると、「じれったいですわね。わたくしが説明致しますわ」と言ってバニラさんがエルマさんの前に出た。

「先ほどわたくしとエルマさんの二人でアイテム屋さんを覗のぞいていたんですけれど、お店を出ようとしたそのとき、屈くつ強きような男たちが雪崩なだれ込んできまして、回かい復ふくアイテムなんかを大量に買い占めていきましたのよ。……妙だと思いまして、わたくしたち、彼らのあとを追いかけたのですが、そうしたら──」

「ヴェルナー一いち味みが……北門出口に集まってた……」

　エルマさんがバニラさんより先に結論を述のべた。

「ヴェルナー一味が？」「どういうことです？」「ほー？」「胡う散さん臭くさいな」

　おれ、シャノンさん、リーネ、マシュー、と順にリアクションを示す。

　すると再びバニラさんが桜さくら色いろの薄うすい唇くちびるを動かし、

「実はそのあと、エルマさんの昔のお仲間を通じて情報を仕入れたんですけれど、それによるとヴェルナー一味は今夜、『青の洞どう窟くつ』の入り口付近で野や営えいを行い、そして明日の朝……どうやら蛇じや竜りゆうの討とう伐ばつに向かうつもりのようですわ」

「は？　蛇竜の討伐だって？」マシューが鼻で笑う。「どうやって倒すつもりだよ？」

「あたしが聞いた話では……戦士タイプや武ぶ闘とう家かタイプの人間を集めて……洞どう窟くつの奥の扉とびらが開いたら、一斉に蛇竜を取り囲んで袋にする……って」

「おいおい……ヤツら、そろいもそろって脳のう筋きんなのかよ」

「なんでも五十人規模の武闘派集団を形成して蛇竜に戦いを挑いどむらしいですわよ？」

「五十人規模……」シャノンさんが息を吞のむ。

「うーむ。これは下手をしたら南の森以来の大だい惨さん事じになりそうじゃの……」

　五十人といったら全体の二十分の一だ。こちらも──中ちゆう央おう司し令れい部ぶも日々メンバーが増えていて、すでに六百人を超える大おお所じよ帯たいとなっているが、こちらがちんたらしている間にあちらさんも仲間集めに精を出していたらしい。

「ってか、ヴェルナー側は扉の開け方、知ってんのかよ？」

「知っているようですわ」とバニラさんが髪かみを搔かき上げながら言う。

「どこからか情報が漏もれたのかもしれんのー……」

「お互い様ですわ。こちらもあちらの内情をこうして知り得ているわけですし」

　……まずい。これはまずいぞ。

　ヴェルナーはゲーム中でも主人公のマシューに対たい抗こう意い識しきを燃やして余計なことをするキャラクターで、天あまの邪じや鬼くな一面がある。中央司令部では蛇竜と対たい峙じした際、魔ま法ほう攻こう撃げきや飛び道具に頼る戦法を取っていたのだが、それがあちらに伝わっているのだとしたら、ヴェルナーの思考回路からいって、「遠距離攻撃で倒せないのなら接近戦主体で戦うべき」と考えてもおかしくはない。ヴェルナーが武闘派ばかり集めているのはそういう理由からではないだろうか？

「止めないと……」

　おれは窓まど際ぎわに駆かけ寄り、北門出口に集結しつつある武闘派集団を視界に入れた。

「そろそろ出発するんじゃないか、あれ？」

「お、おれ……ヴェルナーさんを止めてくる……」

「は？　なんだって？」

「だから……止めてくるって」

　おれは一方的にそう言い放ち、小走りで会かい議ぎ室しつを出た。

　お、おい、待てよ、とマシューが追いかけてくる。もちろん他のみんなも。

「裕ゆう貴き、放っておけ。あんな連中」

「ダメだよ。止めないと……」

　マシューはあまりヴェルナーのことが好きではないようだが、おれはヴェルナーというゲームのキャラクターに深い思い入れがある。たしかに性格は悪い。だけどあれでいて仲間思いな一面もあるのだ。もちろん、思い入れがあるのはヴェルナーだけではない。おれはスタート地点の大だい聖せい堂どうにいたキャラクターたち、そのほとんどとテレビ越しではあるものの一緒に冒ぼう険けんしているのだ。愛着があるというか、親近感を抱いているというか……とにかくこのまま放っておくことはできない。

「……ったく、仕方のないヤツだな」マシューが指先で鼻の頭を搔かく。「どうせおれが何を言ったって、止めにいくんだろ？　わかったよ。おれもついていってやるよ」

「あ、ありがとう！　マシュー！」

「礼はいい」マシューがマントをなびかせながら廊ろう下かを歩き出す。「さ、行くぞ」

「あの？　私もお供しましょうか？」

「いや、おれと裕ゆう貴きの二人でいい」マシューがシャノンさんの申し出に首を振る。「あまり大人数で押しかけるとヤツらを刺し激げきするかもしれないからな」

「それもそうですね……」

　シャノンさんは意外にもあっさりと引き下がった。

　なんだからしくない気がするが──

「おい、裕貴。行くなら行くぞ。ヤツら出発間近みたいだからな」

「あ、うん……」

　シャノンさんの様子が気になりはしたが、マシューが先に駆かけ出したので、「みんなは会かい議ぎ室しつで待機してて」と言い残し、マシューのあとを追いかけた。







　ヴェルナーはすぐに見つかった。昼間だとあの黒い鎧よろいはとても目立つ。

　屈くつ強きような冒険者たちを一手に束たばねる黒き王子は、建物の外がい壁へきに寄りかかって偉そうに腕組みをし、自分よりもガタイのいい戦士や武ぶ闘とう家かたちを顎あごで使っていた。

　おれは恐る恐る、マシューは堂々と、ヴェルナーに接近した。

　明らかにおれのほうが下したっ端ぱっぽい挙きよ動どうだったが──

「ん……お前は」

　とヴェルナーの鋭い双そう眸ぼうが先に捉とらえたのはおれのほうだった。彼は、「なんの用だ？」ともたれかかっていた外壁から身を離し、部下を引き連れてこちらに歩み寄ってきた。

「……え、えっと……」

　おれは慌あわてて言葉を探した。前もって考えておけばよかった、と後こう悔かいする。

「裕貴？　おれが代わりに言ってやろうか？」

「あ、う…………い、いや……」

　一いつ瞬しゆん、頷うなずきそうになったが、咄とつ嗟さに思考を切り替え、小さく首を横に振った。

　マシューに頼ってばかりいられない。ここはちゃんと自分の言葉で……。

「ヴェ、ヴェルナーさん……」

　おれは拙つたない言葉で自分の意見を述のべた。蛇じや竜りゆうというモンスターの危険性について。このまま蛇竜退たい治じに向かっても多数の死者が出る、その目もく算さんが高いということを。

　意外なことにヴェルナーは、話の腰を折るような真似まねは一切せず、最初から最後まで黙だまっておれの話を聞いてくれた。……なんだ、けっこう物もの分わかりいいじゃないか──

　だが、ホッとしたのも束つかの間ま。ヴェルナーはそんなに甘い相手ではなかった。

「……くだらん」

　おれの本音を交まじえた説得の言葉はたったの一言で全否定されてしまった。

　あ？　とマシューが悪あく態たいをつきながら左足をわずかに前に出す。

　それを見たヴェルナーは「隣となりの男は好戦的だな」と鼻で笑ったあと、

「それで？　だからどうした？」

「え？」

「中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しはモンスターの知識が豊富だという話だったが、今のお前の話の要点をまとめると、蛇竜は危険なモンスター。それだけだろう？　おれだって蛇竜と戦うリスクくらい承知している。わざわざ警けい告こくされるまでもない」

「で、でも……邪竜は絶対に倒せ……いや、そうじゃなくて、その……」

　ダメだ上手うまく説明できない。絶対に倒せない敵──こんな表現がこの世界の本質を知らないヴェルナーに通じるはずがない。信頼関係が築きずけているマシューたちだったら「戦わないほうがいい」と言うだけで素直に引いてくれるだろうけど、おれはまだヴェルナーから信用や信頼を勝ち取っていない。

「どうやら──おれたちに手て柄がらを奪うばわれるのがよほど癪しやくと見える」

「手柄って……そんな……」

「少々ガッカリしたぞ。数百人にも及ぶ冒ぼう険けん者しやを統とう率そつする男とは一体どんな有能な人間なのかと、お手て並なみを拝見しようと思って黙って話を聞いていたのだが、まさかここまで愚ぐ直ちよくなヤツだったとは。今までこんなクズに遅れを取っていたとは……自分が情けなくなる」

「ああ？　なんだと──っ？」

　ヴェルナーの言葉に逆上したマシューがホルダーからホワイトフェンリルを抜き取った。

「こいつ──」「やる気か──」

　両脇で控ひかえていたヴェルナーの側そつ近きんが間かん髪ぱつ入れずに武器をかまえ、同時に背後でこちらの様子をうかがっていた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの冒険者たちが一いつ斉せいに手元に武器を引き寄せた。

「……チッ」

　マシューが舌打ちしながら武器をホルダーに戻す。それに合わせて側近たちも即座に武器を収めたが、さすがに警けい戒かいしているようで、二人ともマシューから目を離さない。

「さて……終しまいだな」

　ヴェルナーは抑よく揚ようのない声でそうつぶやくと、「しばらくここで見張っていろ」と側近に指示を出し、もう話すことなどない、と言わんばかりにおれたちに背中を向けた。

　そして最後に一言──

「お前は、人の上に立つような人間ではない。分をわきまえろ……クズめ」

　冷れい酷こくな言葉。だが的まとを射いた言葉でもあった。

　……たしかにそう。おれは本来、人の上に立つような人間ではない──

「裕ゆう貴き。あいつはダメだ」マシューがおれの耳元でささやく。「ヴェルナーはおれたちを敵対視している。何を言ったって何をしたって逆効果にしかならん。邪じや魔まをしに来た、妨害をしに来た。そう思われるだけだ。というか実際そうだしな」

「そ、それは……そうかもしれないけど……」

　でも、このままでは間違いなく多数の死者が出る。後方から指し揮きを取るであろうヴェルナーは生き残るかもしれないが、前線で戦う気満々の彼らは──

　くそっ……どうすればわかってくれるんだ……。

　言葉による説得は不可能……だからといって武器を手に取るわけにもいかず……。

　結局、この場は引く他に選せん択たく肢しがなかった。おれとマシューは北門出口から『青の洞どう窟くつ』に向けて出発するヴェルナー一いち味みを無言で見送った。見送らざるを得なかった──







　拠点に戻ったあと、己おのれの不ふ甲が斐いなさに苛さいなまれ、酷ひどく気落ちしているおれに代わってマシューがみんなに事の経けい緯いを説明してくれた。う～む、まいったの～、とリーネが唸うなり、手の打ちようがありませんわね、とバニラさんが両手を上げ、困ったことになった、とエルマさんがカリカリと頰ほおを搔かいた。みんなの間で諦あきらめムードが漂ただよう中、唯ゆい一いつ、シャノンさんだけは言葉を発さず、じっと窓の外を見つめていた。普段の彼女なら「なんとしても止めるべきです！」と主張しそうなものなのに、どういうわけか沈ちん黙もくを保っていた。

　このときのおれは「どうしようどうしよう」と戸と惑まどうばかりで、シャノンさんが正義感を振りかざさない理由を考えようとはしなかった。

　シャノンさんは……このときにはすでに決意を固めていたというのに──
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　その日の夜──

　おれは拠点の五階にある小しよう会かい議ぎ室しつにこもり、椅い子すに浅く腰かけ、ヴェルナー一味の暴走を食い止める方法について、胃が痛むのを感じながらも延々と思考を巡めぐらせていた。窓から差し込む満月の光を頼りに、思いつきを羊よう皮ひ紙しに書き殴なぐってみたりもしたが、出てくるのはくだらないアイデアばかり。一向に解決策を見出すことができない。

「作戦の決行は明日の朝ってことだから……」

　午前が回るまでにはなんとしても考えをまとめておきたい。他のみんなには「作戦のほうはおれに任せておいてよ。みんなは体力を温存しておいて」と言って自室で待機してもらっているので、すぐにでも動けると思うが、集団で『青の洞どう窟くつ』に赴おもむくとなると、やはりそれなりに準備は必要だ。




「何か……何かいい作戦はないのか……」




　どれくらい時間が経っただろうか。

　あらゆる生物が寝静まっているであろう時間帯……。

　おれは、こっくりこっくり、と船を漕こいでいた。

　──トントン。

　ドアがノックされたのはそんなときで。

「裕ゆう貴きさん？　いらっしゃいますか？」

　おれはドアをノックする音とドア越しに聞こえるシャノンさんの声で目を覚さました。

　直後、ドアが開く音と共に視界の先が長方形に切り取られ──

「シャ……シャノンさん？　って、やば!?　今、何時!?」

　急いで椅い子すから立ち上がろうとすると、「裕貴さん。大丈夫です」と言ってシャノンさんが部屋の中に入ってきた。彼女は外出時にしか身につけないはずの金属製のアーマーを腕や足に装着していた。腰には武器を、初期装備であるシンプルな長ちよう剣けんを携帯している。

「考えるまでもないことだと思うのです」

「……え？」

　シャノンさんの第一声はおれにはまるでピンとこなかった。

　彼女の考えが……彼女の真しん意いが伝わってきたのは次の第二声。

「私の命と、五十人の命。より重いのは後者。……そうではありませんか？」

「な、何を……」たぶんおれの声は上うわ擦ずっていた。「シャノンさん、何を言ってるの？」

「ホーリー・カタストロフィを……使おうと思っています」

　シャノンさんは抑よく揚ようのない声でそう言うと、あんぐりと口を開け、椅子に腰かけたまま固まっているおれの目の前まで歩いてきて、

「裕貴さんにだけはお伝えしておこうと思いまして……」

「お伝え……って。いや、そんなのダメだよ！　絶対に認められない！」

　おれは反射的に立ち上がり、叫んでいた。

　しかし、おれの否定の叫びがシャノンさんの決意を揺ゆるがすことはなく……。

「でも、私が自じ爆ばく技わざを使わなければたくさんの人が死んでしまいます。裕貴さんはヴェルナー一いち味みを……彼らを見殺しにすることを、よしとするのですか？」

「そ、そういう話じゃないよ！　おれはシャノンさんが犠ぎ牲せいになるのは間違ってるって言ってるんだよ！」

「……裕ゆう貴きさん。軍ぐん師しは個人的なことよりも全体のためになることを優ゆう先せんすべきです」

「で、でも……死ぬんだよ？　シャノンさんは死ぬのが恐くないの？」

「私は騎き士しです。救うことができる命を見捨てることなんて私にはできません。もし彼らを見捨てたら、私は私ではなくなってしまいます。きっと一生後こう悔かいします。……自分に噓うそをつくことはできません」

　シャノンさんはそこまで一気にまくし立てると、「人々の安らかな日々を守るのが私に課せられた責務。覚悟はできてます」と言って、くるり、と身体からだの向きを変えた。

「あっ……」

　このままではシャノンさんが行ってしまう。

　ホーリー・カタストロフィで蛇じや竜りゆうと相打ちを果たすため『青の洞どう窟くつ』に……。

　おれは「何か言わなければ」と思い、

「シャノンさん……シャノンさんは──」

　──キミは本物の人間じゃない！　ゲームのキャラクターなんだ！　ここで死ぬことは予あらかじめ決められていたことなんだ！　シャノンさんはそういう設定のキャラクターだから！

　おれは思わずそんなことを叫びそうになっていた。

　寸すんでのところで思い留とどまる。

　……言ってはいけない。言うべきではない。それを言うということは、シャノンさんの決意と覚悟を「意味のないもの」として断じるということだ。彼女が出した答えをそんな理屈で否定していいわけがない。……愚ぐ行こうだ。たぶん言っても信じてはくれないと思うが、仮にシャノンさんがおれの言葉を信じたとしたら、その瞬しゆん間かんから正気ではいられなくなるだろう。人間じゃない、架か空くうの存在だ、と言われるのだ。存在そのものを否定されるのだ。否定する側と、否定される側。両者の関係だってこじれてしまう。

　……そうじゃない。おれが言いたいのはそんなことじゃない。おれは……おれはシャノンさんに死んで欲しくない。死んで欲しくないんだ。ただ……ただそれだけなんだ……おれが言いたいことは……。

　自じ爆ばく技わざの行使によって待っている死。パーティーからの離り脱だつ。

　ゲームの中でも、この世界でも──

　彼女が死ぬ姿を二度も見るのはゴメンだ……！

「シャ、シャノンさん、待って……！」

　おれは立ち去ろうとするシャノンさんの腕を捕まえ、強引に手前に引き寄せた。

「きゃっ」「うわっ」

　薄うす暗ぐらい場所では平へい衡こう感覚が鈍にぶる。結果、二人ともバランスを崩くずし、床に尻しり餅もちをついたおれの膝ひざの上にシャノンさんが横向きで乗っかる形になった。彼女は「わわっ」とおれの背中に腕を回し、器用にバランスを取った。

「ご、ごめん」

「……い、いえ……」

　そんな会話のやり取りがあったあと、おれとシャノンさんの間に沈ちん黙もくが訪れた。

　金属製のアーマーのひんやりとした感触、それとは性質の百八十度異なるシャノンさんの柔やわらかで温かい肌はだのぬくもり、心しん臓ぞうの鼓こ動どう──そして身体からだの震ふるえ。

　シャノンさんは、ぶるぶる、と小こ刻きざみに震えていた。

　それだけでわかった。シャノンさんの本ほん音ねが。

　恐いのだ、自じ爆ばく技わざを使うのが。恐いのだ、死ぬのが。

　……そんなの当たり前だ。誰だれだって死ぬのは恐い。死ねば全すべてを失う。一いつ切さい合がつ切さいの記き憶おくがなかったことにされるのだ。そんな世界に旅立つのだ──

「シャノンさん……おれは……キミには死んで欲しくない……」

　おれは正直な気持ちを伝えた。シンプルな言葉。それ以外の言葉はいらない。

　最初からこう言えばよかったんだ、とおれは強く思った。

「……ありがとうございます……」

　子こ猫ねこのように震えながらシャノンさんが口にしたのは感かん謝しやの言葉だった。

　これで考えなおしてくれたらいいんだけど──

「裕ゆう貴きさん……」

「ん、何？」

「えっと……その……ギュッとしてもらってもいいですか？」

　突然、シャノンさんの口から意外なお願いが飛び出した。

　おれは彼女の意い図とが読めず、「ギュ、ギュッとって……？」と言葉を返した。

　するとシャノンさんが、

「つ、つまりこういうことです……」

　と言いながらおれの背中に回していた腕に力を込めた。

　抱きしめて欲しい──ということらしい。

「え、えっと……こ、こう？」

　おれは遠えん慮りよがちにシャノンさんを抱きしめた。

[image: ]

「もっと強くお願いします……」

「こ、これくらい？」

「もっとです……」

「じゃ、じゃあ、これくらい？」

　よりいっそう腕に力を込めると、いつの間にかシャノンさんの身体からだの震ふるえが止まっていた。

「……もう大丈夫です」

　背中を覆おおっていたシャノンさんの腕の力が急きゆう激げきに弱まった。

　おれが反射的に力を抜くと、するり、と彼女の腕が背中から離れた。

「では……それでは、行ってまいります」

　シャノンさんがおれから身を離し、迷いのない目で言った。

　何か言わなければ──

　そう思うのに言葉が出てこない。彼女の目を見ていると言葉に詰つまった。

「裕ゆう貴きさん……私は死にません」

「え？」

「私は絶対に死にません。だから安心してください」

「し、死なないって……でも、自じ爆ばく技わざを使うんだから……」

「大丈夫です」

　シャノンさんが笑顔で言う。自信に満ちた声で。いつもの調子で。

　もしかしてシャノンさん、こんなときまでおれを気き遣づかって？

　……なんて人だ。叶かなわない。……叶わないよ、シャノンさん──

「では──」

　シャノンさんが直ちよく立りつ不ふ動どうの姿勢で敬けい礼れいする。そして、「裕ゆう貴きさん、ごめんなさい──」と早口に言葉を押し出したあと──両手でおれを突き飛ばした。

「……っ!?」

　ごろん、と冷たい床に転ころがるおれ。体勢を立て直し、部屋の入り口に視線を投げたときにはもうドアは閉まっており、シャノンさんの姿も消えていた。

「シャノンさん！　シャノンさん！」

　おれは大おお慌あわてで廊ろう下かに飛び出した。起き上がるのに若じやつ干かんとはいえ時間を要したので、さすがにもう階段を駆かけ下りている頃かもしれない、と焦あせったおれだったが、幸いシャノンさんはまだ廊下にいた。

「待って、シャノンさん！」

　薄うす暗ぐらい廊下をダッシュで駆け抜け、突き当りにある踊おどり場ばつきの階段を飛び降りるような気持ちで下へ。

「リーネ！　マシュー！　シャノンさんを捕まえて！」

　一つ下の階でリーネとマシューの姿を見つけたおれは思わずそう叫んでいた。

「ゆーき？」「一体どうした？」

「……えっと、つまり──」

　二人とも要よう領りようを得ないといった顔をしているが、今は説明している時間などない。

「とにかくシャノンさんを捕まえて欲しいんだ！」

　おれはそう同じ言葉を繰くり返し、そのまま階段を駆け下りた。

　四階から三階へ。三階から二階へ。そして一階へ。

　シャノンさんは拠点の表の出口から外に飛び出すと、なぜか北ではなく南に向かって疾しつ走そうした。一度まくつもりなのだろうか？　と思ったが、シャノンさんはどういうわけか南門に続く幅はばのある大通りを逃げ道に選んだ。おれの足の速さは知っているはず。なのにわざわざ開けた通りを選択するなんて……どうして？

「──きゃっ……」

　シャノンさんはまもなくおれに捕まった。

　南門を目前にして。

　だが──

　おれが捕まえた相手はシャノンさんのようであってシャノンさんではなかった。

　その白い腕を捕まえた瞬しゆん間かんのことだった。おれがシャノンさんだと思っていた女性はプオーンという気の抜けるような音と共にその姿を変えた。

「……なっ」

　その見み覚おぼえのあるビジュアルは『ドラゴンハンティング６』の魔ま法ほう使つかいキャラだった。幻げん惑わく魔ま法ほうを得意とするキャラで、とある城に潜せん入にゆうするイベントで『コピーフェイス』という他人の姿を真似まねる魔ま法ほうを使って主人公たちを城の中に手引きする。

「ご、ごめんなさい。シャノンさんにどうしてもと頼まれまして……」

　女性はそう言って申し訳なさそうに頭を下げた。







「二人とも急ごう！」

　合流したマシューとリーネに事情を説明したあと、おれたち三人はアイテムも持たずに草そう原げんの街まちを飛び出し、北にある『青の洞どう窟くつ』へと急いだ。

　おれは、途中までは二人の走るペースに合わせていたのだが、一向にシャノンさんに追いつく気け配はいがなかったので、「先に行くから！」と一人スピードを上げた。

　レベル99の脚きやく力りよくを生かした追走。

　だが『青の洞窟』にほど近い場所で野や営えいしているヴェルナー一いち味みのテントが見えても、シャノンさんの後ろ姿を捕ほ捉そくすることはできなかった。

「なんとしても……シャノンさんが自じ爆ばく技わざを使う前に……っ」

　おれが再び気を張った直後のことだった。

　突然、パァ！　と北の空が明るくなり、天に向かって巨大な光の柱が伸び立った。

　その特徴的な光の柱は小学生時代に見た覚おぼえがあり──

「噓うそ…………噓だろ……？　こんなの……こんなの！」

　おれは洞窟の中に駆かけ込むと、出現する敵を全すべて無視して全力疾しつ走そうで奥に向かった。

　その間、何かの間違いであってくれ、と何度も何度も神に祈いのった。

　……生きているさ。きっとシャノンさんは生きている。私は絶対に死にません、と。

　別れ際ぎわにそう言っていたじゃないか──

「シャノンさん！」

　洞窟の最深部、四つの台だい座ざが配置された広間を抜けた先にある巨大な扉とびらは開いていた。よくよく考えてみると、魔法が使えないシャノンさんに扉を抜ける術すべはないはずで……。

「シャノン……さん」

　その古びた石の扉を抜けた先に──シャノンさんの姿はなかった。

　そして、あの黒々とした皮ひ膚ふを持った蛇じや竜りゆうの姿も──

「う、うう……ひっく……ひっ……ひっく……」

　唯ゆい一いつ、ただ一人だけ、その場に残っている少女がいた。

　それはバニラさん。彼女は地面にへたり込み、すすり泣きの声を漏もらしていた。

「……軍ぐん師し……様……」

　バニラさんはおれの存在に気づくと、うわあああああー、と堰せきを切ったように本格的に泣き出し、大おお粒つぶの涙なみだを流しながらおれにすがりついてきた。

「裕ゆう貴き！」「ゆーきー！」

　洞どう窟くつの内部からマシューとリーネの声が聞こえてきた。

　だが、おれの目は前を向いていた。前を──蛇じや竜りゆうが鎮ちん座ざしていた場所を。

　夜が明け、東の空から昇のぼってきた太陽の光を受けて光るものがあったのだ。

　光り輝くそれは銀色のチェーン。

　シャノンさんのクロスペンダントに繫つながっていた銀色の鎖くさりだった。

「……どうして……どうして……こんなことに……」

　いない。シャノンさんはもういない。もう会えない。もう二度と……会えない。

　それを理解した瞬しゆん間かん、自然と涙なみだが溢あふれてきた。大量に。止めどなく。

「う、うう……シャノンさん……」

　おれは指で涙を拭ぬぐいながらチェーンを拾い上げた。

　銀色の鎖が左右に揺ゆれ、じゃらじゃら、と音が鳴る。

　残っているのはそれだけ。他には何もなかった。

「…………っ」

　顔を上げ、前方を望むと、暗い色合いの草木が目立つ湿しつ地ち帯たいが目に飛び込んできた。その先には岬みさきがある。草そう原げんの街まちの道具屋で手に入れた地図通りの地形だった。

　これでようやく先に進むことができる。

　二百本のＲＰＧを贅ぜい沢たくにぶち込んだ無む秩ちつ序じよな世界を探たん索さくすることができる。

　だけど……だけど──

　そのための犠ぎ牲せいは大きかった。

　あまりにも、あまりにも大きかった……。













　　　　　ＡＣＴ４　結束～Get together～







　シャノンさんの死から数日が経ったある日のこと。

　その日は──いや、その日もおれは自室にこもって取とり留とめのない時間を過ごしていた。

「……はぁ……」

　こうしてベッドの縁ふちに腰かけ、虚こ空くうを見つめていると、最後にシャノンさんと顔を合わせたときのことを思い出す。前を見ず、終わってしまった過去にばかりこだわる生活。思い出に縋すがっている場合ではないというのに……。

　ひゅー、と開きっぱなしの窓から一いち陣じんの風が舞まい込んできた。

　ベッドから重い腰を上げ、窓を閉めようと手を伸ばしたところ、形容しがたいヒステリックな怒ど鳴なり声が地上から聞こえてきた。

　ここ数日、こうした声をよく耳にする。理由はわからない。部屋に引きこもっているおれにわかるのは街まち全体が不ふ穏おんな空気に包まれている、ということだけだ。あとのことは何もわからない。いや、どうだっていい……。何がどうなろうと……。

　──トントン。

　日が傾き、窓の外から蜂はち蜜みつ色いろの夕日が差し込む頃、入り口の木製のドアがノックされた。

　おれはなんのリアクションも返さず、ベッドの上で寝返りを一つ打った。

「軍ぐん師し様……いらっしゃいますか？」

　ドアの向こう側から聞こえてきたのはバニラさんの声だった。

「バ、バニラさん……？」

　おれが驚きの声を漏もらすと、扉とびらがガチャリと音を立てて開き、「……失礼致します」と言ってバニラさんが部屋の中に入ってきた。

　わたくしがシャノンさんについていかなければ──

　わたくしが台だい座ざに魔ま法ほうをかけさえしなければ──

　そう悔くやんでいたバニラさんはおれと同じく自室に閉じこもっていたはずなのだが、今、目の前にいるバニラさんは、数日前の弱りきった彼女とはまるで別人のように全身から覇は気きのようなものが溢あふれ出しており、その決意に満ちた表情は『ホーリー・カタストロフィ』を使うことを決心したあの日の夜のシャノンさんに通ずるものがあった。

「軍師様……わたくしは取り返しのつかないことをしてしまいました」バニラさんは奥には入ってこず、入口付近に突っ立ったまま静かに語り出した。「ここ数日は起きていても眠っていても、彼女が……シャノンさんの姿が目の前をちらついて……そのたびに、気づいてあげられなくてごめんなさい、って何度も何度も彼女に謝あやまって、自分の愚おろかさに苛さいなまれて……他の人たちにも、軍ぐん師し様にも顔向けできなくて……それでずっと自室に閉じこもっていましたの」

「うん……」

　おれは、あの日の明け方、シャノンさんがどのような方法を用いて、バニラさんを『青の洞どう窟くつ』に連れ出したのかを知らない。バニラさんに訊きけばたぶん何かしらの答えは返ってくるのだろうが、それをバニラさんに尋たずねれば今以上にバニラさんを追い詰つめることになる。だから何も訊いていない。訊かなかった。たぶんマシューたちも知らないはずだ。

「ですが……」

　おれが黙だまりこくっていると、再びバニラさんが言葉を紡つむぎ始めた。

　声も表情もやはりこの間の泣きじゃくっていたバニラさんとは別人のようだった。

「ですが……過去を嘆なげいてばかりいても仕方がないと思うのです。だって、軍師様もわたくしも、まだ生きているのですから……。やることは、やれることはたくさんあるはずですわ。ですから……軍師様も元気を出してください。前を、未来を見つめてください」

　バニラさんは迷いのない表情でそう言った。

　──眩まぶしい。眩しすぎる。

　おれは彼女の顔を直視することができなかった。

「わたくし……実を言うと自力で立ち直ったわけではありませんの」

「え？」

「彼女が……シャノンさんがホーリー・カタストロフィで道を切り開いたことは中ちゆう央おう司し令れい部ぶの人間なら誰だれもが知るところですけれど、どこで嗅かぎつけたのやら、ヴェルナー側もこの事実を把は握あくしているようでして。しかも……事もあろうに──」

　バニラさんはそう言ったあと、むっ、と口の端をつり上げ、苛いら立だったようにトントンと何度か床を踏ふみつけた。その後、「……失礼致しました」と言って咳せき払ばらいをし、

「ヴェルナーは、あの男は卑ひ劣れつにも『シャノン・マールブルクが自じ爆ばく技わざを使ったのは中央司令部の無む慈じ悲ひな軍師がそうするように強要したからだ』と根も葉もない噓うそを、冒ぼう険けん者しやたちに広めていますのよ！　中央司令部の内外を問わず、あらゆる冒険者に対し！」

「なっ!?」

　おれは無意識のうちに立ち上がっていた。

　その衝しよう撃げきの事実はおれの胸の奥に深く深く突き刺さった。

　蛇じや竜りゆうの討とう伐ばつを、先を越されたから……もしかしてその腹いせに……？

　たしかにヴェルナーは自尊心が人一倍強いキャラだけど、でも、だからといって、シャノンさんの死を利用するなんて……そんな。ゲーム中のヴェルナーはマシューのライバル的な位置づけのキャラではあるものの、悪人や悪あく党とうの類たぐいとは違うはずなんだけど……。ヴェルナーはそうまでしておれを蹴け落おとしたいのだろうか？

「わたくし、先ほどその話をエルマさんから教えてもらったんですけれど、その話を聞かされたとき、わたくし、沸ふつ騰とうしたお湯みたいに頭に血が昇のぼって、そしたら居ても立ってもいられなくなって──っ！」

「それは……うん、怒るよね」

　おれは顔を真っ赤にして憤ふん慨がいしているバニラさんを見やる。彼女はおれの視線に気づくと、目をギラギラさせながらヴェルナーに対する恨うらみ辛つらみを語り始めた。

「一体、誰だれのおかげで生いき延のびることができたと思っているのか……まったく！　人の風かざ上かみにも置けない悪あく党とうですわ、あの男は！　はっきり言ってクズですわ！　死者を冒ぼう瀆とくするような真似まねをして！　これではシャノンさんが浮かばれません……！」

　たしかにヴェルナーのやり方は汚い。

　でも、おれは──

　バニラさんみたいに腹を立てることが──奮ふるい立つことができなかった。

　おれの胸のうちに広がったのは怒りではなく不安のほうだった。

　ヴェルナーはこちらの牙が城じようを崩くずすつもりで、シャノンさんの死を利用し、『中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍ぐん師しが仲間に自じ爆ばく技わざの使用を強要した』という妄もう言げんをでっち上げたのだろうが、政治的な駆かけ引ひきとは無む縁えんの生活を送ってきた普通の高校生でしかないおれには、このヴェルナーの策略は酷ひどく重く、酷く恐ろしいものに映った。結果、ただでさえ重いシャノンさんの死の上に乗っかる形でヴェルナーの謀ぼう略りやくがおれの心を押し潰つぶそうとのしかかってきたのだった。

　おれは中央司令部のトップ。おれが指し揮きを取らなければ組織は動き出さない。

　そんなことはわかっている、わかっているのだが──

「軍師様……」ふと気づくとバニラさんが眼前に迫っていた。「そんな顔をしないでください。こちらまで不安になりますわ」

「ご……ごめん」

「今、街まちでは中央司令部所属の冒ぼう険けん者しやとヴェルナー派はとの間で小さないざこざが多発しています。マシューさんとリーネさんが仲ちゆう裁さい役やくとして、街のあちこちを駆かけ回ってくれていますが、いざこざの件数は日を追うごとに増えているらしいですわ」

「マシューとリーネが……」

「ヴェルナーの噂うわさにつられて中央司令部を去る者もかなり出てきています。今まで中立の立場を取っていた者たちがヴェルナー派につくケースもあると聞きます」

「そ、そんなことに……なってるなんて」

「──軍師様」バニラさんの声が室内に響ひびき渡った。「わたくしは、いつだって軍師様の味方です。彼女のように……シャノンさんのように誰かを守るために、勇ゆう敢かんに敵に立ち向かっていくことはできないかもしれません。ですが、わたくしはたとえ全すべての人間が軍師様から離れようとも……最後まで軍師様の味方であり続けます。ええ、約束致しますわ」

　バニラさんは丁てい寧ねいにゆっくりと言葉を押し出すと、くるり、とおれに背中を向けた。

　彼女の打だ算さんなき言葉が胸の奥の深いところに優やさしく横たわる。だがおれは、バニラさんの慈じ愛あいに満ちた表情と献けん身しん的な言葉を受けても、奮ふるい立つことはできなかった。

「わたくし、軍ぐん師し様なら、必ず立ち直ってくださると……そう信じています」

　バニラさんはそう言い残し、おれの部屋を出ていった。

　扉とびらが閉まり、その勢いで室内の空気がほんのちょっとだけ搔かき混まぜられた。

「おれは……おれは一体どうすればいいんだ……」
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　その日の夜──

　おれは眠れぬ夜を過ごしていた。

　夕方、バニラさんの口から飛び出した様々な言葉が頭を離れず、また目を瞑つむるとシャノンさんの悲しそうな表情や、バニラさんの決意に満ちた表情、さらにはヴェルナーの冷たい表情などまで浮かんできて、それらが一いつ斉せいにおれの睡すい眠みんを阻そ害がいした。

　寝返りを繰くり返し、ため息を繰り返し──それがひっきりなしに続いた。

　何度目の寝返りだっただろうか。窓のほうに横向きで眠っていたおれが身体からだを室内側に反転させると、机つくえの上でパァと光り輝くものが目に飛び込んできた。

「な、なんだ……っ？」

　おれは両足で布ふ団とんを跳はね除のけ、ハッとするような思いで身を起こした。

　身体を九十度回転させ、床の上に足をつける。

「あれは……」

　机の上で光るそれはシャノンさんが残した唯ゆい一いつの遺い品ひん──

　クロスペンダントと繫つながっていたあの銀色のチェーンだった。

「なんで……チェーンが光ってるんだ？」

　不思議に思いながらチェーンを手に取ってみると、電球のように眩まばゆい光を発しているチェーンから一筋の光が伸びて──

「この方角は『青の洞どう窟くつ』？　いや、この角度は……もっと先を指してる？」

　はっきりしたことは何もわからない。しかし、チェーンから伸びたその光は、まるで『この方角に向かえ』と。そう言っているような気がしてならなかった。

「いや、待て。そもそも……シャノンさんの所持品がこうして光るっていうことは……」

　この世界は現実のようであって現実ではない。あくまでもＲＰＧをベースにした世界。だから北に向かって伸びているこの光の線には元ネタがあるはずで──それは言うまでもなく『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』の中にあるはずだ。だとすればこの展開は偶ぐう然ぜんではなく必然。こうなることは予あらかじめ決められていた……？

「これって、まだシャノンさん絡がらみのイベントが残ってるってことだよな？　うん……それだけは間違いなさそうだぞ。……でも、おれ『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』……途中で投げ出しちゃったからな……。シャノンさんが自じ爆ばく技わざを使うところまでは知ってるけど、その先の展開は……」

　まったくの未知。ここからは完全に初見となる。

　シャノンさん絡みのイベント、か……。

　もしかして……もしかしてシャノンさん生きてるんじゃ……？

　都つ合ごうのいい考えが脳のう裏りを過よぎる。あまりにも短たん絡らく的てきな考えだ。しかし、死んだと思っていたキャラクターが生きていた、もしくは復活する、という展開は、フィクションの世界では定てい番ばんとまでは言わないが、まったくありえない展開というわけでもない。逆に死んだら終わり。パーティーから完全に離り脱だつしてしまうパターンもかなりあるが、そういうキャラは初めからサブキャラとして扱われている場合がほとんどだ。もちろん、主役級のキャラクターが途中退場してしまうＲＰＧがないわけではないのだが……。

　どっちだろうか、シャノンさんの場合。

　果たしてシャノンさんは生きているのか。

　それとも──
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　翌日の午前中、久しぶりにビシッと髪かみ型がたをキメたおれは五階にある小しよう会かい議ぎ室しつに向かった。

　昨夜のことをみんなに話そうと思ったのだ。

　あのあと、チェーンから伸びた黄おう金ごん色いろの光はすぐに消失してしまった。

　これがもし本当の現実で起きた出来事だとしたら、きっとその後も幻げん覚かくや幻げん聴ちようの線を捨てきれずにいただろうが、今、おれが立っている場所はＲＰＧ二百本分の不思議要素が詰つめ込まれた突とつ拍ぴよう子しもない世界なのだ。現実では目を丸くするような出来事も、この世界ではごくごく当たり前のこととして目の前を過る。だから昨夜のアレが幻まぼろしの類たぐいだとは疑うたがっていない。

「おぉー、ゆーきー」

「軍ぐん師し様！」

「ん、ようやく来たか」

　おれが会議室に足を踏ふみ入れると、三者三様のリアクションが返ってきた。

　エルマさんだけは特に言葉を発しなかったが、彼女はおれが椅い子すの前で立ち止まると、小動物のような素早さで駆かけてきて、「軍師様、座って」と言って椅子を引いてくれた。

「あ、ありがとう……」

　軽く頭を下げながら椅い子すに浅く腰かけると、マシューが隣となりにやってきて、

「少しはマシな顔になったじゃねぇか」

　と言いながらおれの背中を握りこぶしで少し強めに叩たたいた。クールに振ふる舞まっているが、その顔には疲れが見える。マシューとリーネがおれとシャノンさんに代わって中ちゆう央おう司し令れい部ぶの内外を駆かけ回ってくれていたという話はバニラさんから聞いていたが、おれが考えるよりもずっと多忙な日々を送っていたようだ。リーネもちょっと顔色が悪い。

「裕ゆう貴き。さっそくだが、作戦会かい議ぎだ」

　マシューがおれの隣の席に座り、他のメンバーにも席に着くよう促うながした。

「作戦会議？」

「お前も気づいてるだろう？　最近、街まちに不ふ穏おんな空気が流れていることは」

「それは、うん。バニラさんから聞いてる。ヴェルナー派はとトラブってるって」

「うむ。その通りじゃ」

　リーネが頷うなずき、「あやつら、一方的に絡からんでくるからのぉ」と顔をしかめた。

「しかも、日増しに好戦的になってるからな。最初は口論程度ですんでいたが、最近はエスカレートする一方だ。その証拠に、昨日の夜……ついに怪け我が人にんが出た。軽けい傷しようですんだからよかったものの、今後も昨日みたいないざこざが続くようであれば──」

「……対策が必要？」

　エルマさんがそうつぶやくと、マシューが「ああ」と頷きを返した。

「わたくしに名案がありますわ」

「ほぅ、名案とな？」リーネがバニラさんの顔を見上げる。「どんなのじゃ？」

「簡単なことですわ。雑魚ざこどもを蹴け散ちらしながら敵陣に乗り込み、敵の大たい将しようであるヴェルナーを討うつのです！　戦を手っ取り早く終わらせようと思ったらこの方法が一番！　軍ぐん師し様！　彼らに目にもの見せてあげましょう！」

「……とても物ぶつ騒そう」エルマさんがポツリとつぶやく。

「まぁ、それは一戦交まじえることになったらの話じゃな」

「一戦交える……か。このままだといずれそうなるかもな」

　マシューが腕を組む。しばらくそのままの姿勢で俯うつむいていたマシューだったが、

「裕貴。お前の意見が聞きたい。おれたちは今後どうすればいいと思う？」

　とおれにアドバイスを求めてきた。

　マシューの言葉につられて他の三人の視線がおれに集中する。

「えっと……」

　このときのおれは、いつどのタイミングで昨夜のことを切り出そうか、とそればかりを考えていて、それだけで頭がいっぱいいっぱいになっていて──だからおれは気づけなかった。自分がみんなの期待を裏切るようなことを口走ろうとしていることを。

　……そして、気づいたときにはもう手遅れだった。おれは地じ雷らいを踏ふんでしまった。

「今後の方針を決める前に……みんなに聞いて欲しいことがあるんだ……」

　突然、黄おう金ごん色いろの眩まばゆい光を放ち始めた銀色のチェーン──

　窓の外、北に向かって伸びた一筋の光──

　昨夜、おれが目にしたこと、その全すべてをみんなに伝えきる頃には、会かい議ぎ室しつを包み込む空気が非常に重々しいものに変質していた。

　そんな微妙な空気が流れる中、マシューだけが平へい静せいを保っていて、

「お前、正気だろうな？」

　と眉まゆをひそめ、おれの顔をまじまじと見つめてきた。

「正気だよ」

　おれはちょっと怒ったように言葉を投げ返すと、ポケットからシャノンさんが残した銀色のチェーンを指でつまみ出した。

「今は光っていないようだが……そのチェーン、本当に光ったのか？」

「本当だよ。あれは幻げん覚かくなんかじゃない」

　シャノンさん絡がらみのイベントが残されているのはＲＰＧ的な観点からいってまず間違いないが、マシューたちにこれをそのまま話すわけにはいかない。こういうもどかしさは過去にも何度か体験しているが、今日ほどそれが煩わずらわしいと思ったことはないかもしれない。

「まあ……お前の言うことだ。何か確信があってのことなんだろう」

　押し問もん答どうが続くかと思いきや、マシューは案外素直におれの言葉を受け入れてくれた。

　これまで地味に積み重ねてきた信用がマシューの心を動かしたのかもしれない。

　しかし、話はそこで終わらなかった。

「だが──今はシャノンの生死をたしかめている余裕はない。おれたちは、特にお前は中ちゆう央おう司し令れい部ぶから動くべきじゃない」

「う、動くべきじゃないって……どうして？　もしかしたら、シャノンさん、生きてるかもしれないんだよ？　生きてて、おれたちの助けを待っているかもしれないんだよ!?」

　おれはギギギと椅い子すを引きずりながら勢いよく立ち上がる。

「勘かん違ちがいするな。おれだってシャノンの生死は気になる。だがな、おれたちは中央司令部に所属する数百人にも及ぶ冒ぼう険けん者しやの命を預かっているんだ。勝手な行動は許されない」

「で、でも……」

「でもじゃねーよ！」マシューが血けつ相そうを変えておれに駆かけ寄る。「シャノンのことは一いつ旦たん忘れろ！　裕ゆう貴き、お前は軍ぐん師しなんだ！　今は目の前のことに集中しろ！　シャノンだってそれを望んでいるはずだ……ここにいれば同じことを言うはずだ！」

　ゆさゆさ、とおれの身体からだを激はげしく揺ゆさぶるマシュー。

　正論というほかない。マシューは正しい。圧倒的に正しい。

「…………っ」

　おれは揺ゆさぶりと怒声を繰くり返すマシューから無言で身を離す。

　力を入れずとも簡単に引き離すことができた。

「……正しい。マシューは正しいよ。でも、それでも、おれは……──」

　途切れ途切れに言葉を発しながら部屋の中央に配置されている長なが机づくえを大きく迂う回かいする。

　そのまま会かい議ぎ室しつの出入り口に向かって無言で歩いた。

「お……おい！　裕ゆう貴き！　一体どこに行くつもりだ！」

　おれがドアを開き、隙すき間まに身をくぐらせたところでようやくマシューが声を発した。

「ごめん。マシュー、みんな。おれ、どうしてもチェーンのことが気になるんだ……」

　──おれ、根っからのゲーマーだから。

　最後に紡つむいだその言葉はたぶんみんなには聞こえていなかったと思う。

　おれは木製のドアを両手で閉めた。控ひかえ目に、静かに。ガチャリと音がしたあと、ドアを挟はさんだ向こう側から、「勝手にしろ！」というマシューの叫び声が聞こえてきた。

　みんな、ホントに……ホントにごめん……。でも、おれはシャノンさんが生きているのか、それとも死んでいるのか、それを知りたい。知りたくてたまらない。

　ゲームとこの世界。彼女の死に二度も触れた。二度も絶望に打ちひしがれた。

　身勝手な行動だってことはわかっている。軍ぐん師し失格だってことも。

　でもおれは……過去に投げ出した『夜明けの救きゆう世せい主しゆ』というゲームと向き合わなければならないんだ。この目で確認しないといけないんだ。シャノンさんが自じ爆ばく技わざを使ったあとのストーリーを。

　たとえこの先、シャノンさんが二度と生き返らないのだとしても、残されたシャノンさん絡がらみのイベントを消化したそのときは──彼女の死を受け入れることができるんじゃないのかって、前に進めることができるんじゃないのかって。そんな気がするんだ。

　おれはひと気のない廊ろう下かを歩き出す。

　一歩一歩、ゆっくりと。

　拠点を出て北に向かおう──

　そんな大おお雑ざつ把ぱなプランを頭に思い浮かべながら。
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「くっ……まだ追ってきてる!?」

　おれは走りながら背後をチラ見する。

　拠点を出てまもなく、誰だれかにつけられている、と感じたおれは急いで路ろ地じから抜け出し、見通しのいい開けた道のど真ん中を歩くことで尾び行こう者しやを特定しようとした。もしかしたらマシューたちが追いかけてきてくれたのかも、とほんのちょっとだけ期待したのだが、おれを尾び行こうしていたのは筋きん肉にくの塊かたまりのような戦士タイプ二人組。元ネタのゲームは瞬しゆん時じにわかったが、人にん相そうの悪いその二人組がおれに好意的な感情を抱いているとはとうてい思えなかった。

　試しに歩ほ調ちようを速めてみたところ、男たちはすかさず歩くスピードを速めた。

　テンポを上げる。相手も上げる。さらに速度アップ。相手も負けじとスピードアップ。

　そうやって徐じよ々じよにスピードを上げていった結果、

「そっちに軍ぐん師しが行ったぞ！　誰だれか捕まえろ！」

「北門で待機してるヤツらを応おう援えんによこせ！」

　……なんなんだよ、一体！

　捕まえろ、捕ほ獲かくしろ、とあちこちから声が飛んでくる。最初におれを尾行し始めた二人組の姿はもう見当たらないが、今やおれを追い回している人間の数は十や二十ではない。

　彼らはヴェルナー派はなのか？　そうだとしてその目的は？　……いや、もしかしたらヴェルナーが流したというおれの悪評を信じた人たちが結けつ託たくして。って、そんな理由でおれを捕まえようとするだろうか？　中ちゆう央おう司し令れい部ぶの軍師は呪のろいつきの化ばけ物ものじみた身体能力の持ち主──この街まちで暮らす冒ぼう険けん者しやならおれに関する噂うわさの一つや二つくらい聞いたことがあるはずだ。簡単に捕まえられないことくらいわかっているはず。もちろんおれは彼らに危害を加えるつもりはないから、こうして逃げるしか選せん択たく肢しがないわけだが……。

「いくらなんでも大げさすぎるだろ！　くそっ、こうなったら……！」

　もうすぐ北門出口が見えてくるというところで、おれは一気に限界までギアを引き上げた。

　門の前にはおれを待ち受ける冒険者の姿が見えたが、かまわず走り続け──

「こいつを使えば──っ」

　門もん扉ぴの近くに置いてあった木箱を足場に使い、高々とジャンプした。

「げっ!?」「防ぼう壁へきを越えやがった！」「おい、外の連中に連絡しろ！」

　地上で冒険者たちが目を丸くする中、おれは防壁のてっぺんスレスレを通過し、人工物のない草そう原げん地帯に飛び出す。

「う、うお……っ」

　上昇から落下に移る。その瞬しゆん間かん、奈な落らくの底に落ちるような感覚がおれを襲おそった。

　着地の衝しよう撃げきはたいしたことなかったが、やはり高所からの落下は恐ろしい。

「──軍師はあそこだ！　捕らえろ！」

　乱れた呼吸を整えていると、先ほどの一団がなおも追いかけてきた。

　ちょっとくらい休ませてくれよ、と内心でぼやきつつ、おれは再び駆かけ出す。

「おれが何をしたってんだよ……っ！」

　おれは街の北に広がる草原地帯を無む我が夢む中ちゆうで駆け抜けた。

　北へ。ひたすら北へ。

　追おつ手てをまくために。チェーンの光が指し示した場所を目指すために。

　道中、要所要所でおれを捕らえようとする冒ぼう険けん者しやと遭そう遇ぐうした。待まち伏ぶせをしていたのか、それとも彼らに指示を出している黒くろ幕まくが予あらかじめ各所に冒険者を配置していたのか……。







　前後左右に広がりが多分にある草そう原げん地帯では追手をまくのにそれほど苦労はしなかった。

　しかし、その先にある『青の洞どう窟くつ』ではそうもいかず──

「ま、まずい……っ」

　台だい座ざのある大広間に続く細長い一本道。その狭きよう小しような通路に差しかかったとき、敵の挟きよう撃げきを受けてしまった。前から四人、後ろから四人。逃げ場はどこにもない。

「おい、お前ら！　例のアレを使うぞ！」

　進行方向を塞ふさいでいる四人の男のうち一人が声を張り上げた。すると他の七人がすかさず懐ふところやアイテム袋やポケットからある特徴的な二つのアイテムを取り出した。

　剣のマークが刻きざまれた青いボールと、盾たてのマークが刻まれた赤いボール──

「よし！　まずは青いボールからだ！」

「──えっ……ちょっと待っ──」

　男たちはおれの意向などおかまいなしにボールを投げつけてきた。その青いボールはおれの身体からだに触れると、クラッカーの紐ひもを引っ張ったみたいにパーンと音を立てて破は裂れつした。

「次だ！　もう一つも投げろ！」

　続いて赤いボールも投とう擲てきされた。耳をつんざくような破裂音が狭小な洞窟内に反はん響きようする。

「うっ……」

　おれはその場に膝ひざをついた。

　な、なんだ……この全身から力が抜けるような感覚は……？

　自分の身に起きた異変。すぐにはその正体に気づけなかった。

「よし、これでヤツは無力な存在だ。思う存分、攻こう撃げきができるぞ」

　男の一人がほくそ笑みながら言った。

　……そうか。思い出したぞ。さっきのアイテムは『スター・ウェイ』に登場するマジックアイテムだ。青いほうがダウンボール（青）、赤いほうがダウンボール（赤）。効果はたしか青が攻撃力半減、赤が防ぼう御ぎよ力半減だったはず。

　さっき男たちが二つのボールを取り出したとき、ボールの表面に描かれた剣と盾のマークが目に入ったが、そういうビジュアルのアイテムは他では見たことがない。アイテムにちゃんとビジュアルが用意されているＲＰＧはそんなに多くないが、『スター・ウェイ』は３Ｄゲーム黎れい明めい期きに発売されたＳＦ物のＲＰＧで、ゲーム中にアイテム欄らんを開くとアイテムの説明文と一緒にいびつな３Ｄポリゴンが挿そう入にゆうされ、あらゆる角度からアイテムを鑑かん賞しようできるようになっている。だからわかったのだ。

「な、なあ？　さっきの……本当に効いてるのか？」

「昨日、モンスターで試しただろ。大丈夫だって。ビビんなよ」

「攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ、どちらも八回半減させたんだ。もはや恐れる相手ではないさ」

　……そ、そうだ！　すっかり忘れてた！　この手のアイテムは普通、二度三度と重ねて使っても効果は最初の一回しか適用されない。だけどこの人たちが使った青と赤のボール、これらはどっちも重ちよう複ふく使用が可能なアイテム！　や、やばいぞ。仮におれの攻撃力が１０００あったとしても、八回半減すれば一ひと桁けただ。防御力だって同じ。今のおれの攻撃力と防御力はレベル１の味方キャラクターや雑魚ざこモンスターと変わらない……。

　ヤバイヤバイヤバイ──

　おれは背せ筋すじが凍こおるような思いで男たちを見やる。

　どの顔も知っているキャラクターばかり。主人公クラスのキャラクターもいればサブキャラもいる。共通して言えるのは八人とも前ぜん衛えいタイプだってこと。

　くそっ……一体どこでこんなものを手に入れたんだよ！　街まちのアイテムショップで販売されているアイテムは全すべて把は握あくしているけど、こんな便利アイテム売ってなかったぞ！

「さてと……まずはおれが──」

　男のうちの一人、格かく闘とう家かタイプの男が軽く跳ちよう躍やくしながら前に出てきた。

　両親を強ごう盗とうに殺害された過去を持つ、正義感の強いキャラクター。

　そんな彼が、なんの躊ちゆう躇ちよもなくおれに殴なぐりかかってきた。

「う……っ」

　鋭く突き出された拳こぶしがおれの脇わき腹ばらに突き刺さる。

　……く、くうう、なんて痛さだよ。防御力が低下するとこんなにも違うのか……。

　このじわじわと広がる鈍にぶい痛み……そう何度も耐たえられるような痛みじゃ──

「そら！　もう一発だ！」

　よろめくおれに格闘家の男がさらなる攻撃を仕し掛かけてきた。

　なんとか攻撃を避けようと横にステップしたが、幅はばのほとんどない狭きよう小しような通路だから、すぐに詰つめ寄られてしまい──

「うわあああ……っ」

　男の重い拳がおれの貧ひん弱じやくな身体からだに打ちつけられる。

「おらおら、どうした！　少しは抵抗してみろよ！」

　その後は前から後ろから、それはもう酷ひどいものだった。

　男たちは代わる代わるおれに攻撃を加え、ＨＰを少しずつ少しずつ削けずっていった。

　ありえない……こんなの絶対にありえない……！

　なんで、なんでこんなリンチみたいなことができるんだよ……！

　みんな正義の味方だろ!?　倒すべきはおれじゃないだろ!?

　なんなんだよ……これっ！　バグか何かか!?　誰だれか教えてくれよ！

　様々な武器がおれを斬きり、刺し、叩たたき、レベル99の膨ぼう大だいなＨＰを奪うばっていく。

　このままでは遅かれ早かれＨＰがゼロになる。

　……ああ、ゲームの中で苦く楽らくを共にしたキャラクターたちにリンチされるなんて。

　マシューたちの期待を裏切って拠点を飛び出した罰ばつ、なのかな……。

　おれが死を覚悟したそのとき。

「お、おい！　なんだ、あれは!?」

「光ってるぞ!?」

「き、気をつけろ！　ヤツの奥の手かもしれん！」

　光ってる？　奥の手？　何を言ってるんだ？

　疑ぎ問もんに思い顔を上げると、いつの間にか男たちはおれから身を離し、元のフォーメーションに戻っていた。彼らはおれを警けい戒かいした目で見ている。目線がやたら低い。……なんだ？　足あし下もとに何かあるのか？　何を見てるんだ？

「……あ──っ」

　男たちの目が捉とらえているもの、それはおれのポケットの中にあった。

　黄おう金ごん色いろの光がポケットから漏もれている。凄すさまじい光量だ。

　光を放っているのはシャノンさんの形かた見み──銀色のチェーン。

　おれはポケットの中に手を突っ込み、チェーンを固く握にぎりしめた。

　シャノンさん、ごめん。おれ、もう少しで諦あきらめるところだったよ。

　おれはこれまで敵から攻こう撃げきを受けても痛みらしい痛みを感じたことがなかった。99というレベルの高さ、絶対安全なＨＰと防ぼう御ぎよ力を誇ほこっていたから。でも、シャノンさんは、シャノンさんたちは戦せん闘とうのたびにダメージを受けて、苦痛を味わって、必死に痛みに耐たえてきたんだよね。なのにおれときたら、たった一度、ピンチに陥おちいっただけで諦めてしまうなんて。シャノンさんなんて命を投げ出してまで蛇じや竜りゆうに立ち向かっていったっていうのに……！

「光……収まったようだな……」

「なんだったんだ、今の？」

「知るかよ」

　男たちが言うようにチェーンはもう光ってはいなかった。

　おれはポケットの中のチェーンから手を離すと、進行方向に目を向け、たじろぐ男たち、一人一人を注意深く観察した。おれはこの場にいる誰よりもＲＰＧの知識に長たけている。このアドバンテージを生かせばきっと道は開けるはず……。

　剣士、武ぶ闘とう家か、盗とう賊ぞく、バーサーカー。

　進行方向の四人はみんな職しよく業ぎようがバラバラのようだ。共通して言えるのはＨＰや攻撃力が高いこと、接近戦が得意なこと……それくらいだろうか。

「おい、ビビってないで、誰だれか攻こう撃げきしろよ」

　一番態度の大きな男、長ちよう剣けんを装備した茶ちや髪ぱつの男が他の七人を一いつ喝かつした。

　だが誰も彼の指示に従う者はいない。みんな「いや、お前がいけよ」みたいな顔をしている。

　たしかこの茶髪の人、元ネタのゲームでもこんな感じだったような……。

　リーダー向きじゃないのにリーダー面づらしちゃうっていう。物語の中ちゆう盤ばんにそれ関連のイベントがあって、自分に求きゆう心しん力りよくがないことに気づいたアレックス──フルネームをアレックス・モリスンという──はみんなにもてはやされる主人公に嫉しつ妬として、「おれと勝負しろ！」と一対一の戦いを申し込む。典てん型けい的な主人公の引き立て役なんだけど、おれはけっこう好きなキャラだ。後半、一番成長するキャラだから。

　……って、待てよ？　アレックスって職しよく業ぎようは剣士だけど、たしか母親が薬の調ちよう合ごうを得意としていて、その関係でアレックス自身も様々な薬品を扱えるっていう設定だったはず。剣士兼薬くす師しみたいな。うん、あったあった。今はっきりと思い出したぞ。たしかアレックス、腰の道具袋に薬品をしまっているはずだ。レベルは10を超えているから……おそらく道具袋の中に『アレ』が入っているはず。

「だからいつまで睨にらみ合いを続け……んんっ？」

　仲間たちの顔色をうかがっていたアレックスがそのアーモンド型の双そう眸ぼうをおれに向けた。

　表情から苛いら立だちが消え、代わりに笑みが浮かんでいる。

「ったく、仕方ねぇな。おれがお前らに手本を見せてやるよ」

　アレックスは偉そうに言葉を吐はくと、じわじわと忍しのび寄ってきた。

　彼が急に態度を変えたのはおれが脇わき腹ばらを手で押さえながら地面に膝ひざをついたからだ。

　実際はまだ余裕があるのだが、瀕ひん死しであるかのように見せかければアレックスの性格からいって不用意に攻撃を仕し掛かけてくるのではないかと思ったのだ。

　まだだ。もう少し待て。アレックスがあと一歩……いや、二歩動いたら。

「ま、攻撃力も防ぼう御ぎよ力も低下しきってるんだ。反はん撃げきの心配は──」

　ねぇ、とアレックスが言葉を発した瞬しゆん間かん、

「──っ！」

　おれは低い姿勢で目の前のアレックスに飛びかかった。

「なっ、こいつ──っ!?」

　アレックスが武器をデタラメに振る。だが低い姿勢で飛び出したおれには当たらない。もっとも攻撃が当たらなかった一番の理由はスピードの差だ。おれはさっきの二つのボールによって攻撃力も防御力も雑魚ざこモンスター並みの数値に低下しているが、スピードはレベル99のままなのだ。

「よし、このまま──」

　おれは低めの姿勢を保ったままアレックスに頭からぶつかった。

「うわあああああ──っ」

　アレックスが大げさな悲ひ鳴めいを上げながら後方に倒れる。

　攻こう撃げき力が低下しているから、おそらくほとんどダメージはないはずだが──しかし、おれがアレックスを転倒させたのはダメージを与えるためではない。

　おれの狙ねらいはもっと別のところにあって……。

「──こいつ！」

　硬こう直ちよくしていた他の仲間がようやく動いた。

　だがもう遅い。おれはすでに目的のアイテムをアレックスから奪うばい取っていた。

　青い小こ瓶びん──敵グループを眠りに誘さそうアイテムを。

「悪いけど、少し眠っててよ──っ」

　おれはアレックスから身を離し、進むべき方向で武器をかまえている四人の足あし下もと目がけて小瓶を投げつけた。

「う、これはっ……」

　割れた小瓶から放出されたのは無む臭しゆうの青いケムリ。男たちはこれを浴あびると、ゴホゴホと咳せき込みながら次々とその場に崩くずれ落ちていった。

「よし、今だ──」

　おれは間かん髪ぱつ入れずに川の字になってダウンしている四人の身体からだを飛び越えた。

「軍ぐん師しが逃げるぞ！　追いかけろ！」

　睡すい眠みん作用のあるケムリに意識を奪われていない後方の四人がすかさず動いたが、挟はさまれていなければどうということはない。念には念を入れて素早さも下げておくんだったね。おれは心の中でそんな捨てゼリフを吐はきつつ、狭きよう小しような通路を全力疾しつ走そうした。







　四つの台だい座ざがある広間にたどり着く頃にはもう追おつ手ての足音は聞こえなくなっていた。やはり素早さの差は大きいようだ。かなり引き離したらしい。

「いてて……」

　身体のあちこちから赤い血が流れ出している。ＨＰは自動回かい復ふくしないので、回復するためには魔ま法ほうかアイテムを使用する必要がある。

　おれのＨＰ、あとどれくらい残ってるのかな……。たしかポケットの片方にＨＰを１００ポイント回復する『回復スプレー』が入っていたはずだけど、自分のＭＨＰを考えると１００ポイント程度じゃ安心できないなぁ。こんなことならＭＨＰの30％を回復する『レッドキャンディー』を買っておくんだった。おれみたいに高レベルだと割合で回復するアイテムのほうが回復量はずっと多いからな。

「どこかに回かい復ふくアイテム落ちてないかな……んっ？」

　地面を見ながら移動していたおれは広間の先から差し込む光の存在に気づいた。

「やっぱり……扉とびら、開いてるな」

　四つの台だい座ざに魔ま法ほうの力を与えることでしか開かなかった巨大な石扉は、あの日からずっと開きっぱなしになっている。シャノンさんが自じ爆ばく技わざを使い、天に向かって光の柱が伸びたとき、ここまで来るのにレベル99のおれでも数分の時間を要したはずだが、あのときも扉は閉まっておらず、マシューたちと合流したあとも扉はずっと開いていた。たぶん蛇じや竜りゆうの死が引き金になってこうなったんだと思うが、残念ながら答えを確認する術すべはない。しかし、これで魔法が使えないおれでもここを通り抜けることができる。

「でも、地図があるとはいえ……この先は未知の領りよう域いきだからな」

　おれは洞どう窟くつを抜けると、尻しりポケットに突っ込んである地図を眺めた。

　蛇竜がいた場所を通り抜けるとしばらく山道が続く。下りきると、その先には湿しつ地ち帯たいが待っていて、そこを東側に抜けると墓ぼ地ちと教会がある。地図によるとだ。

「あそこだ！　軍ぐん師しはあそこにいるぞ！」

　眼下に広がる湿地帯を眺ちよう望ぼうしていると再び背後から声が聞こえてきた。

「くっ……追いつかれたか」

　おれは慌あわてて山道を駆かけ下りた。ここで捕まるわけにはいかない。

　走った。とにかく走った。

　どこに向かえばいいのかもわからず……。







「まいったな……」

　どれくらい時間が経っただろうか。追おつ手てをまき、湿地帯を彷徨さまよい歩き、東側にある墓地にたどり着いたはいいが、最終的な目的地がどこなのか、何をすればいいのか、なんの情報もないものだから、おれは墓地で途と方ほうに暮れてしまった。

「おまけに日まで暮れるし……」

　って、ダジャレを考えている場合かよ。

　おれは頰ほおをパチンと叩たたくと、ポケットの中からチェーンを取り出した。

『青の洞窟』で挟きよう撃げきを受けたとき、突とつ如じよとしてチェーンが光を放ち始めたが、あれ以降、チェーンは一度も光っていない。光る条件は依い然ぜんとして不明だ。

「とにかく墓地を調べてみるか……」

　当然だが墓地にはたくさんの墓はか石いしが並んでいた。一つ一つ、墓石を調べてみたが、どれも風化が激はげしく、表に刻きざまれている文字はどれもまともに読むことができなかった。

「あれ？　あの墓石……一つだけ形が変だな……」

　その墓はか石いしは墓ぼ地ちの一番端はしにあった。ひょうたん型と形も変なのだが、色もおかしい。全体的に黒っぽい色をしていて表にも裏にも文字の類たぐいは刻きざまれていない。

「あっ──」

　銀色のチェーンが再び光を放ち始めたのは、おれがその墓石の表面に触れたときのことだった。夕方だから光を放っているのがはっきりとわかった。黄おう金ごん色いろの光を発散するシャノンさんの形かた見みをポケットから取り出すと、チェーンから一筋の、だがはっきりとした光こう彩さいが、墓石に向かって伸びた。

「──って、なんだ……急に光が溢あふれ──っ」

　突とつ如じよ、チェーンから伸びていた光の線がその光量を爆ばく発はつ的てきに増ぞう幅ふくさせ、墓石をすっぽりと包み込み、さらにシャノンさんが『ホーリー・カタストロフィ』を使ったときのように天に向かって光の柱が上じよう昇しようしていった。

　数すう瞬しゆん後、光は弾はじけてしまったが、目の前の墓石に異変が起き、

「う、動いてる……？」

　ゴゴゴ、と音を立てながら地面と平行にスライドする墓石。

　ゆっくり、ゆっくり、確実に微び動どうを続けている。

「こ、これは……」

　墓石の下に出現したもの──それは地下に続く階段だった。

　定てい番ばんと言えば定番。もちろん「ＲＰＧでは」という枕まくら詞ことばをつければだが。

「降りるしかないよな……」

　おれは恐る恐る第一歩を踏ふみ出した。足を踏み外さないようゆっくりと下に向かうと、地下には学校の廊ろう下かほどの横よこ幅はばの通路がまっすぐ伸びていた。

　横道などはない。一本道だ。例によって等とう間かん隔かくにたいまつが設置してある。

　通路を五十メートルほど進むと、学校の教室の二倍くらいの広さはありそうな広間に出た。

　部屋の奥に赤い両開きの扉とびらが見える。

　この先に大事なイベントが待っていますよ、と。

　そう言いたげな扉だった。

「一体何があるんだろう……。って……開かない？」

　扉は押しても引いてもビクともしなかった。鍵かぎが必要なのだろうか、と思って扉をよく調べてみたが、扉にはそもそも鍵穴が存在しなかった。

　殴なぐっても蹴けっても体当たりしてみても結果は変わらない。

　どんな力を加えても、扉が開くことはなかったし、また壊こわれるような気配もなかった。

「あと考えられるのは……えっと、扉を開くためのスイッチがどこかにあるとか？」

　これもＲＰＧでは定番だ。鍵かスイッチ。

　扉を開ける方法といったらだいたいこのどちらかだ。

「といっても……ここ、一本道だったからな」

　通路は後回しにし、とりあえず今いる部屋の中をくまなく調べてみることにした。

　部屋の広さは教室の二倍くらい。オブジェクトはなし。床はつるつるに磨みがき上げられた石床で、違和感のある床は特に見当たらない。壁かべも同様。隙すき間まや凹凸は一切なかった。

「どうすればいいんだろう……」

　通路にも引き返してみたが、やはりそれらしいものは見つけられなかった。

　おれの探たん索さくが甘いのだろうか？　それともまだ地上でやることが残っているのか？




「──風かざ間ま裕ゆう貴き」




　突とつ如じよ、背後から声。

　聞き覚おぼえのあるその低い声の持ち主はヴェルナーだった。

「怪あやしい光が見えたから墓ぼ地ちに来てみれば……ふ、まさかこんなところに隠かくれているとはな。まあ死に場所としては正解だが」

　そうか。墓はか石いしが動いたときに天に向かって光が伸びたから。あれで居い場ば所しよがバレたんだ。

　……というか、おれを追い回していたのはやっぱりヴェルナー派はだったんだな。

　でも、どうしておれを標ひよう的てきに？　ヴェルナーの狙ねらいはなんなんだ？

「おい……お前たち」

　ヴェルナーは一人ではなかった。両りよう脇わきに二人、背後に一人の冒ぼう険けん者しやを従えている。弓使いと魔ま法ほう使つかいと僧そう侶りよタイプが一人ずつ。前ぜん衛えいタイプのキャラクターは見当たらない。

「念のためにあれを使っておくぞ」

　そう言ってヴェルナーが仲間から受け取ったもの。それは『青の洞どう窟くつ』で挟はさまれたときにこの身で受けた攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力を半減させる重ねがけ可能な青と赤のボールだった。

「うっ──」

　四人が一いつ斉せいにボールを投げつけてきた。一人四個。青が二個、赤が二個。さっきと同じ合計十六個のアイテムがおれの攻撃力と防御力を奪うばう。ヴェルナーが細かい仕し様ようを把は握あくしているのかどうかはわからないが、戦せん闘とうが終わると効果が切れるアイテムだからこの判断は正しい。

「さて」ヴェルナーが冷たい瞳ひとみをおれに向ける。「クロスペンダントをこちらに渡せ」

「……え？　クロスペンダント？」

「ふん。この期ごに及んで白しらを切るとは……いい度胸をしている」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。クロスペンダントって、もしかしてシャノンさんが首から提さげてたペンダントのことを言ってるんですか？」

「そうだ」ヴェルナーは頷うなずきもせずに平へい坦たんな声を発し、「あらゆる敵を一いち撃げきで葬ほうむり去ることができるという強大な力を秘めたペンダント……お前が持っているはずだ」

「も、持ってないですよ。おれは」

「……往おう生じよう際ぎわの悪いヤツだ」ヴェルナーが腕組みをする。「ペンダントのもともとの所有者はそのシャノンとかいう女だったはずだが、ペンダントの秘密を知ったお前はあの女からペンダントを奪うばい、その力で蛇じや竜りゆうを倒した。その後、お前はペンダントの力を独ひとり占じめするためにあの女を殺し、女が自じ爆ばく技わざを使って蛇竜を倒した、という美談を捏ねつ造ぞうした……」

「な、なっ──」

　まともな声が出てこない。今すぐ反論すべきだというのに。

　おれがシャノンさんを殺した？　ペンダントを奪った？

　何を言っているんだヴェルナーは……。おれがシャノンさんに自爆技を使うよう強要したという噂うわさが街まちに広まっているという話はバニラさんから聞いている。ヴェルナーがおれを陥おとしいれるために吹ふい聴ちようしたのだと。事実を先にねじ曲げたのはヴェルナーのはず。おれはシャノンさんを殺してなんかいないし、美談を捏造した覚おぼえだってない。

「いい加減、観念して、ペンダントをおれに渡せ」

「わ、渡せって言われても……」

　おかしい。何かがおかしい。ヴェルナーの話には事実など一切含まれていない。ヴェルナーが噓うそをついているのだとすればそれで全すべてが片づく話だが、ペンダントを渡せと要求するヴェルナーの顔は真剣そのもの。冗談を言っているふうではない。ヴェルナーはおれがペンダント欲しさにシャノンさんを殺したと本気で思っているのか？　でも……なんで？

「どうやら渡す気はないようだな。ならば──」

　ヴェルナーが腰のホルダーから黒一色の銃じゆうを引き抜いた。ガンモードとランスモード、マシューと同じ二つの機能を併あわせ持つ異色の武器──『ブラックインフェルノ』だ。

「もう少し……痛い目に遭あってもらおう」

　ヴェルナーが銃をかまえる。黒々とした銃身が地下道を明るく照らすたいまつの灯あかりに照らされて、鈍にぶい光を放っている。

　どうする？　どうすればいい？

　挟はさみ撃うちにされたときと同じで逃げ場はどこにもない。

　しかも今度は遠距離攻こう撃げきが主体のキャラクターしかいないから、さっきのアレックスみたいに不用意に近づいてくる者はいない。相手から有用なアイテムを奪うような、ああいうセコイ搦からめ手ては使えない。

　腕を伝って下りてきた赤い鮮せん血けつが指に絡からみつく。

　不快に感じると同時に不安がおれの胸中を埋うめ尽つくした。

「風かざ間ま裕ゆう貴き……お前の野望もここまでだ」

　ヴェルナーが銃の向きを微び調ちよう整せいし、おれに照しよう準じゆんを合わせる。

　ここまでなのか？　ここで終わってしまうのか？

　おれは血まみれの手でポケットの中のチェーンを握にぎり締しめる。

　戦うという選せん択たく肢しはない。逃げるという選択肢も。魔ま法ほうは使えない。敵からアイテムを盗ぬすむという戦法はここでは通用しない。残るは──

「……あっ──」

　そのときおれは透とう明めいな羽はねを忙せわしなく動かす一匹の羽は虫むしの存在に気づいた。

　その羽虫は以前、一度だけ見たことがあり──

「冥めい土どの土産みやげだ。受け取れ」

　ヴェルナーが引き金に指をかける。

　次の瞬しゆん間かん、パーン！　という弾はじけるような音が地下に響ひびき渡り、銃じゆう口こうから放たれた氷をまとった弾だん丸がん──それがヴェルナーの銃を弾き飛ばした。

「──何っ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるヴェルナー。それは手下たちも同様だった。

「間かん一いつ髪ぱつだったな」

　ヴェルナーたちの背後で独特のフォルムの銃をかまえている青年が一人。

　言うまでもない。マシューだ。

　その後ろにはリーネやバニラさん。エルマさんもいる。

「裕ゆう貴き～！　遅れてすまんかったの～！」

「軍ぐん師し様！　わたくしが来たからにはもう安心ですわ！」

「……軍師様……生きてた……よかった」

　女性陣が思い思いの言葉を発する。

「マシュー、リーネ、バニラさん、エルマさん──っ」

　おれは思わずみんなの名前を叫んでいた。

　自分の責務を果たさず拠点を飛び出し、ヴェルナー一いち味みに追いかけ回され、味方はもう一人も残っていないのだと、自力でなんとかするしかないのだと、そう思っていたのに……。

「──お前ら」

　明るいムードから一転、底そこ冷びえするような怒ど気きがあたりを満たした。

「お前らは……この男がどういう人間なのかをわかった上で味方するつもりなのか？」

「どういう人間なのか、だって？」

　ヴェルナーの問いかけに対しマシューは、はん、とバカにしたように笑い、

「何を勘かん違ちがいしているのか知らねぇが、裕貴はお前が考えているような人間じゃねーよ。裕貴はおれたちのリーダー。誰だれよりも頼りになる軍師様だ！　よーく、覚おぼえとけ！」

　と大声で宣せん言げんした。リーネたちもマシューに同調し、「そーだ、そーだ」と言いながらヴェルナー一味と向かい合った。

「つまり……お前たちも仲間を見殺しにすることを厭いとわない悪あく党とうというわけか」ヴェルナーが不ふ機き嫌げんそうにつぶやく。「おい、お前たち。まずはこいつらからだ。風かざ間ま裕ゆう貴きは放っておけ。その男は何もできない」

「どうやらあちらはやる気のようですわね」

　後方で待機していたバニラさんがマントをなびかせながらマシューの隣となりに並ぶ。

　リーネやエルマさんもそれぞれ武器をかまえ、臨りん戦せん態たい勢せいに入った。

　くっ……この流れはまずい。お互い人数もレベルも似たようなもの。このまま戦いが始まったら間違いなく死人が出る。ヴェルナー側もマシュー側も。

「……よし」

　睨にらみ合いが続く中、手下の一人がヴェルナーに銃じゆうを手渡した。先ほどマシューに弾はじき飛とばされたヴェルナー自じ慢まんの武器、『ブラックインフェルノ』だ。彼は武器を手にすると、すかさずランスモードに切り替えた。まもなく銃口から黒い半はん透とう明めいの魔ま法ほうの刃やいばが発生──その長さはヴェルナーの身長と同じくらいはある。

「ほう……」

　銃と槍やり。自分とそっくりな性能を備えたヴェルナーの武器を目まの当あたりにし、マシューの顔色が変わった。マシューの『ホワイトフェンリル』、ヴェルナーの『ブラックインフェルノ』、武器が似ているのは二人が同じゲームの登場人物であり、ライバルキャラだからなのだが、二人はそのことを知らない。

「来いよ、ヴェルナー。まずはお前から仕し留とめてやる」

　マシューが銃口から白い半透明の歪いびつな刃を実体化させた。

　さらに武器を顔の高さまで、上段のかまえに切り替える。

「奇き遇ぐうだな。おれもそのつもりだ──っ」

　ヴェルナーのかまえも変わった。マシューと同じ上段のかまえだ。

　も、もしかして二人とも、あれを使うつもりなんじゃ……？

　おれは壁かべを支えにして立ち上がる。まずい、と心の中で叫びながら。

　マシューとヴェルナーの共通点は武器だけではない。習得する技も一部共通しているのだ。

　二人が上段のかまえから放つ技は三つあるが、現在のレベルで使用可能なのはたった一つしかない。『カラミティストライク』という上段から急所を狙ねらって武器を突き下ろす技だ。決まれば相手は即そく死し、外はずれた場合でも通常攻こう撃げきの二倍ダメージとなる。ただしこの技は格下のＨＰの高い敵、防ぼう御ぎよ力の高い敵などを速すみやかに葬ほうむり去るのが目的の技なので、敵が格上の場合、滅めつ多たなことでは即死効果は発動しない。格上には低確率で、同レベルの相手には中確率で、格下には高確率で──と説明書にはそういうふうに解説してあったはずだ。

　そして、マシューとヴェルナーはレベルがほとんど同じ。

　中確率……１／２の確率で即死効果は発動する。

　運が悪ければ二人とも死ぬ──

「……っ！」

　おれは二人が動き出すよりも早く地を蹴けっていた。

　レベルの高い自分なら二人の即そく死し攻こう撃げきを……死を防ぐことができるはずだ──と、そう思って二人がぶつかり合う場所に向かって走った。防ぼう御ぎよ力が低下し、ＨＰが削けずられ、瀕ひん死しの状態だということなど忘れて。無む我が夢む中ちゆうで地面を蹴った。

「覚悟しやがれ！　ヴェルナー！」「返かえり討うちにしてくれる……！」

　直後、同時に動き出したマシューとヴェルナー。

　二人は武器を上段にかまえたまま、相手に向かってまっすぐ駆かけていく。

　その様子を硬かたい表情で見守るリーネたち。

　追つい撃げきに備えるヴェルナーの手下たち。

　そして、二人の間に割り込もうと疾しつ走そうするおれ。

　あと少し……あと少しで二人の間に入れ……──

　──ザクっ！

　果たして魔ま法ほうの力で生み出された二つの武器が斬きったのは、二人が本来、ターゲットにしていた相手ではなく──間に割り込んだおれの両手だった。右手にヴェルナーの槍やりが、左手にマシューの剣が皮ひ膚ふを貫つらぬかんばかりに突つき刺ささり……。

「お、お前──」

　マシューの驚きよう愕がくの表情が視界を横切る中、おれはその場に崩くずれ落ちた。

　燃えるような痛みが両手を襲おそう。まるで火傷やけどしているかのようだ。

　痛い。痛いけど、でも、おそらくギリギリ……ギリギリだけどＨＰは残ってるぞ。

　おれは必死に痛みを堪こらえながら腹の底から声を絞しぼり出す。

「おれたちは……おれたちは争い合うためにここにいるんじゃない……っ。争い合う理由なんて……ないはず……だよ……っ」

　精せい一いつ杯ぱいの主張。他にいい言葉が思い浮かばなかった。

　その途切れ途切れの声を側そばで聞いていたヴェルナーは、

「お前……は──」

　と言葉を詰つまらせ、武器から伸びている黒い刃やいばを消した。

　それはマシューも同様で。

　──カチン。

　次の瞬しゆん間かん、二人がガンホルダーに武器を差し込む音が聞こえた。

「よ……よかった」

　直後、急に気が遠くなり、目の前が真っ暗になった。マシューたちが叫ぶ声がかすかに聞こえたが、おれはそのまま気を失ってしまった。
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「ったく、無む謀ぼうにもほどがあるぞ」

　マシューがおれの背中をポンポンと叩たたく。

「こりゃ、マシュー。まだ治ち療りようは終わっておらぬのだぞ？」

「へいへい」

　頭を搔かきながら適当に返事をするマシュー。

　マシューの態度に不満があったのかリーネが、むぅ、と口を尖とがらせた。

　彼女の傍かたわらには、ヴェルナーの手下で回かい復ふく系の魔ま法ほうを得意とするポニーテールの女性がリーネと一緒になっておれに回復魔法を唱となえ続けてくれている。バニラさんが言うにはヴェルナーがそうするよう命令したらしい。

　そのヴェルナーはというと、おれから少し離れた場所で腕組みをして立っている。手下を治療によこしたことから考えて戦意を喪そう失しつしているのはまず間違いない。おれの無茶な行動が結果的にプラスに働いた、ということなんだろうけど──

「軍ぐん師し様？　お身体からだの具合はいかがですか？」とバニラさん。

「あ、うん。だいぶ楽になったよ。……でも……」

「でもなんだ？」マシューがおれに向き直る。

「うん……」おれは目線を下げ、「……拠点に留とどまるべきだって言われたのにマシューたちの説得を振りきって街まちを飛び出して、ヴェルナーさんたちに追われて──挙あげ句く、おれを助けにきたマシューとヴェルナーさんの戦いに割り込んで、無ぶ様ざまに倒れて……。すごく……すごくカッコ悪いなって思って……」

　おれは自分のダメさ加減をみんなに吐と露ろした。軍師が弱よわ音ねなんて吐はいちゃいけないのだと思う。だけどおれはぶちまけずにはいられなかった。

「もっと……もっと上手うまくいくと思ってたんだ。おれにはみんなにはない知識がある。正しい解答を読み解く力がある。おれがみんなをゴールに連れていくんだって。そんなふうに思ってたんだけど……自うぬ惚ぼれだったのかな……」

　はは、と自じ虐ぎやく的てきな笑いを漏もらす。その後、ゆっくりと顔を上げると、壁かべを背に腕組みをしているヴェルナーと目が合った。おれの話を聞いていたのだろう。彼は複雑という言葉以外では言い表せないような顔をしていた。

「──ったく、ウジウジすんなっていつも言ってんだろ？」

　マシューの声でヴェルナーから意識が外れた。

　おれは真横に立っているマシューの顔を見上げる。

「お前が未み熟じゆく者ものだってことくらいわかってるっての」

「マシュー……」

「今朝けさ……怒ど鳴なって悪かったな。未み熟じゆくなお前を支えるのがおれたちの役目だってのに、突き放すような真似まねをして……。本当にすまなかった」

「軍ぐん師し様……わたくしも同どう罪ざいですわ。昨日、最後まで味方であり続けます、などと言っておきながら、軍師様が一人去っていくお姿から目をそらすなど……」

　バニラさんは今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「い、いや、謝あやまらないでよ。一番悪いのはどう考えてもおれなんだし……」

「……お互いに反省すべきところがある」

「うむ。エルマの言う通りじゃ」

　リーネが、にゃはは、と意味もなく笑い声を上げた。

　その笑い声で場の空気が軽くなった。能のう天てん気きなことですわ、と言いながら顔を上げたバニラさんは清すが々すがしい笑顔を浮かべており、それにつられて他のみんなも気を緩ゆるめたようだった。







　治ち療りよう後、おれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶの面々はヴェルナーとその手下たちと向かい合った。

　まずは話し合いを、ということになったのだが、

「で？　お前ら、なんだってまた総そう出でで裕ゆう貴きを追い回したりしたんだ？」

　さっそくマシューが喧けん嘩か腰ごしでヴェルナーに突っかかった。

「……まずはそこからだな」

　だがヴェルナーは極きわめて冷れい静せいだった。まだ自分たちの非を認めたわけではないが、ヴェルナーの性格を考えるとこれでもかなり素直な対応と言える。

「我々がどうして風かざ間ま裕貴を追い回したのか。その答えはここにある」

　ヴェルナーはそう言うと、懐ふところから手のひらサイズの緑色の鉱こう石せきを取り出した。

　ありがちな形の鉱石だったので元ネタはわからなかった。

「それは……音を記録する特とく殊しゆな鉱石ですわね。たしか封ふう音おん石せきだったかしら？」

　そう言ったのはバニラさん。彼女の発言から元ネタは『ダーク・エンカウンター』だと特定できた。バニラさんが他のゲームに出てくるものを知っているはずがないから。

「その名前は初耳だ」

　ヴェルナーはバニラさんを見やり、どんなものかは知っているがな、と付け加えたあと、手のひらの上の封音石の表面を何度か擦こすった。すると──

『──私は中央司令部で……補ほ佐さ官かんを務めているシャノン・マールブルクです。これから……私が話すことは……他た言ごん無む用ようでお願いします──……』

　封音石からシャノンさんらしき声が流れ出した。音質はあまりよくなく、聞き取りづらいところもあったが、声はシャノンさんのもので間違いない。

「どうしてシャノンさんの声が……？」

　おれが首を傾かしげていると、「黙だまって聞け」とヴェルナーに一いつ喝かつされた。

『──私が……持っているペンダントについてですが……──』

　やや間があってからシャノンさんが再び喋しやべり出した。その内容はさっきヴェルナーがおれに言ったこととほぼ同じだった。おれがシャノンさんのペンダントと彼女の命を狙ねらっているということ。要は内部告こく発はつである。

「あの日の早朝、蛇じや竜りゆうが死し滅めつしたとき、おれたちが野や営えいをしていたテントにこれが置いてあった。対軍ぐん師し用のアイテムと一緒にな。女の言っていることが真実ならば、我々の手でお前を裁さばかねば……と。そう思って手に入れたアイテムを仲間に配くばり、お前が逃亡を図る可能性を考こう慮りよし、北エリアの各地に腕うで利ききの冒ぼう険けん者しやを配置したのだ」

　対軍師用のアイテムとは攻こう撃げき力、防ぼう御ぎよ力を半減させる青と赤のボールのことだろうけど、シャノンさんがあれを用意したっていうのか？　ちょっと信じがたい話だ。シャノンさんはどうやってあれらのアイテムを手に入れたのだろうか。

「こんなの……こんなの何かの間違いですよ」

「当たり前だ。シャノンが裕ゆう貴きを売るような真似まねをするはずがない。いや、そもそも……裕貴がシャノンからペンダントを奪うばったとか、その上、命まで奪ったとか、デタラメもいいところだ。シャノンは自みずからの意志で自じ爆ばく技わざを使ったんだ。お前らヴェルナー派はが裕貴の助言を聞き入れずに蛇竜の討とう伐ばつに向かおうとするから……っ」

　マシューが怒りを露あらわにしながらヴェルナーを睨にらみつける。

「なるほど。それが……真実か。ならばこの封ふう音おん石せきというものは、我々と中ちゆう央おう司し令れい部ぶを全面戦争に導みちびくために、何者かが用意した罠わな。……その線が濃のう厚こうか」

　納得したように頷うなずくヴェルナー。背後の手下たちが、罰ばつが悪そうにうつむく中、ヴェルナーだけはマシューから目をそらしはしなかった。

「一つ……質問がある」しばらく沈ちん黙もくが続いたあと、ヴェルナーが口を開いた。「風かざ間ま裕貴。この墓ぼ地ちについてだ。お前はなんのためにこの場所を訪れた？　我々から逃げ回った結果、たまたまこの場所にたどり着いた、というわけではないのだろう？」

「えっと、それは──」

　おれはポケットの中からチェーンを引っ張り出し、自分がシャノンさんの生死をたしかめるためにこの地を訪れたのだということを順序立てて説明した。

「あの女の生死……だと？　どういうことだ？」

「それは──あの赤い扉とびらが開けば明らかになるはずなんです」

　おれが部屋の奥に視線を投げると、

「扉……あれか」

　と言ってヴェルナーも部屋の奥に見える扉に視線を合わせた。

「はい。ですが、あの扉とびら、どうやっても開かなくて……──っ」

　おれが押しても引いても開かない扉について説明しようとした刹せつ那な──




『誰だれか──誰か返事をしてください……誰でも……誰でもいいですから……っ』




　最初──

　その声が聞こえてきたとき、誰もがヴェルナーの右手に注目した。封ふう音おん石せきに記録されたシャノンさんの声に続きがあると思ったのだ。ところが、「違う。これは……違うぞ」とヴェルナーが首を振ると同時に否定の言葉をみんなに返した。




『やっぱり……誰もいないのですね。…………うう、うううっ……』




　今度は一いつ斉せいに声の出どころに視線が集まった。

「あの扉の奥から聞こえてくる？」

　おれはそろりそろりと前に歩を進める。

「ゆ、裕ゆう貴き……光ってるぞ」

「え？　何が？」

「お前のそのチェーン……だよ」

　マシューの指摘を受けてようやく気づく。先ほどポケットから取り出したチェーンが眩まばゆい光を放はなっているということに。このチェーンがどういった条件で黄おう金ごん色いろの輝きを放つのか、規則性のほどは定さだかではないが、これが光ったということはもしかしたら──

「やっぱり……」

　予測通りチェーンから一筋の光が伸びた。地下通路の奥、赤い扉に向かって。

　扉の中央には小さな窪くぼみがあり、光はそこに向かって一直線に伸びていた。

　これは……扉が開いてる？

　上で墓はか石いしが動いたときと同じように、扉はチェーンから発せられた溢あふれんばかりの光にすっぽりと包み込まれている。扉が開くスピードはじれったいほどに遅い。だが押しても引いても開かなかった扉が開いていて、しかも、その奥からシャノンさんの声が聞こえてくるのだ。おれは未いまだかつて味わったことのない高こう揚ようをその身で感じていた。

「シャノンさん！」

　扉が完全に開ききり、光が収しゆう束そくすると、おれは我われ先さきに駆かけ出した。おいおい、敵が潜ひそんでるかもしれねぇだろうが、というマシューの声が追いかけてくる。

「え……この部屋は──」

　薄うす暗ぐらい空間に身を投じ、最初におれの目に飛び込んできたのは教室の机つくえみたいに一定の間かん隔かくで配置された石の棺ひつぎだった。部屋の広さは直前の部屋と同じくらいはある。床や壁かべなどは地味な灰色で統一されていたが、部屋の一番奥に見える祭さい壇だんだけは派は手でな装そう飾しよくが施ほどこされており、美しい輝きを放っていた。

「……って、シャノンさんはどこに？　まさか棺の中……？」

　部屋の入り口であれこれ考えていると、

「ぐ、軍ぐん師し様。祭壇の上をご覧らんになってください」

　と言ってバニラさんがおれの腕を引っ張った。

「祭壇がどうかしたの…………って、あれは──」

　次の瞬しゆん間かん、おれの目は祭壇の上のあるものに釘くぎづけになった。

「あ、あれは……シャノンさんのクロスペンダント!?」

　おれが声を張り上げると、それに呼応するかのようにペンダントから声が漏もれた。

『そ、その声はもしかして裕ゆう貴きさんですか!?』

　間違いなくシャノンさんの声だった。ヴェルナーが持っている封ふう音おん石せきから発せられる音声とは比べ物にならないくらいクリアで、生なま身みのそれとまったく変わらない。

「シャノン。おれたちもいるぞ。……余計なおまけもいるがな」

　マシューはそう言って背後のヴェルナーとその手下たちに嫌いや味みったらしい視線を向ける。だがヴェルナーはその視線には気づかず「どうなっている……」と録音ではなく、ちゃんと受け答えをする幽ゆう霊れいのようなシャノンさんの存在に目を白黒させていた。

「シャノ～ン？　一体、何がどうなっておるのじゃ？」

『えっと、その、真っ暗で何も見えない状況で、身動きも取れなくて……そもそも自分がどこにいるのかもよくわかっていなくて……そ、その……何もわからないのです……』

　リーネの率そつ直ちよくな疑ぎ問もんに曖あい昧まいな言葉を並べるシャノンさん。彼女は、『ペンダントの力を解放して、ただですむはずがないのですが……』と言葉を濁にごらせた。

「これは……まず状況から説明したほうがよさそうだね──」

　おれはここまでの経けい緯いを簡単に説明した。チェーンから光の線が伸びたこと。チェーンを頼りに北に向かったこと。現在は北エリアの墓ぼ地ちにいること。砕くだけ散ちったはずのペンダントが祭壇の上に置いてあり、そこからシャノンさんの声が聞こえること──などなど。

『ぎ、疑問が膨ふくらむ一方です……』

　説明後、ペンダントからシャノンさんの苦く悶もんの声が漏もれ聞こえた。

「わたくしたちも同じですわ。チンプンカンプンです」

「でも、こうして対話ができるってことは、シャノンさんは生きてるってことだよね？」

「ま、肝かん心じんなのはそこだな」マシューがおれの言葉に相あい槌づちを打つ。

「うむ。普通に考えるとじゃ──」とここでリーネが、「シャノンは肉体を失っており、意識だけがペンダントに宿やどっている。もしくはペンダントの中に生身のまま閉じ込められている、と考えられるのはこのどちらかではないかの？」

　さすがは医者。リーネの解説はとてもわかりやすかった。考えそのものも妥だ当とうに思える。リーネが登場する『堕だ天てん使しのトワイライト』はスピリチュアルな現象が当たり前のように存在する世界だから、こういった類たぐいの推論はリーネの得意分野なのだ。

「できれば後者であって欲しいですわね」

　バニラさんがため息混じりに言った。エルマさんも、うんうん、と頷うなずいている。

　たしかに魂たましいだけの存在ってのは……悲しい。後者であって欲しいというバニラさんの意見はこの場にいる全員の総意だろう。

「で、どうする？　可能性の話をしているだけではなんの解決にもならないぞ」

「むぅー。身も蓋ふたもないことを言うのぉ」

「おれは当然のことを言ったまでだ」マシューがそう言って口の端をつり上げる。「ってか、シャノン。本当に何もわからないのか？　何か忘れてることがあるんじゃないのか？」

『忘れてること……。えっと……えっと……』

　シャノンさんの声が現実に響ひびく。ちょっと困っているようだ。

「マシュー、せっつくでない」

「そうですわ。こういうことは街まちに戻ってからじっくりと考え──」

『あ、あの……』

　再びシャノンさんの声。みんなの視線がペンダントに集まる。

『その……これは忘れていたわけではないのですが、一つ思い出したことがあります』

「どんなこと？」

　おれが話の続きを促うながすと、『数年前に父から聞いた話です』という前置きのあと、ペンダントの中のシャノンさんが詳しよう細さいを語り始めた。

『父は酔よっ払ぱらうとご先せん祖ぞ様の伝説を語りたがるのですが、そのとき父が話してくれたのは、街に攻せめ込んできた黒蛇竜ブラツクナーガに聖フォーリア騎き士し団だんの初代騎士団長であるご先祖様が一人で立ち向かった、というお話でした。実はその伝説、マールブルク家の者なら誰だれもが知っているお話なのですが……でも、その夜、父が語ってくれたご先祖様の伝説は、結末だけが私の知っているお話と食い違っていました』

「結末だけが？」

『はい。私の知っている結末は、ペンダントの力を借りて黒蛇竜ブラツクナーガを浄じよう化かしたご先祖様が天に召めされる、という悲しい終しゆう焉えんなのですが……父のお話の中のご先祖様はどういうわけか最後に復活を果たすのです。たくさんの人が祈いのりを捧ささげ、命を捧げ……そうしてご先祖様は蘇よみがえったと」

「祈りを捧げ、まではわかるが、命を捧げ、ってのは極きよく端たんだな」

　マシューが軽いノリで言った。みんなも頷いている。

『私もそう思います。実際そのときは酔よっ払ぱらいの戯ざれ言ごとくらいにしか思っていませんでした。ですが……現在の自分の状況を思うと、父の言葉が全すべて噓うそだったとは……」

「なるほどな」マシューが身体からだを左右に揺ゆらしながら頷うなずく。「今にして思えばってことか」

「うーむ。しかし、その伝説が真実だとすれば、シャノンを救うためには人の命が──生いけ贄にえが必要になるのではないかえ？　命を捧ささげ、とはそういう意味じゃろう？」

「まあ、普通に考えるとそうなるな……」

「…………代だい償しようか」

　会話には加わらず、成なり行ゆきを見守っていたヴェルナーがボソッとつぶやいた。

『あ、あの……裕ゆう貴きさんはどう思いますか……？』

　シャノンさんが恐る恐るおれに意見を求めてきた。

　答えにくい質問。だけどおれは発言した。気になることがあったから。

　おそらくこの場にいる誰だれもが気づいていないであろうこと──

「おれの意見を述のべる前に、シャノンさんに訊ききたいことがあるんだけど、いいかな？」

『訊きたいことですか……？』

「うん」おれは神しん妙みように頷く。「温泉……いや、あの日の夜、ペンダントの使用方法について教えてくれたとき、たしかシャノンさんこう言ったよね。ペンダントの力を解放すると、ペンダントは即座に砕くだけ散ちり、使用者自身も命を失うって」

『ええ……言いました』

「今、シャノンさんがどういう状態なのかはわからないけど──じゃあ、ペンダントは？」

『……えっと？』

　おれの意い図とがわからなかったのかシャノンさんが戸と惑まどったような声を発した。

「ごめん。言い方が悪かったね。まずペンダントが壊こわれていないってのが一つ。シャノンさんの話では力を解放するとペンダントは砕け散るんだったよね？　まあ、これはこれで疑ぎ問もんなんだけど──でも、ここでおれが注目して欲しいのはペンダントの現在の状態なんだ」

「現在の状態……」

「聖なるエネルギーは解放済みだから、当然中身は空からっぽだと思うんだ」

『空っぽ……ですね。おそらく』

「ここで思い出して欲しいんだけど」おれは再び過去を振り返る。「シャノンさん、あのときこんなこと言ってたよね。聖なるエネルギーの元となるのは人の生命エネルギーに他ならないって。ペンダントはエネルギーを蓄たくわえるための『器うつわ』で、たくさんの人がペンダントに生命エネルギーを注そそぎ込んで、それが長い年月をかけて聖なるエネルギーに変わっていくんだって」

『は、はい。たしかにそんなお話を……』

「ここからはおれの推測なんだけど。さっきシャノンさんが話した伝説の中にある、祈いのりを捧げ、命を捧げ、って部分だけど、後ろの命を捧げっていうのは、リーネが言うような物ぶつ騒そうな意味じゃなくて、空からっぽになったペンダントに生命エネルギーを注そそぎ込む行為のことを指してるんじゃないのかなって思うんだ。どう……かな？」

『そ、それは──ありえそうな話です！』

　それまでどこか元気のなかったシャノンさんが急に明るさを取り戻した。

　水を得た魚のような勢いのある声。らしさが戻ってきた。

「ペンダントが本来の力を取り戻したら、何かが起きるんじゃないかな。その『何か』がシャノンさんの復活を意味しているのならいいんだけど……」

「なるほど。解放したエネルギーと同等のエネルギーをペンダントに注ぎ込めばシャノンさんが元に戻れるかもしれない……というのは決して都つ合ごうのいい考えじゃありませんわ。それが正解かどうかはともかく、試してみる価値はありますわね」

「うむ。バニラの言うとーりじゃ」

「……いや、ちょっと待て」とここでマシューが、「ペンダントに生命エネルギーを注ぎ込んだら、その人間はペンダントに命を奪うばわれる、なんてオチはないよな？」

「いや、それはさすがにないんじゃないかな。もしそうなんだとしたら、そもそも蛇じや竜りゆうを倒すために必要な生命エネルギーをペンダントに集めることなんてできなかっただろうし」

「シャノンもそう思うか？」

『えっと……生命エネルギーの注ぎ込み方は自じ爆ばく技わざを使うときと同じはずで……ペンダントを両手で握にぎりしめてペンダントに意識を集中すればいいのですが……でも、それによる弊へい害がいが何もない……とは今の私には言いきれないです』

　シャノンさんが言葉を濁にごす。無理もない。自爆技を使用すると使用者は死ぬ、ペンダントは砕くだけ散ちる、と家族に教えられていたのに現状はまったく違う状況なのだから。

「マシュー。だったら……まずおれがペンダントに生命エネルギーを注ぎ込むよ。もしおれが死んだら計画は中止。それでどう？」

　おれがそう言うと、『ゆ、裕ゆう貴きさん……』とシャノンさんが声を震ふるわせた。

「お前……」

　マシューも絶句している。もちろん他のみんなも。

「大丈夫だよ。おれを信じて」

「つまり……それだけ自信があるってことだな？」

「ん、まあね」

　絶対の確かく証しようがあるわけではない。だけどおれは頷うなずいた。

　きっと大丈夫さ。自分のゲーム勘かんを信じよう──

「ま、お前がそこまで言うんだ。だったら心配はいらないんだろう」

「当たり前ですわ。軍ぐん師し様の言うことに間違いなどあるはずありませんもの。どこかのツンツン頭さんとは大違いのパーフェクトな頭ず脳のうなのですから」

「おい。ツンツン頭って誰だれのことだコラァ？」

　マシューがバニラさんに凄すごんでみせる。

　うふふ、とシャノンさんの笑う声がペンダントから聞こえた。

　それにしても、よく考えてみると、自じ爆ばく技わざを使うたびにペンダントが砕くだけ散ちるんだったら、シャノンさんの家系に家か宝ほうとして伝わっているのは変だよな。少なくともさっき話してくれた伝説の中で、一度はご先せん祖ぞ様が自爆技を使ってるはずだし。おそらくシャノンさんの父親は真実を知っているのだろう。シャノンさんに真実を伝えなかったその理由まではわからないけど、いつか明かされる日が来るのかな……。

「むぅー。しかし、あの蛇じや竜りゆうを一いち撃げきで葬ほうむり去さるほどの生命エネルギーじゃろう？　ワシらの生命エネルギーだけでは不足なのではないかー？」

『えっと……ご先祖様の伝説の中ではたしか千人くらいの人が祈いのりと命を捧ささげた……と』

「千人。中ちゆう央おう司し令れい部ぶに所属している全すべての人間を搔かき集めてもまだ足りませんわね」

「……ま、足りるだろ」

　マシューが不ふ機き嫌げんそうにつぶやいた。

「え？　足りる？」

　横目でマシューを見ると、彼はヴェルナーと向かい合っていた。そして一言。

「こいつらが協力すればな」

『こいつら……？』

　ペンダントの中からでは外の様子がわからないのだろう。シャノンさんが素すっ頓とん狂きような声を上げた。バニラさんがペンダントを両手で持ち上げ、小こ声ごえで説明を加える。

「協力……か」

　ヴェルナーが意い味み深しんなつぶやきを漏もらし、続いて考え込むような仕し草ぐさを見せた。

　果たしてヴェルナーはなんと言うだろうか。

　素直に協力してくれるのか、それとも──

「その女を助けるためには……冒ぼう険けん者しや全員の協力が必要不可欠」

　ふいにヴェルナーがおれに鋭い視線を向け、「そうだな？」と確認してきた。

「は、はい。そうです」

「ではもう一つ。その女は本当に今話した方法で救い出すことができるのか？」

「それは……確かく証しようがないのでなんとも言えませんが……」

「話にならんな」

　ヴェルナーが冷たい声で言い放つ。

　その瞬しゆん間かん、「てめぇ！」とマシューがいきり立ち、ホルダーから武器を引き抜いた。しかし、続くヴェルナーの言葉を聞くとマシューの顔から怒ど気きが消えた。

「信用して欲しかったら証拠を示せ。その女が生なま身みの姿でペンダントから出てくるところをおれたちに見せてみろ」

「ヴェルナーさん。それって……？」

「……ふん、今回だけだ。お前たちに協力するのは。明日になればまたおれたちは敵同士。それを忘れるな」

「あ、ありがとうございます！　ヴェルナーさん！」

「本当に変なヤツだ……お前は」

　ヴェルナーが笑った。自じ嘲ちよう気味に、だが吹っきれたような表情で。

『ふふっ、どうやら一いつ件けん落らく着ちやくのようですね』

　対してシャノンさんは楽しそうに、爽さわやかな笑い声を響ひびかせた。

「ではではー。早いところ街まちに戻ろうかのー。ここにはもう用はないはずじゃー」

　リーネが白衣を揺ゆらしながらくるっと身体からだの向きを変える。

『あ、あの……みなさん……っ』とシャノンさんが一転して声を詰つまらせ、『そ、その……助けに来てくださってありがとうございます……っ』とその場にいる全員に向かって消え入りそうな声で感かん謝しやの言葉を口にした。

　すると、バニラさんがいの一番に「シャノンさん……っ！」と感情を大だい爆ばく発はつさせ、

「あなたには……あなたには言いたいことが山ほどあります！　わたくしが一体どれくらい後こう悔かいして……どれくらい泣き喚わめいて……どれくらい後ろぐらい気持ちを抱いたのか……あなた、わかっていますの!?」

『うっ……す、すみません……。バニラさんには……本当に申し訳のないことをしてしまったと……それは……はい……。反省している次第……です……』

「あなたはなんでもかんでも一人で抱えすぎですわ！」

「その上、一人で突っ走る」とマシュー。

「勝算が薄うすくてもおかまいなしにー」とリーネ。

「シャノンは……もっとみんなを頼るべき」と最後にエルマさん。

『返す言葉もありません……』

　心底反省したような声。きっとペンダントの中でしゅんとしていることだろう。

　──お説教はそれくらいにしておこうよ。

　おれがそう言おうとした瞬しゆん間かん、バニラさんが口を開き、

「シャノンさん。あなたがペンダントから脱出したあかつきには、わたくしと一ひと晩ばん……いえ、わたくしの気が済むまで、気が晴れるまで付き合って頂きます。覚悟しておくように」

　と先ほどよりも明るい口く調ちようでそんなことを言った。少し冗談っぽく。

　これに対してシャノンさんは──

『はい！　覚悟しておきます！』

　と弾はずむような声で、バニラさんの希望に応こたえることを約束した。
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　その日の夕方、草そう原げんの街まちの噴ふん水すい広場に設置された壇だんの上に中ちゆう央おう司し令れい部ぶのトップとヴェルナー派はの代表が肩を並べるという不思議な構図ができあがった。対立していた二つの組織から重大な発表があるとあって、人が人を呼び、噴水広場は瞬またたく間に人で埋うめ尽つくされた。

　全すべての準備が整うと、まず最初にヴェルナーが事の顚てん末まつを聴ちよう衆しゆうに話して聞かせた。

　おれに任せておけ、と自信満々で言うから任せたのだが……。

「──つまり、今回の件は知能あるモンスターが企くわだてたこと──我々ヴェルナー派と中央司令部を対立させるための罠わなだったのだ。そのことにいち早く気づいたおれは、中央司令部の軍ぐん師しと一時的に手を組み──」

　ヴェルナーが言いつつおれの肩に手を回す。

「二人で黒くろ幕まくのモンスターを見つけ出し、そしてこの手で始し末まつしてきた──」

　そこで言葉を切るヴェルナー。次の瞬しゆん間かん、おおー、と観かん衆しゆうの間にどよめきが広がった。

　壇上の後方で待機しているマシューが、「こいつ……口からでまかせを」と小こ声ごえでつぶやく。

　……なるほど。こう言えば自分には非がないかのように聞こえるな。一時的に手を組み、って言い回しもポイントだ。和解したわけではなく、あくまでも敵同士だということ、中央司令部に謝しや罪ざいするつもりはない、と彼は暗あんにそう言っているのだ。

　ヴェルナーはその後も巧たくみな話わ術じゆつを発はつ揮きし、おれがシャノンさんに自じ爆ばく技わざを強要した、という噂うわさはモンスターが流した流りゆう言げん飛ひ語ごであり、真実は中央司令部が発表した通りである、と街に広まっている噂を完全否定した。

　全てはモンスターの仕し業わざ。それがヴェルナーの主張だが、実際のところはどうだかわからない。誰だれがどんな目的で、街におれの悪評を流し、ヴェルナーをたきつけたのか、これらの疑ぎ問もんには何一つとして答えが見つかっていない。ゲームのキャラクターではないおれをターゲットにしていることから、今回の一連の流れがこの世界で発生する元ネタありきのゲームイベントと無関係なのは間違いないが、それ以上のことは何もわからない。現状では……。

「さて、これから少々突とつ拍ぴよう子しもない話を──」

　続いてヴェルナーは本題であるシャノンさんの話に移った。といっても、自みずから説明するつもりはないらしい。「あとはお前次し第だいだ」とおれに耳打ちし、途中でバトンタッチした。

「み、みなさん……どうも。中央司令部の軍師、風かざ間ま裕ゆう貴きです」

　おれは挨あい拶さつもほどほどにクロスペンダントを天に向かって高々と掲かかげると、シャノンさんがペンダントに閉じ込められるに至った経けい緯いを簡かん単たんに説明した。おれが上うわ擦ずった声で、シャノンさんはこの中で生きています、と聴衆に伝えると、広場に動どう揺ようの波が駆かけ抜けていった。

　え？　と最前列の何人かが目を丸くしているのがわかる。

　驚いて当然。中ちゆう央おう司し令れい部ぶの顔かお役やくであったシャノンさんが自じ爆ばく技わざを行使してこの世を去ったという事実は先ほどヴェルナーが噂うわさを否定する際に触れたから誰だれもが知るところ。そう簡かん単たんに信じることはできないだろう。

　だが──

『みなさん、私です。シャノン・マールブルクです』

　ペンダントの中のシャノンさんが声を発すると、「お、おおおぉー!?」という歓かん喜きにも似たどよめきが群衆の間に広がった。シャノンさんは中央司令部の……街まちの有名人だったから、姿は見えなくても「声でわかる」という人がかなりいるのだろう。

『私はどこにいるのか、どのような状況にあるのか──』

　シャノンさんは疑ぎ問もん符ふを浮かべる群衆に、順を追って説明した。

　その間、声を発したり野や次じを飛ばしたりするような者は一人もいなかった。

「みなさん──」

　おれは彼女の話を引き継つぎ、聴ちよう衆しゆうに呼びかける。

「ご存知の方も多いと思いますが、私には呪のろいがかけられており、前線で戦うことができません。私はみなさんの盾たてになることはできますが、敵を倒すことはできないのです。モンスターと戦うのはみなさんの役目。これは私には絶対に真似まねできないことであり、みなさんにしかできないことでもあります。私はみなさんを後方でバックアップする軍ぐん師し。前線で戦うのはみなさん。そして、彼女は──シャノンさんは蛇じや竜りゆうとの戦いの中で、誰よりも先頭に立っていた人なんです。彼女は命をかけて蛇竜に立ち向かいました。たった一人で。誰の力も借りずに。彼女が前に出るというのなら、私はそれを全力でサポートしたい！　これからもずっと、そうやって一緒に戦っていきたい！　そう思っているんです……っ」

　おれはそこで一いつ旦たん言葉を区切り、静せい寂じやくに包まれた広場を見回した。

　ゾクゾクするような緊きん張ちよう感かんと高こう揚よう感がおれの声に震ふるえと張りの両方を与える。

「この場で私が願うことはたった一つだけです。どうか……どうかみなさんの力でシャノンさんを──シャノンさんをペンダントの外に導みちびき出してください！　力を貸してください！　お願いします……！」

　大声で叫んだ。全身から声を絞しぼり出すような気持ちだった。

　おれの願いは──

　みんなに……広場に集まった人々に受け入れられた。おれが言葉を押し出すと共に頭を下げると、その後まもなく、広場を埋うめ尽つくす冒ぼう険けん者しやの無数の歓かん声せいを皮かわ切ぎりに、「みんなでシャノンさんを助けよう！」という声が噴ふん水すい広場全体に広がっていった。

『裕ゆう貴きさん……本当に……本当にありがとうございます』

　シャノンさんの声がおれの胸に響ひびく。

「お礼を言わなければならないのはこっちのほうだよ、シャノンさん……」




　シャノンさん……ありがとう──




　おれは──はっきり言って『裕ゆう貴き』という自分の名前が小さい頃から嫌きらいだった。名前が示すような勇ゆう敢かんな人間ではないという自覚があったからだ。おれは弱よわ虫むしもいいところだった。だけどこの世界に放り込まれ、軍ぐん師しとしての役目を果たす過程で、シャノンさんからたくさんの勇気をもらった。自分の名前がほんのちょっとだけ嫌いではなくなった……。

　彼女はゲームのキャラクター。蛇じや竜りゆうを倒すため自じ爆ばく技わざの行使に踏ふみきり、命を散ちらし、その後、復活することはおそらく予あらかじめ決められていたことなのだろう。しかし、シャノンさんのあの日の夜の決意は、定さだめられたゲームの展開をなぞったものではないと──あれは彼女が苦く悩のうの末に導みちびき出したこの世界固有の決断なのだと、おれはそう信じてやまない。

「よしっ……」

　おれは再びペンダントを空に向かって掲かかげた。

　視線が一いつ斉せいに集まる。誰だれもがおれとペンダントを見ている。

「よし……最後の大仕事だ！　みんな、準備を！」

　たまにはリーダーらしく、と思って声を張り上げると、

「「「「「「「「「「──おおおぉー！」」」」」」」」」」

　マシューが、リーネが、バニラさんが、エルマさんが、そして広場で待機している千人規模の冒ぼう険けん者しや集団が、待っていましたと言わんばかりに声をそろえた。

　その後、ペンダントに千人分の生命エネルギーが注そそぎ込まれると、おれの推測通り、ペンダントに変化が訪れた。そして──

　誰よりも正義感が強く、誰よりも他人に優やさしい彼女が……。

　このツギハギだらけの世界に帰き還かんを果たした。




「おかえり、シャノンさん──」













　　　　　エピローグ







　その日──

　大だい聖せい堂どうの二階テラスから南の森を抜けた先に広がる草そう原げん地帯を眺めていると、「裕ゆう貴き」とおれの背中にマシューの声がかかった。

「たしかあそこだったよな。透とう明めいな赤い障しよう壁へきが張り巡めぐらされてたのは」

「うん」

　おれが前を向いたまま頷うなずくと、

「しかし、なんでまた障壁が消えたんだろうな……」

「うーん……なんでだろうね」

　おれは意識的に表情と声を曇くもらせた。さすがにここで、「おそらく『岬みさきの洋よう館かん』が北エリア最後のダンジョンで、あそこのボスを撃げき破はすることが、南エリアに進むための条件になってたんだと思うよ」とＲＰＧ的な考察を披ひ露ろうするわけにはいかない。

　マシューは鋭いから口を滑すべらせると大変なことになるぞ……。

　おれは、すぅ、と新緑薫かおる微び風ふうを吸い込み、動揺で若じやつ干かん乱れた呼吸を整えた。

　シャノンさんの救出作業が行われたあの劇げき的てきな日から一週間が経過したこの日、おれたち中ちゆう央おう司し令れい部ぶの面々は、一度は断念した南エリアへの進軍に意い気き揚よう々ようと乗り出した。というのも、二日ほど前、おれたち中央司令部の中心メンバー六人で北エリアの最北端にある『岬の洋館』に侵入し、館の最深部で待ち受けていた『クラシックヴァンパイア』という適てき正せい討とう伐ばつレベル13のボスを撃破すると、そのわずか数分後、大聖堂に駐ちゆう在ざいしている中央司令部の組織員から念ねん話わスキルによる定てい時じ連れん絡らくがあり、「南の空に赤い煙けむりが……」という報告が入った。詳くわしく調べてみると、その赤い煙は大聖堂の南の森を抜けた先がその出どころで、さらにエルマさんが偵てい察さつスキルを用いて追加調査を行ったところ、例の透明な赤い障壁が綺き麗れいさっぱりなくなっていることが判明した。『岬の洋館』のボスである『クラシックヴァンパイア』の撃破──それが南エリアに進むための条件だったのだ。

「結局、ヴェルナーをそそのかしたヤツの正体もわからずじまいだし……すっきりしないことばかりだな」

「たしかに……」

　障壁が消えた理由はＲＰＧ的な観点から比較的簡かん単たんに導みちびき出すことができたが、ヴェルナーをけしかけた人物の正体はおれにもまったく見当がつかない。中央司令部とヴェルナー派はの対立を煽あおった人間がいるのは間違いないが、今回のいざこざはこの世界で起こるべくして起こったことではない。中ちゆう央おう司し令れい部ぶもヴェルナー派はも、この世界で生まれた組織。つまり元ネタがない。その元ネタが存在しない二つの組織の対立を煽あおる、という行こう為い。これにもまた元ネタは存在しないだろう。そしてゲーム外のこととなるとおれの知識は生かせない。お手上げだ。

　一つ朗ろう報ほうがあるとすれば、数日前にヴェルナーが「我々は基本的に敵同士だが、この間の件の黒くろ幕まくが明らかになったそのときは……まあ、手を貸かしてやらんでもない」と約束してくれたことだろうか。マシューが言うようにすっきりしない幕まく切ぎれではあるが、おれたちは後退したわけではない。ちゃんと前進できている。今はそれでいいのではないかと思う。

「さて、休きゆう憩けいは終わりだ。裕ゆう貴き、そろそろ行くぞ。みんな下で待ってる」

「あ、うん」

　おれは外階段を使ってそそくさと下に降りるマシューのあとを追いかけた。

　階段を降りきると、

「ゆーきー。いつでもゆけるぞー」

　と大だい聖せい堂どうの前に整列している冒ぼう険けん者しやたちの先頭にいるリーネがおれに手を振った。

「軍ぐん師し様！　張りきって参りましょう！」

「バニラは今日も元気……」

　彼女の側にはバニラさんとエルマさんもいる。

「あれ？　シャノンさんは？」

「ん、そういや見えないな。トイレじゃないのか？」

　マシューが真ま顔がおでデリカシーのないことを口走る。

「そんないい加減な……」

　おれはぐるっと周辺に目を向け、シャノンさんの姿を探した。

　どこに行ったんだろう──

　しばらく視線を彷徨さまよわせていると、ギィ、と背後で扉とびらが開く音がした。回れ右をすると、お馴な染じみの騎き士し装備で身を固めたシャノンさんが大聖堂の入り口の扉を、よいしょ、と言いながら両手で押し開け、おれに小走りで駆かけ寄ってきた。太陽の光を受けて輝く彼女の流れるようなブロンドがまるで宝石のように優ゆう美びなものに見える。

「ん？　中にいたの？」

「はい。礼れい拝はい堂どうでお祈いのりをしていたのですよ」

「お祈りを？」

「ええ。冒険者のみなさんが無む病びよう息そく災さいでいられますように、と神様にお願いしてきました」

「冒険者のみなさんって……それ自分は入ってるの？」

「あっ」

「シャノンさんはもっと自分の心配をするべきだよ」

　おれは言いながら苦笑する。

　あはは……とシャノンさんが頭を搔かきながら苦にが笑わらいを浮かべた。

　他人のために尽つくす。他人のために祈いのる。

　誰だれにでも真似まねできるようなことではない。

　素直で、真ま面じ目めで、寛かん容ようで、誠実で──

　それがシャノン・マールブルクという人間に与えられた個性。

　他の誰でもない。彼女の……そう彼女だけの個性なんだ。

「裕ゆう貴き、出発だ」マシューがおれの背中を叩たたく。「号ごう令れいを頼む」

「あ、うん」

　おれは大だい聖せい堂どうの巨大な扉とびらに背を向け、進行方向を望んだ。大聖堂の前では中ちゆう央おう司し令れい部ぶ所属の冒ぼう険けん者しやたちがまだかまだかとおれの号令を待っていた。

「えっと、みなさん──」

　おれが言葉を発すると、沈ちん黙もくがあたりを支配し、全員の視線がおれに集中した。

　無む駄だ口ぐちを叩く人間は一人もいない。統とう率そつは取れていると言える。

「そ、それでは──これより南エリアへの進軍を開始します！」

　シンプルな号令。

　これに対し、中央司令部の頼れる仲間たちは、おおー、と無数の声をシンクロさせた。

　号令のあと、おれが、ふぅ、とため息を漏もらしていると、

「裕貴さん、行きましょう！」

　と言ってシャノンさんがおれの手を引っ張り、みんなのもとに駆かけ出した。

「わ、ちょっと待ってよっ！」

　前のめりの姿勢で歩を進める。並みの体たい幹かんではないからコケることはなかったが、シャノンさんの柔やわらかな手の感触がこちらに伝わってきて、妙にドキドキしてしまった。

「まずは南の森です！　裕貴さん、くれぐれも油断しないように！」

「うん──わかってるよ！」

　おれたちは既き知ちの領りよう域いきを抜け、新たな大地に一歩を踏ふみ出す。

　この先、何が待ち受けているのか。

　何をどうすれば元の世界に帰ることができるのか。

　それはわからないけど──

　でも、どんな試し練れんが待ち受けていようとも、おれは絶対に目をそらさない。

　何もかも、一いつ切さい合がつ切さいを受け入れるつもりだ。

　そして見届ける。

　この世界の全すべてを、最後を、エンディングを──最高の仲間たちと共に。
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　　　あとがき




　初めましての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりでございます。と、捻ひねりのない挨あい拶さつから入りました。芸がないですね。どうも、作者の周す防おうツカサです。さて、前作からご購入の方には大変申し訳ございません……新作です。何かの続編とかではありません。




　ところで、みなさんはどんなＲＰＧがお好きですか？　私はＲＰＧと名のつくものはなんだって食べちゃう雑ざつ食しよく性の生き物です。十代の頃はお金がなかったので、発売日に買うのを諦あきらめて時間が経ってから中古品をあさったり、友だちと別々のゲームを買って、あとで交換し合うことによって一本でも多くのＲＰＧで遊ぼうと必死でした。そして、私は中学生の頃、当時のアスキーさん（現エンターブレインさん）から発売された『ＲＰＧツクール　SUPER DANTE』を買って自分でゲームを作って自分で遊ぶという財布に優やさしいエコライフに到達。もちろん愛読していたゲーム雑誌は当時のメディアワークスさん（現アスキー・メディアワークスさん）から発行されていた『電でん撃げきスーパーファミコン』です。

　十数年前の自分に言ってやりたいですね。お前、三み十そ路じになったら『僕が考えた最強のＲＰＧ』を綴つづった小説をお前の大好きな出版社から出すんだぜ、と。




　前置きが長くなりました。本作はＲＰＧを題材にした一本です。前作もゲームを題材にしていましたが、今回はファンタジー要素やＳＦ要素などが混在しており、前作は現代物でしたから舞ぶ台たい設定もジャンルもだいぶ異なります。いつもとは勝手が違うので舵かじ取とりが難しく、危あやうく沈ちん没ぼつしかけましたがたくさんの方の協力によりなんとか海を渡ることができました。

　特に担当編集の三木さん、土屋さん。お二人には今回も大変お世話になりました。三木さんの「私にいい考えがある（キリッ）」というセリフがなかったら本作はおそらく完成には至らなかったのではないかと思います。また土屋さんには作品の非常に細かい部分でご面倒をおかけしました。終電どころか明け方までお付き合い頂きまして誠にありがとうございます！

　さらにさらに、私の色のない世界に彩いろどりを加えて下さった明あけ坂さかいくさん。キャラクターが非常に多いのでご苦労されたのではないかと思います。お疲れ様でした。今後ともよしなに。

　また本作を影で支えて下さった多くの方々にお礼を申し上げます。




　現在、続編を鋭えい意い執筆中です。また近いうちにお会いできるのではないかと思います。

　それでは！





二〇一二年九月上旬　周防ツカサ＠コンゴトモヨロシク……。
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周防すおうツカサ

（体組成計によると）23歳、若い。血糖値が微妙に低く医者に砂糖をなめろと言われたことがある。おそらくゲームに熱中しすぎて食事を抜いてしまうからだろう。私は砂糖をなめるべきなのだ。だが砂糖よりも大事なものがある。それはＲＰＧである（ドヤ顔）。
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明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。

最近アクアリウムにハマり、散財しすぎて大ピンチ。

ピンチはチャンス！　と心の中で叫びながら、もやしで飢えをしのいでいる。
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周防すおうツカサ
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